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４. 各年度の活動状況 

 

4.1. 平成２７年度 

（１）メンバー（アンダーラインはグループリーダー） 

研究テーマ１ 

学内メンバー：北岸、人見、古賀、浦野、東、小寺 

学外メンバー：根木、浜地、林、青野重利（分子研統合バイオ 教授）、神戸大朋（京大

大学院生命科学研究科統合生命科学専攻 准教授） 

研究テーマ２ 

学内メンバー：塩井、木村、吉川、松本、剣持、八坂 

学外メンバー：柳澤 実穂（やなぎさわ みほ、東京農工大学 准教授）、貞包（さだか

ね こういちろう、立命館大学理工学部物理科学科 助教）、熊崎茂一（京都大学大学院

理学研究科化学専攻 准教授） 

 

（２）研究費 

総額 

経常経費(28,050,000円) + 設備整備費(35,640,000円) + RA経費(1,120,000円) = 64,810,000円 

内訳 

経常経費 

学内メンバーの配分額：２００万円，学外メンバーの配分額：２５万円（根木先生は２５

万円の追加を予定） 

設備整備費 

共焦点レーザー顕微鏡システム１台、３５６４万円 

人件費（PD, RAの給料）４名（８ヶ月２名＋６ヶ月２名）、１１２万円 

 

（３）講演会、研究報告会など 

私大戦略「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」成果報告会 

主催：同志社大学ナノ•バイオサイエンス研究センター 

日 時：2016年3月12日（土）10:00-16:30 

場 所：夢告館 MK１０２、２０３ 

研究成果報告会•午前の部【10:00–12:00】 夢告館ＭＫ１０２ 

開会の挨拶       研究センター長：小寺政

人 
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講演１. 自己組織性ペプチドを基盤とする三次元マトリックス材料の開発  

古賀智之（同志社理工） 

講演２. 亜鉛要求性酵素はどのようにして活性化されるのか？ 

 〜活性中心に亜鉛が配位するメカニズムを探る〜  

神戸大朋（京大院生命） 

講演３. イオン液体のベシクルへの分配とその菌体に対する毒性  

松本道明（同志社理工） 

講演４. 酸素発生型光合成膜の生理的状態を読み取る多角的顕微分光イメージング 

熊﨑茂一（京大院理） 

特別講演会【13:30–14:30】 夢告館ＭＫ１０２ 

講演題目「光機能を創る」 

講師：入江 正浩 先生（立教大学理学部未来分子研究センター） 

 

研究成果報告会•午後の部【15:00-16:30】 夢告館ＭＫ２０３ ＜ポスター形式＞ 

発表題目一覧 

1. 副作用の少ない抗がん剤の開発：低 pH 領域で DNA を特異的に切断する Minor 

groove binder 模倣二核金属錯体の開発  

小寺政人•麻生健太•福井克樹 

2. 生理条件下でも安定なポルフィリン MOF の調製  

宮地亮昌•岩本勇次•人見 穣 

3. トポロジカル制御されたペプチド・ポリマー自己組織体による細胞シート足場

材の開発  

平田絢葉•東  信行 
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4. 生体内一酸化炭素の擬ノックダウンによる生理機能探索 

峯岸彩夏•北岸宏亮 

5. 細胞膜透過能を有するシクロデキストリンの開発 

中上敦貴•北岸宏亮 

6. 脳特異的オキシステロール 24S-hydroxycholesterol による細胞死メカニズムの

解析 

浦野泰臣 

7. 触媒機能を有する His4 型亜鉛フィンガータンパク質の構造および機能 

根木 滋 

8. pH 感知性の運動を示すベシクル 

名和愛利香•山本大吾•塩井章久 

9. 水面上でのフッ素系油の蒸発誘起型自発運動 

山本大吾 

10. イオン液体中での分子の並進ならびに回転ダイナミクスの研究 

木村佳文•八坂能郎•機田祐人 

11. イオン液体中の疎水場で活性化されたギ酸イオンによる芳香族塩素化合物の脱

塩素化 

八坂能郎•田中輝•木村佳文 

12. Protect effect of ascorbic acid against double-strand breaks in genome-sized DNA 

evaluated by single-molecule observation 

馬 越•吉川祐子•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

13. ガス刺激に対する液滴の正/負の走化性 

作田浩輝•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

14. レーザーによる cm サイズの固形物体の搬送 

小吉圭祐•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

15. 直立—倒置—直立の再帰性時間発展 振動盤上の固形物体の集団運動に現れる

特異性 

鷹取慧•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

16. ポリアミンによる遺伝子発現の促進と阻害作用の二面性 

金村愛•清水佑太•吉川祐子•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

17. 低周波振動によるゲノムサイズ DNA の二本鎖切断一分子観察による定量的計

測 

菊池駿斗•吉川祐子•貞包浩一郎•剣持貴弘•吉川研一 

18. 時間変動する入力の協同効果による識別 

上野 洋•剣持貴弘•貞包浩一朗•吉川研一 
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その他の講演会 

日 時：2016年3月9日（水）15:30- 

場 所：医心館北棟 ＩＮ２２５ 

Influence of light on a light-sensitive variant of the Beloussov-Zhabotinsky  

reaction 

Andreas Bindler (Otto-von-Guericke Universitat, Magdeburg, Germany) 

問合せ先：生命医科学部 吉川研一，剣持貴弘 , 理工学部 塩井章久 

 

日 時：2016年3月8日（火）14:00-16:00 

場 所：至心館SC622 

(1) Tyrosinase Model Complexes: New Ways to Catalysis 

Prof. Dr. Sonja Herres-Pawlis (RWTH Aachen University, Germany) 

(2) Density Functional Theory on Tyrosinase Models: the Torture Track Revisited Dr. 

Alexander Hoffmann (RWTH Aachen University, Germany)  

問合せ先：理工学部 小寺政人 

日 時：2016年3月1日（火）10:45-11:45 

場 所：医心館北棟 IN409N  

The Complex Life of Belousov-Zhabotinsky Droplets 

Jerzy Gorecki (Poland Academy of Science) 

問合せ先：生命医科学部 吉川研一，剣持貴弘 , 理工学部 塩井章久 

日 時：2016年2月18日（火）13:00-14:00 

場 所：医心館北棟4階IN412N（N-B） 

Blood Stem Cell Transplantation –Crossroads between Basic and Clinical Science 

Prof. Anthony D. Ho (Heidelberg University Hospital) 

問合せ先：生命医科学部 吉川研一，剣持貴弘 , 理工学部 塩井章久 

日 時：2015年12月10日（木）13:00-15:00 

場 所：医心館北棟 IN409N  

金ナノロッドの合成・配列制御、及び運動取り出しに向けた試み 

武仲能子 博士 (産業技術総合研究所主任研究員、さきがけ研究者 (JST) ) 

問合せ先：生命医科学部 吉川研一 ，剣持貴弘 , 理工学部 塩井章久 

日 時：2015年12月8日（火）13:00-14:00 

場 所：医心館北棟 IN409N  

藻類からマイクロコイルを作る！−バイオテンプレート法とその応用− 
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鎌田香織 博士 (東京工業大学ERATO彌田プロジェクト) 

問合せ先：生命医科学部 吉川研一 ，剣持貴弘 , 理工学部 塩井章久 

 

私大戦略「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」スタートアップ講演

会 

主催：同志社大学ナノ•バイオサイエンス研究センター 

開催日時：２０１５年１１月１４日（土）１３時−１７時 

開催場所：同志社大学京田辺キャンパス恵道館ＫＤ２０３ 

プログラム 

13:00 開会の挨拶 研究センター長：小寺政人 

13:10 グループ１「細胞機能を人工的に制御するためのケミカルツールの創製」趣旨

説明：北岸宏亮 

13:20 講演①「副作用の少ない抗がん剤の開発：低pH 領域でDNA 切断を促進する金

属錯体」講演者：小寺政人 

13:40 講演②「細胞間シグナル伝達分子の拡散過程の可視化を目指したプローブ開

発」講演者：人見穣 

14:00 講演③「生体内物質の選択的除去による生理機能探索」講演者：北岸宏亮 

（休憩） 

14:30 グループ２「細胞モデルを用いた細胞機能の自在操作技術」趣旨説明：塩井章

久 

14:40 講演④「不均一場での化学反応と分子ダイナミクスの分光計測」講演者：木村

佳文 

15:00 講演⑤「コロイド溶液中で形成される細胞膜状構造の秩序化のメカニズムの解

明」講演者：貞包浩一朗 

15:20 講演⑥「生物的な運動性を示すコロイド」講演者：塩井章久 

（休憩） 

16:00 特別講演会”Biomedical applications of fluorocarbons and perfluoroalkylated 

amphphiles” Prof. Marie Pierre Krafft 

17:00 閉会 

 

その他の講演会 

日 時：2015年10月23日（金）17:30-18:30 

場 所：同志社大学寒梅館 ハーディーホール 

ナノ空間を利用するシングルサイト光触媒の設計と応用 

山下弘巳先生 (大阪大学) 

問合せ先：小寺政人 
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日 時：2015年10月24日（土）15:00-16:00 

場 所：同志社大学寒梅館 ハーディーホール 

ルテニウム錯体による水中での有機物の酸化反応 

小島隆彦先生 (筑波大学) 

問合せ先：小寺政人 

 

日 時：2015年9月30日（水）15時から 

場 所：至心館SC622 

非二重らせん構造の核酸の安定化とその生化学的役割 

杉本直己先生 (甲南大学) 

問合せ先：小寺政人 

 

日 時：2015年9月28日（月）15時から 

場 所：至心館SC622 

The Amazing Nonheme High-Valent Iron-Oxo Reaction Landscape 

Prof. Dr. Lawrence Que, Jr. (University of Minnesota) 

問合せ先：小寺政人 

 

日 時：2015年9月18日（金）14時から 

場 所：至心館SC622 

Fluorine in Soft Matter Science: Nannotubules, Emulsions, Bubbles & Droplets – A Journey 

from Self-assembled to Self-ordering Systems- 

Prof. Marie Pierre Kraft (Institut Charles Sadron (ICS, UPR CNRS 22), Universite de Strsbourg, 

Strasbourg, France) 

問合せ先：塩井章久，吉川研一 

 

（４）若手研究者育成など：RA を 4 名採用。 

 

 

4.2. 平成２８年度 

（１）メンバー（アンダーラインはグループリーダー） 

研究テーマ１ 

学内メンバー：北岸、人見、古賀、浦野、東、小寺 

学外メンバー：根木滋（同志社女子大学・准教授）、浜地格（京都大学・教授）、林高史

（大阪大学・教授）、青野重利（分子研統合バイオ・教授）、神戸大朋（京大大学院生命科
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学研究科統合生命科学専攻・准教授） 

研究テーマ２ 

学内メンバー：塩井、木村、吉川、松本、剣持、山本、八坂、貞包 

学外メンバー：柳澤実穂（東京農工大学・准教授）、熊崎茂一（京都大学大学院理学研究

科化学専攻・准教授） 

 

（２）研究費 

総額 

経常経費(28,050,000円) + 設備整備費(33,185,000円) + RA経費(3,840,000円) = 

65,075,000円 

内訳 

経常経費 

学内メンバー：150 or 200万円，学外メンバー：25万円 

設備整備費 

レーザーマニピュレーションシステム１台：1060万円 

蛍光寿命測定システム１台：2258.5万円 

人件費（PD, RAの給料）6名、384万円 

 

（３）講演会、研究報告会など 

「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」２０１６年度•研究成果報告会 

主催：同志社大学ナノ•バイオサイエンス研究センター 

開催日時：２０１７年４月２２日（土）１０時−１７時 

開催場所：同志社大学京田辺キャンパス恵道館２０２および２０４ 

 

プログラム 

研究成果報告会１【10:00–12:00】 恵道館ＫＤ２０２  

開会の挨拶       研究センター長：小寺政人 

講演１. 生体内ＣＯを捕捉するケミカルツール hemoCD について 

北岸 宏亮（同志社理工） 

講演２. イオン液体中での化学反応と分子ダイナミクスの分光計測 

木村 佳文（同志社理工） 

講演３. H2O2/二核銅錯体触媒によるベンゼンからフェノールへの高選択的直接酸化：

 二核銅錯体の特異的に高い触媒活性(TOF, TON) 

小寺 政人（同志社理工） 

講演４. 細胞模倣によるミクロ材料創成 
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柳澤 実穂（東京農工大） 

 

メンバー会議（ＳＣ６２２, 昼食） 

 

特別講演会１【13:20–14:20】 恵道館ＫＤ２０２   座長：小寺 政人 

講演題目「細胞機能を明らかにする in vivo イメージングプローブ」 

講師：菊地 和也 先生（大阪大学大学院工学研究科・教授） 

 

特別講演会２【14:30–15:30】 恵道館ＫＤ２０２   座長：人見 穣 

講演題目「細胞イメージングに向けた分子設計戦略」 

講師：多喜 正泰 先生（名古屋大学トランスフォーマティブ 

生命分子研究所・特任准教授） 

 

研究成果報告会２【15:40-17:00】 恵道館ＫＤ２０４ ＜ポスター形式＞ 

 

ポスター発表題目一覧 

19. DNA の酸化的切断を促進する二核銅錯体の開発 

 角谷優樹・福井克樹・野村章子・小寺政人 

20. G-quadruplex DNA と選択的に結合する二核銅錯体の開発 

 齋藤 樹・角谷優樹・小寺政人 

21. 過酸化水素を検出する蛍光プローブの高感度化  

 宮地亮昌・人見 穣 

22. 異なる電子状態を有する鉄錯体による活性酸素の消去および生成と酸化還元電位と

の相関  

 岩本勇次・人見 穣 

23. アミノ酸由来ビニルポリマー：LCST の自在制御と細胞足場材の調製 

 東  信行・平田絢葉・古賀智之 

24. pH 高速応答型ペプチド・ハイドロゲルの調製とその特性 

 古賀智之・大當悠太・東 信行 

25. マウス血中 CO の選択的除去による体内時計リズム変化 

 峯岸彩夏・北岸宏亮 

26. 脳特異的オキシステロール 24S-hydroxycholesterol による細胞死メカニズムの解析 

 浦野泰臣 

27. 亜鉛フィンガータンパク質の生体内レドックスセンサー機能の可能性 

 根木滋・鳥見 優・北野莉加・杉浦幸雄 

28. 大腸菌膜組成をもつリン脂質ベシクルへのイオン液体の分配 
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 仁保早紀子・松本道明 

29. 擬定常 pH 勾配を仕事に変換する分子集合体 

 名和愛利香・中尾友紀・塩井章久 

30. 有機燃料を含む水溶液中の Pt 触媒粒子の集団運動 

 久保内雅生・井尾祐斗・山本大吾 

31. フッ素含有 n 型π共役系ポリマーのレドックス特性と芳香族アミンセンシング機能 

 野瀬啓二・彌田智一・三治敬信・萬井 知康・Matthew Bird・John R. Miller 

32. 身体ゆらぎの非線形ダイナミクス：時間反転対称性の破れの評価 

 馬場ひかり・鷹取慧・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

33. 活性酸素が引き起こす DNA 二本鎖切断の PEG による抑制効果 

 臼井萌絵・吉川祐子・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

34. 結合した非線形光振動子による距離空間の識別 

 保田祐輔・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

35. 音響に内在する時間反転対称性の破れ情報抽出への試み 

 東山拓司・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

36. 無接点直流型マイクロモーターの構築の試み –電極配置による運動の制御– 

 岡田和也・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

37. ポリアミンによるゲノム DNA の高次構造転移：温度依存性 

 西尾天志・吉川祐子・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

38. レーザーを用いた細胞の３次元配置の遠隔操作 

 山崎健広・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

39. 水/水ミクロ相分離現象を活用した細胞集団の自己組織化 

 山名悠輔・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

40. Smart response of self-motile droplet: Energy transduction from chemical to 

mechanical motion under isothermal condition 

 佐藤志帆・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

41. レーザーによる DNA 高次構造操作の試み 

 柏樹祐輔・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

42. ロウソクの燃焼による振動現象 

 笛木靖郎・鷹取慧・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

43. Nanocrystal self-assembly driven self-organization in nematic liquid crystal 

 Kaustabh Dan, Kenichi Yoshikawa 

 

 

第 1 回ナノ•バイオサイエンス国際シンポジウム 

日時：２０１６年１０月 7、８日（金、土） 
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開催場所：同志社大学京田辺キャンパス恵道館２０１教室 

内容：国内外ゲストによる招待講演８件、学内教員および若手研究者による一般講演６件、

学生による講演１０件 

 

Nano/Bioscience International Symposium program 

Keido-kan KD201, Doshisha University, Kyotanabe Campus 

Friday, 7 Oct 2016 

 

9:20 Opening Remarks Masahito Kodera (Doshisha University) 

General Lectures (9:30–10:50) 

9:30–9:50 

GL-1 “Synthesis of cyclodextrins bearing a cell-penetrating peptide” 

Hiroaki Kitagishi (Doshisha University) 

9:50–10:10 

GL-2 “Regular motion of an oil/water interface depending on several kinds of cations” 

Akihisa Shioi (Doshisha University) 

10:10–10:30 

GL-3 “Synthetically and Biologically Useful Molecules Based on Bioinspired Complexes” 

Yutaka Hitomi (Doshisha University) 

10:30–10:50 

GL-4 “Divalent cation shrinks DNA but inhibits its compaction with trivalent cation“ 

Takahiro Kenmotsu (Doshisha University) 

Break (10:50–11:00) 

A Special Lecture (11:00–11:40) 

SL-1 “Vertical Innovation - A Colorful Life” (in Japanese) 

Dr. Makoto Shimazaki (Otsuka Pharmaceutical) 

 

Lunch Break (11:40–13:00) 

 

Student Session (13:00–14:15) 

13:00–13:15 

S-1 “Chemo-sensitive liquid droplet: Attractive/Repulsive motion against gas stimuli” 

Hiroki Sakuta (Doshisha University) 

13:15–13:30 

S-2 “Artificial GFP model from peptide-polymer hybrids” 

Shinnosuke Nishimura (Doshisha University) 
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13:30–13:45 

S-3 “The physiological roles of endogenous CO revealed by its selective depletion in the blood” 

Saika Minegishi (Doshisha University) 

13:45–14:00 

S-4 “Phase transition in a single giant DNA molecule: Differences between 1-propanol and 2-propanol 

aqueous solutions” 

Yue Ma (Doshisha University) 

14:00–14:15 

S-5 “Preparation and characterization of a series of iron(III) hydroperoxo species having a 

carboxamido ligand” 

Ryosuke Sakai (Doshisha University) 

 

Break (14:15–14:30) 

 

Invited Lectures (14:30–17:30) 

14:30–15:20 

IL-1 “Single molecule imaging approach to reveal molecular motions and functions in cellular events” 

Dr. Hideaki Yoshimura (The University of Tokyo) 

15:20–16:20 

IL-2 “Structural variety in polyelectrolyte-surfactant complexes (PESCs) - Dependence on pH and 

composition“  

Prof. Michael Gladzielski (Technische Universität Berlin) 

 

Break (16:20–16:30) 

 

16:30–17:30 

IL-3 “Synthetic molecules for cell biology and cell therapy“  

Prof. Motonari Uesugi (Kyoto University) 

 

Banquet (18:30–20:30, Torisei@Fushimi) 

 

Saturday, 8 Oct 2016 

 

Student Session II (9:20–10:35) 

9:20–9:35 

S-6 “Photo-triggered catalytic formation of hydrogen peroxide inside cells via nitric oxide release 
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from a manganese nitrosyl complex” 

Yuji Iwamoto (Doshisha University) 

9:35–9:50 

S-7 ”Improvement of metal-based fluorescent probes for intracellular hydrogen peroxide imaging” 

Ryosuke Miyachi (Doshisha University) 

9:50–10:05 

S-8 ”Development of fluorescent probes for reactive oxygen species based on C-O bond cleavage 

Tomokazu Suetsugi (Doshisha University) 

10:05–10:20 

S-9 “Extremely high turnover for direct oxidation of benzene to phenol with H2O2 catalyzed by 

dicopper complexes“ 

Tomokazu Tsuji (Doshisha University) 

10:20–10:35 

S-10 “Can only ssDNA be detected by anionic gold nanoparticles?” 

José M. C. Panduro (Doshisha University) 

 

Break (10:35–10:50) 

 

Invited Lectures (10:50–11:50) 

10:50–11:50 

IL-4 “Playing 3D templates in nano/micro scales - block copolymer, algae, diatom, and protein -“ 

Prof. Tomokazu Iyoda (Tokyo Institute of Technology) 

 

Lunch Break (11:50–13:10) 

 

General Lectures (13:10–13:50) 

13:10–13:30 

GL-5 “Characterization of DNA folding dynamics in archaea”  

Dr. Priero Eloise (University of the Philippines) 

13:30–13:50 

GL-6 “Molecular metamorphism through π-dimerization of viologen radicals” 

Dr. Christophe Kahlfuss (Université de Strasbourg) 

 

Break (13:50–14:00) 

 

Invited Lectures (14:00–17:30) 
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14:00-14:50 

IL-5 “Playing with two metals cations and porphyrins : A new dynamic game” 

Prof. Bernard Boitrel (Université de Rennes 1) 

14:50–15:40 

IL-6 “Redox controlled supramolecular chemistry based on viologen architectures” 

Prof. Jean Weiss (Université de Strasbourg) 

 

Break (15:40–15:50) 

 

15:50–16:40 

IL-7 “Non-noble metal electrocatalysts for hydrogen economy” 

Dr. Bruno Jousselme (CEA Saclay) 

16:40–17:30 

IL-8 “Carbon nanotube-templated synthesis of covalent porphyrin network for oxygen reduction 

reaction”  

Dr. Stephane Campidelli (CEA Saclay) 

 

Closing (17:30–17:40) 

 

その他の講演会 

題目：Cu(II)/Cu(I) electron transfer coupled to dioxygen activation in biomimetic complexes: 

from solution to calix-zymes grafted on an electrode 

講演者：Dr. Yves LE MEST, Directeur de Recherche CNRS UMR 6521 CNRS – Université 

de Brest, FRANCE 

日時：2017 年 4 月 14 日（金）15：00〜16:30 

場所：至心館 SC622 

 

題目：Metal-Oxygen Intermediates in Dioxygen Activation Chemistry 

講演者：Wonwoo Nam (Department of Chemistry and Nano Science, Ewha Women’s 

University, Seoul, Korea)  

日 時：2016 年 5 月 7 日（土）午後 

場 所：至心館 SC622  

 

題目：アクティブマターの走化性発現に関するエネルギー変換メカニズム 

講演者： 伴 貴彦 博士（大阪学院 基礎工学研究科 物質創成専攻） 

日時： 2016 年 6 月 9 日（木）16:30-17:30 
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場所： 医心館北棟 医心館北棟 医心館北棟 IN409N（N-A） 

 

題目：Structure of Ionic Liquids: Bulk, Vacuum Interfaces and Ultrathin Films 

講演者：Prof. Edward Castner, Jr. (Dept. of Chemistry and Chemical Biology, Rutgers, The 

State University of New Jersey, USA; Associate Editor of the Journal of Chemical Physics) 

日時：2016 年 10 月 27 日（木）13：15〜14:15 

場所：至心館 SC512 

 

題 目 ： Carbon monoxide-releasing molecules (CO-RMs): pharmacological actions and 

therapeutic potential 

講演者：Dr. Roberto Motterlini 

日時：2016 年 10 月 24 日（月）15:00-16:20 

場所：至心館 SC622 

 

題目：Design of new hybrid molecules targeting the Nrf2/heme oxygenase-1 axis 

講演者：Dr. Roberta Foresti 

日時：2016 年 10 月 24 日（月）16:30-17:50 

場所：至心館 SC622 

 

（４）若手研究者育成など 

１）RA を 6 名採用。 

２）小寺の研究室の博士前期課程学生(M1)３名、(M2)１名がブルターニュ・オキシダンタ

ル-UBO 大学(フランス)の Prof. Mest のもとに滞在し、多核金属錯体の電気化学測定を行っ

た。 

 

 

4.3. 平成２９年度 

（１）メンバー（アンダーラインはグループリーダー） 

研究テーマ１ 

学内メンバー：北岸、人見、古賀、浦野、東、小寺 

学外メンバー：根木滋（同志社女子大学・准教授）、浜地格（京都大学・教授）、林高史

（大阪大学・教授）、青野重利（分子研統合バイオ・教授）、神戸大朋（京大大学院生命科

学研究科統合生命科学専攻・准教授） 

研究テーマ２ 

学内メンバー：塩井、木村、吉川、松本、剣持、山本、貞包、遠藤 

学外メンバー：柳澤実穂（東京農工大学・准教授）、熊崎茂一（京都大学大学院理学研究
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科化学専攻・准教授） 

 

（２）研究費 

総額 

経常経費(28,050,000円) + RA経費(5,280,000円) = 33,330,000円 

内訳 

経常経費 

学内メンバー：150万円，学外メンバー：25万円 or 74万円 

設備整備費 

細胞培養施設設置：506万円 

人件費（PD, RAの給料）4名、528万円 

 

（３）講演会、研究報告会など 

「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」２０１７年度•研究成果報告会 

主催：同志社大学ナノ•バイオサイエンス研究センター 

開催日時：２０１８年４月１４日（土）１３時−１７時 

開催場所：同志社大学京田辺キャンパス恵道館２０２および２０４ 

 

プログラム 

研究成果報告会１【13:00–13:30】 恵道館ＫＤ２０２  

 

本事業についての概要      

      小寺 政人（同志社理工） 

テーマ１ 「細胞機能を人工的に制御するためのケミカルツール創製」 

      北岸 宏亮（同志社理工） 

テーマ２ 「細胞モデルを用いた細胞機能の自在操作技術」 

塩井 章久（同志社理工） 

 

講演会【13:30–15:10】 恵道館ＫＤ２０２    

 

講演1. 脳特異的オキシステロール24S-hydroxycholesterol による神経細胞死誘導機構の解析 

浦野 泰臣（同志社生命） 

 

講演2. 化学反応によって誘起される運動性粒子の自発的集団運動 

山本 大吾（同志社理工） 
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講演3. アミノ酸由来ビニルポリマーを基盤とする生体に優しいスマートマテリアル 

東 信行 （同志社理工） 

 

講演4. 細胞の３次元組織化：優しい取り扱いでもって任意の形状を創り出す 

吉川 研一（同志社生命） 

 

研究成果報告会２【15:40-17:00】 恵道館ＫＤ２０４ ＜ポスター形式＞ 

 

ポスター発表題目一覧 

P1. がん細胞の特異環境でDNA を選択的に切断する二核銅錯体の開発 

角谷 優樹・宮野 梨沙・廣畑 敦洋・人見 穣・小寺 政人 

P2. 環状アミン修飾アミド型二核化配位子の合成とその二核銅錯体によるDNA 切断・抗が

ん活性 

前川 雄哉・角谷 優樹・小寺 政人 

P3. 窒素5座配位単核マンガン錯体を用いた触媒的酸化反応の開発に関する研究 

竹林大貴・増田瑛介・小寺政人・人見穣 

P4. 選択的酸化反応を目的とした反応空間を有する鉄ポルフィリン錯体触媒の合成 

菅井優希・野村章子・小寺政人・人見穣 

P5. 細胞内一酸化炭素によるミトコンドリア呼吸の調節 

峯岸 彩夏・北岸 宏亮 

P6. 膜透過性シクロデキストリンを用いたタンパク質類の細胞内デリバリー 

二郎丸 美沙・北岸 宏亮 

P7. 生体内におけるSp1 亜鉛フィンガータンパク質のレドックスセンサーとしての機能評

価 

北野 莉加・岸 果苗・鳥見 優・杉浦幸雄・根木 滋 

P8. SELEX 法による金属置換型Sp1 フィンガーの至適DNA 結合配列の探索 

松田実紗・奥永望月・水谷茜・杉浦幸雄・根木 滋 

P9. PARP-1 によるポリADP リボシル化反応におけるp-p相互作用の重要性：試験管および

細胞核内における反応メカニズムの検討 

太田志織・照屋圭・竹川真央・成松李惠・松浦里奈・間下雅人・杉浦幸雄・根木

滋 

P10. ZIF268 亜鉛フィンガータンパク質の細胞膜透過性：タンパク質表面の二次元カチオン

性クラスター構造の重要性 

久木望・北田千江梨・眞鍋貴行・杉浦幸雄・根木滋 

P11. Sp1 亜鉛フィンガータンパク質の細胞膜透過性における各フィンガードメインの非等
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価性およびカチオンクラスターユニットの重要性 

呉原美空・北田千江梨・眞鍋貴行・杉浦幸雄・根木滋 

P12. ペプチド転移酵素Sortase A：金属コファクターのペプチド転移反応に及ぼす影響およ

び生細胞表面の部位特異的修飾への応用 

佐藤綾香・福島玲菜・川添莉穂・清水恭子・根木 滋 

P13. オリゴアルギニンによるゲノムDNA のポリイオンコンプレックス形成挙動：巨視的ス

ケールによる熱力学的および形態観察 

神谷 亜門・杉浦幸雄・根木 滋 

P14. 酸化型GAGA 亜鉛フィンガータンパク質のモノチオール化合物による還元反応にお

ける金属イオンの効果 

橋本 梨奈・大北 佳奈・杉浦幸雄・根木 滋 

P15. GAGA 金属置換型フィンガータンパク質の作製及びその構造・機能評価 

南 奈緒・塩路 未来・増山 紗永子・杉浦幸雄・ 根木 滋 

P16. 亜鉛輸送体の金属基質認識機構に関する解析 

西藤有希奈・神戸大朋 

P17. マルチブロック型ペプチド/ビニルポリマー・ハイブリッドの新規合成法の開発 

古賀 智之・ 西村 慎之介・ 東 信行 

P18. pH 振動反応と走化性微小油滴による自律運動システムの構築 

岡本泰直・佐々木陽子・名和愛利香・山本大吾・塩井章久 

 

P19. 大腸菌組成をもつリン脂質ベシクルへのイオン液体の分配 

仁保早紀子・鈴木ひかる・松本道明 

P20. 水和イオン液体中でのPYP の光反応ダイナミクス 

木村佳文・小野寺香奈・水谷浩人・八坂能郎・遠藤太佳嗣 

P21. プロトン性イオン液体中の特異なプロトン移動過程 

藤井香里・八坂能郎・遠藤太佳嗣・木村佳文 

P22. イオン液体に高濃度に溶解したセルロースの自己組織化現象 

遠藤太佳嗣・細見昭太・藤井俊輔・仁宮一章・木村佳文・高橋憲司 

P23. レーザ照射によるミクロ粒子の自律的動的パターンの生成 

長谷川よし乃・妹尾駿佑・田中智子・剣持貴弘・貞包浩一朗・吉川研一 

P24. 音に内在する時間反転対称性の破れの評価 -楽器の音色の解析- 

矢鳴洸思・馬場ひかり・鷹取慧・剣持貴弘・吉川研一 

P25. 拮抗的な塩は水中でどれだけ界面活性剤のように振舞うか 

土合恭平・貞包浩一朗 

P26. 塩に対する多重小胞膜溶液の反応 

中嶋一真・貞包浩一朗 
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P27. 直流電流源駆動型無接点マイクロモーター構築の試み-電極形状変化による影響- 

松村拓哉・岡田和也・吉川研一・塩井章久 

P28. 組織切片の伸展性応答：病態に依存したひび割れパターン形成 

大社奈摘・中村直彦・井口公太・池川雅哉・剣持貴弘・吉川研一 

P29. 水/有機溶媒/塩の混合溶液で形成される結晶構造 

加藤僚・伊藤尚充・高椋利幸・貞包浩一郎 

P30. シスプラチンとトランスプラチンによるDNA の高次構造と機能への影響の比較研究 

岸本幹史・吉川祐子・吉川研一 

 

 

その他の講演会 

題目：Self-organization and complexity: The origin of macroscopic order from microscopic processes 

講演者：Prof. Oliver Steinbock (Florida State University) 

日 時：2017 年 7月 6 日（木）15:00～16:00 

場 所：医心館北棟 4 階 IN409N（N-A） 

 

題目：Entropic effect on the structure, orientation, and phase segregation of liquid mixtures under 

confinement: Monte Carlo simulation 

講演者：Prof. Chen-Yang Shew (Department of Chemistry, College of Staten Island, City University 

of New York)  

日 時：2017 年 7月 13 日（木）15:00～16:00 

場 所：知真館 TC1-218  

 

題目：高感度フォトクロミック分子の開発と新機能応用に関する研究 

講演者：河合 壮（奈良先端大学院大学物質創成科学研究科教授） 

日時：2017 年 9月 8日（金）13:30～ 

場所：至心館 SC622 

 

題目：蛋白質を用いた機能分子・材料の創製：人工血液からナノチューブまで 

講演者：小松 晃之（中央大学理工学部教授） 

日時：2017 年 9月 8日（金）15:00～ 

場所：至心館 SC622 

 

題目：膜内在性力場によるチャネル活性の変化 

講演者：老木成稔教授（福井大学医学部医学科形態機能医科学講座） 
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日時：2017 年 9月 26日（木）14:30～15:30 

場所：医心館北棟 4 階 IN412N（N-B） 

 

題目：半導体光触媒反応における活性酸素種の発生と検出法について 

講演者：野坂芳雄（長岡技術科学大学名誉教授） 

日時：2017 年 10月 5日（木）13:30～15:00 

場所：医心館北棟 4 階 IN409N（N-A） 

 

題目：高圧力顕微鏡法による細胞活動の活性化コントロール 

講演者：西山雅祥（京都大学 化学研究所） 

日時：2017 年 10月 19 日（木）13:30～15:00 

場所：医心館北棟 4 階 IN409N（N-A） 

 

（４）若手研究者育成など 

１）RA を４名採用。 

２）北岸先生の研究室の博士後期課程(D2)学生（峯岸彩夏）がパリ・エスト・クレテイユ大

学(フランス)の Dr. Motterlinin のもとに２ヶ月間滞在し、細胞内ミトコンドリアにおける電

子伝達系に対して内在性及び外来生一酸化炭素(CO)がどのような影響を及ぼすかを調べた。 

 

 

4.4. 平成３０年度 

（１）メンバー（アンダーラインはグループリーダー） 

研究テーマ１ 

学内メンバー：北岸、人見、古賀、浦野、東、小寺 

学外メンバー：根木滋（同志社女子大学・准教授）、浜地格（京都大学・教授）、林高史

（大阪大学・教授）、青野重利（分子研統合バイオ・教授）、神戸大朋（京大大学院生命科

学研究科統合生命科学専攻・准教授） 

研究テーマ２ 

学内メンバー：塩井、木村、吉川、松本、剣持、山本、貞包、遠藤 

学外メンバー：柳澤実穂（東京農工大学・准教授）、熊崎茂一（京都大学大学院理学研究

科化学専攻・准教授） 

 

（２）研究費 

総額 

経常経費(24,470,000円) + RA経費(4,320,000円) = 28,790,000円 

内訳 
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経常経費 

学内メンバー：160万円，学外メンバー：25万円 or 82万円 

人件費（PD, RAの給料）4名、432万円 

 

（３）講演会、研究報告会など 

「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」２０１８年度•研究成果報告会 

主催：同志社大学ナノ•バイオサイエンス研究センター 

開催日時：２０１９年４月２０日（土）１３時−１７時 

開催場所：同志社大学京田辺キャンパス恵道館２０２および２０４ 

 

プログラム 

研究成果報告会１【10:00–12:00】 恵道館ＫＤ２０２  

開会の挨拶      研究センター長：小寺政人 

講演 1.レーザーによる細胞・ソフトマター系の秩序形成 

      貞包 浩一朗（同志社生命） 

講演 2.不均一構造中での溶質分子の動的挙動：イオン液体からモデル細胞膜へ 

遠藤 太佳嗣（同志社理工） 

講演 3.ポリ ADP リボシル化酵素 PARP-1 による DNA 修復―Trp 残基の共同的分子間相互作

用に基づく DNA修復のフィードバック機構― 

根木 滋（同志社女子大薬） 

講演４. ヘムが関与する生体内シグナルセンシングおよびシグナル伝達 

青野 重利（分子科学研究所） 

 

 

特別講演会１【13:30–15:00】 恵道館ＫＤ２０２   座長：塩井明久 

 

講演題目「哺乳類細胞の概日リズム制御系成立プログラム」 

講師：八木田 和弘 先生（京都府立医大・

教授） 

 

研究成果報告会２【15:40-17:00】 恵道館ＫＤ２０４ ＜ポスター形式＞ 

 

ポスター発表題目一覧 

 

P1. がん細胞の特異環境で DNA を選択的に切断する二核銅錯体の開発 



 512 

   角谷優樹・畑 真知・人見 穣・小寺政人 

P2. 細胞導入を目的とする二核銅錯体の化学的修飾 

   畑 真知・角谷優樹・齋藤 樹・人見 穣・小寺政人 

P3. 細胞内可視化を目的とする BODIPY 修飾錯体の合成 

   田中芳樹・角谷優樹・人見 穣・小寺政人 

P4. カルボキシルアミド配位を有するルテニウム錯体の合成と物性 

   和村聡士・小寺政人・人見穣 

P5. トリプチセン構造を有する鉄(III)カルボキシルアミド錯体 

   足立弘樹・小寺政人・人見穣 

P6. アルカン酸化を目的とする鉄(III)カルボキシルアミド錯体 

   上田純平・小寺政人・人見穣 

P7. キノリン骨格を有するレシオ型亜鉛蛍光プローブの開発 

   岡村麻美・小寺政人・人見穣 

P8. 生体内一酸化炭素の選択的除去による概日リズム乱れ 

   北岸宏亮 

P9. 生体内における内因性 CO の簡便な定量法の開発 

   毛 斉悦・北岸宏亮 

P10. 細胞膜透過性の高い CO 放出分子の開発 

   高山実花子・北岸宏亮 

P11. Sp1 亜鉛フィンガータンパク質における酸化反応の速度論的解析 

   岸 果苗・鳥見 優・河原由佳・杉浦幸雄・根木 滋 

P12.  エレクトロスピニング法を適用した放出制御型製剤の調製：アセトアミノフェン

含有ナノファイバー錠の薬学的評価 

   羽森真美・芝田信人 

P13.  タンパク質様の単鎖フォールディングを目指したマルチブロック型ペプチド—ポ

リマー・ハイブリッドの設計 

   西村慎之介・東 信行・古賀智之 

P14.  GFP を構造モデルとする四分岐型ペプチド-ポリマー・コンジュゲートの合成とそ

の特性 

   太田奈恵・東 信行・古賀智之 

P15. pH 勾配で駆動される分子集合体運動の解析 

   中尾友紀・名和愛利香・山本大吾・塩井章久 

P16. ガラス管内で油水液滴が示す運動の同期現象 

   笠井柾宏・名和愛利香・山本大吾・塩井章久 

P17. 直流電場下での油相中粒子の運動 

   柿本一朗・名和愛利香・山本大吾・塩井章久 
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P18. エマルションシステムを利用した新しいドラッグデリバリー 

   田原義朗・松本道明 

P19. p−アミノフェニルチイルラジカルの分光測定からみたイオン液体の溶媒和過程 

   藤井香里・遠藤太佳嗣・木村佳文 

P20. Photoactive Yellow Protein の構造および光サイクル反応に対する水和イオン液体の効

果 

   梅崎詩菜・遠藤太佳嗣・木村佳文 

P21. 蛍光相関分光法によるイオン液体中のタンパク質の揺らぎ観測の試 

   川口匠吾・中谷祐也・木村佳文 

P22. 時間遅れを伴う非線形発振回路の光結合 

   齋藤美和・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P23. 細胞のミクロ液滴界面への自己組織的配置 

   宮﨑幹・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P24. 血管系と神経系を用いた複合組織体構築の試み 

   柳原伸伍・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P25. 荷電高分子によるミクロ液滴の安定化 

   伊藤立樹・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P26. 高分子鎖折り畳み転移の実空間モデル：機械的ゆらぎによる秩序形成 

   吉川裕高・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P27. ナノ金属粒子懸濁液に対するレーザの作用 

   庄野真由・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P28. 微細藻類スピルリナの形態変化と運動モード分岐 

   田中瞭斗・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

P29. ポリアミン異性体の DNA 構造・活性に対する特異性 

   北川智規・貞包浩一朗・剣持貴弘・吉川研一 

 

その他の講演会 

題目：Photo- and Electro-active Supramolecular Scaffolds 

講演者：Prof. Jean Weiss (CNRS, ストラスブール大学) 

日時：2018 年 4月 19日（木）13:30～14:50 

場所：香知館３階会議室 KC308 

  

題目：New dynamic processes inside bimetallic porphyrin complexes 

講演者：Prof. Bernard Boitrel (CNRS, レンヌ大学)  

日時：2018 年 4月 19日（木）15:00～16:20 

場所：香知館３階会議室 KC308 
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題目：膜透過性ペプチドを基盤とした細胞内導入技術の開発 

講演者：中瀬生彦 先生 (大阪府立大学大学院理学系研究科) 

日時：2018 年 5月 26日（土）13:30～15:00 

場所：至心館 SC622 

 

題目：酵母の発現系を用いたミトコンドリアの輸送体の構造と機能の解析 

講演者：篠原康雄（徳島大学先端酵素学研究所プロテオゲノム研究領域教授） 

日時：2018 年 8 月 1 日（水）15:00〜16:00 

場所：医心館北棟 4 階 IN409N（N-A） 

 

題目：The mechanical genome 

講演者：Prof. Helmut Schiessel  

(Instituut-Lorentz for Theoretical Physics Universiteit Leiden) 

日時：2018 年 10 月 23 日（火）13:30〜14:40 

場所：至心館 SC622 

 

題目：静電気を利用した細胞分子操作技術 

講演者：水野彰（豊橋技術科学大学名誉教授） 

日時：2018年12月21日（金）11:00〜12:00 

場所：医心館北棟4階IN409N 

 

（４）若手研究者育成など 

1. RA を４名採用。 

2. 複数の学生が国内外で開催された国際会議に出席。 

 

（５）私大戦略の中間評価 

本私大戦略プロジェクトの３年目の中間評価を受けるため、研究進捗状況報告書を作

成した。本報告書は、メンバー全員からの情報提供を受け、塩井先生、北岸先生ととも

に作成した。また、第三者評価委員として筑波大学の鍋島達弥教授と京都大学の秋吉一

成教授にご意見をいただいた。３年間の業績などから、研究の進捗に対して高い評価を

いただいた。 

 

4.5. 令和元年度 

（１）メンバー（アンダーラインはグループリーダー） 

研究テーマ１ 
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学内メンバー：北岸、人見、古賀、浦野、東、小寺 

学外メンバー：根木滋（同志社女子大学・准教授）、浜地格（京都大学・教授）、林高史

（大阪大学・教授）、青野重利（分子研統合バイオ・教授）、神戸大朋（京大大学院生命科

学研究科統合生命科学専攻・准教授） 

研究テーマ２ 

学内メンバー：塩井、木村、吉川、松本、剣持、山本、貞包、遠藤、田原 

学外メンバー：柳澤実穂（東京大学大学院総合文化研究科先進科学研究機構・准教授）、

熊崎茂一（京都大学大学院理学研究科化学専攻・准教授） 

 

（２）研究費 

総額 

経常経費(24,800,000円) + RA経費(3,840,000円) = 28,640,000円 

内訳 

経常経費 

学内メンバー：150万円，学外メンバー：25万円 or 105万円 

人件費（PD, RAの給料）3名、384万円 

 

（３）講演会、研究報告会など 

「細胞自在操作のための分子化学技術の開発拠点形成」２０１９年度•研究成果報告会 

現在、コロナウイルスの影響で成果報告会を開催できない状況にある。今後、この問題が解

決したら、成果報告会を開催する予定である。 

 

第 2 回ナノ•バイオサイエンス国際シンポジウム 

日時：２０１９年６月 7、８日（金、土） 

開催場所：同志社大学今出川キャンパス良心館 RY305 教室 

内容：国内外ゲストによる招待講演８件、学生による講演７件 

 

Nano/Bioscience International Symposium 

Ryoshin-kan RY305, Doshisha University, Imadegawa Campus 

Friday, 7 June 2019 

10:00 Opening Remarks 

Masahito Kodera (Doshisha University) 

10:10–11:10 

Chemo-Enzymatic Catalysts made from surface functionalized laccases 

Thierry Tron (Aix-Marseille Universite) 

11:10–12:10 



 516 

Understanding the mode of action of metal-containing enzymes by combined 

enzymatic and bio-inspired model studies 

Jalila Simaan (Aix-Marseille Universite) 

(Lunch) 

13:30–14:30 

Artificial metalloenzymes: design and applications 

Gerard Roelfes (University of Groningen)� 

14:30–15:30 

NIR responsive Fluorescent paradigms for Specific Manipulation of Cellular Functions 

and Precise Profiling of Pathological Dynamics 

Bengang Xing (Nanyang Technological University) 

(Coffee Break) 

16:00–17:00 

Live cell protein labeling for conditional proteomics 

Itaru Hamachi (Kyoto University) 

18:00– Banquet 

 

 

Saturday, 8 June 2019 

9:40–10:50 Young Scientist (Student/Postdoc) Session 

(1) Why is 2-propanol adapted for the isolation of DNA? 

Yue Ma 

(2) An aqueous biomimetic model of myoglobin with a distal polar functionality 

Qiyue Mao, Bernard Boitrel, Hiroaki Kitagishi 

(3) Transition between cracking and peeling in drying aqueous layer of co-solutes with 

starch and glucose 

Hikari Baba 

(4) Development of Dicopper Complexes Accelerating Oxidative Cleavage of DNA with 

Hydrogen Peroxide and their Cytotoxicity 

Yuki Kadoya, Machi Hata, Yoshiki Tanaka, Yutaka, Hitomi, Masahito Kodera 

(5) Solvation dynamics in a heterogeneous environment of ionic liquids viewed from 

the photodissociation of aminodisulfide 

Kaori Fujii, T. Fukui, S. Okazoe, T. Endo, Y. Kimura� 

(6) Effect of a hydrated ionic liquid on the photo-cycle and dynamics of photoactive 

yellow protein 

Utana Umezaki, K. Onodera, S. Kim, Y. Nakasone, M. Terazima, T. Endo, Y. Kimura 
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(7) Cascade from stationary to chaos on a single candle flame: Revisit to Faraday 

Satoshi Takatori 

(Coffee Break) 

11:10–12:10 

Heme oxygenase as a target for drug discovery 

Roberto Motterlini (Universite Paris-Est) 

12:10–13:10 

Bioinorganic Cu-complexes : redox activity, stability and metal transfer 

Peter Faller (University of Strasbourg) 

13:10 Closing 

 

 

その他の講演会 

題目：Small molecule activation inspired by O2 activating metalloenzymes 

講演者：Prof. Jaeheung Cho (DGIST, Korea) 

日時：2019 年 6月 1日（土）13:30～14:45 

場所：良心館 404 教室 

 

題目：Copper and Heme-Copper Dioxygen Binding, Structures and Reactivity 

講演者：Prof. Kenneth D. Karlin (Ira Remsen Professor of Chemistry, Johns Hopkins U., Baltimore, 

USA) 

日時：2019 年 6月 1日（土）15:15～17:00 

場所：良心館 404 教室 

 

題目：Physico-chemical approaches for actuation of DNA and DNA-based nanomaterials 

講演者：Dr. Sergii Rudiuk (Ecole Normale Supérieure (ENS), Paris) 

日時：2019 年 7月 16日（火）13:30～14:15 

場所：医心館北棟 4 階 IN409N 

 

題目：DNA nano/microtechnology toward artificial cell construction 

講演者：瀧ノ上正浩 准教授 (東京工業大学 情報理工学院 情報工学系) 

日時：2019 年 7月 16日（火）14:15～15:00 

場所：医心館北棟 4 階 IN409N 

 

題目：Functional analysis of mutations in transcription factors in liver cancer 

- Research Life in Poland – 



 518 

講演者：谷口浩章 博士 (Institute of Genetics and Animal Breeding, Polish Academy of 

Sciences) 

日時：2019 年 7月 18日（水）13:30～14:30 

場所：医心館北棟 2 階 IN225N 

 

題目：金属錯体を中核とした人工光合成系の開発 

講演者：石谷 治 先生 （東京工業大学 理学院 教授） 

日時：2019 年 9 月 2 日（月）15:30〜17:00 

場所：至心館 SC622 

 

題目：From strapped-porphyrins to capped-hexaphyrins: exploring exotic coordination in dynamic 

environments 

講演者：Prof. Yu Liu (College of Chemistry, State Key Laboratory of Elemento-Organic 

Chemistry, Nankai University) 

日時：2019 年 9 月 11 日（水）13:00〜14:30 

場所：至心館 SC622 

 

題目：Cyclodextrin-based Bioactive Nanosystems: Toxin Clearance and Microtubulin Aggregation 

講演者：Prof. Ying-Ming ZHANG (College of Chemistry, State Key Laboratory of Elemento-

Organic Chemistry, Nankai University) 

日時：2019 年 9 月 11 日（水）14:30〜16:00 

場所：至心館 SC622 

 

題目：From strapped-porphyrins to capped-hexaphyrins: exploring exotic coordination in dynamic 

environments 

講演者：Dr. Stepahene Le Gac (Universite de Rennes1, CNRS) 

日時：2019 年 10 月 4 日（金）13:00〜16:00 

場所：至心館 SC607 

 

題目：Fano resonances in nanoscale structures 

講演者：Dr. Andrey Miroshinichenko (School of Engineering and IT, University of New South 

Wales, Australia) 

日時：2019 年 11月 12 日（火）15:00～16:30 

場所：医心館南棟 4 階 IN446S 

 

（４）若手研究者育成など 
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1. RA を３名採用。 

2. 複数の学生が国内外で開催された国際会議に出席。 

 

（５）私大戦略の終了 

本私大戦略プロジェクトは２０２０年３月３１日で終了しました。 
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5. 自己評価 
5.1. 実施体制 

自己評価を実施するため，各テーマの代表者で構成される委員会を設置した．以下に委員を示

す． 

テーマ１ 細胞機能を人工的に制御するためのケミカルツールの創製 北岸 宏亮 

テーマ２ 細胞モデルを用いた細胞機能の自在操作技術 塩井 章久 

 

5.2. 研究成果の自己評価 

各研究員からの報告書に基づいて以下のように報告する．A+期待以上の成果があった, A期待

どおりの成果があった，A-期待どおりの成果があったが一部に遅れが認められた，B十分では

なかったが一応の成果があった，C 十分な成果があったとは言い難い． 

 

テーマ１ 細胞機能を人工的に制御するためのケミカルツールの創製  

このテーマでは，細胞を自在に制御するためのケミカルツールの創製を目的として，①遺伝子

に作用するケミカルツール，②細胞内シグナル伝達に関与するケミカルツール，③細胞外マト

リクスによる自在制御を目指したケミカルツールの3つのテーマにそれぞれ取り組んだ。以下

にそれぞれに関する自己評価と，それらに関する総評を述べる。 

 

① 遺伝子に作用するケミカルツールの創製 

A+期待以上の成果があった 

研究計画書に記載したとおり，DNAを加水分解する高活性な金属銅二核錯体の開発が進められ

ており，さらに実際の細胞内での触媒作用を調査するだけにとどまらず，抗がん剤としての利

用を視野に入れた，がん細胞特異的触媒の開発が精力的に進められている。また銅二核錯体の

構造解析およびDNA加水分解機構の解明も進められており，DNAへの結合，金属イオンによる

活性種の生成に対する分光学的アプローチ，さらなる分子設計の改良など，当初計画以上の成

果が得られていると考えられる。またZnフィンガータンパク質を基盤とする人工遺伝子編集タ

ンパク質の開発も進められており，塩基配列特異的に作用する遺伝子編集ツールとしての応用

が期待される成果が得られている。 

 

② 細胞内シグナル伝達に関与するケミカルツールの開発 

A-期待どおりの成果があったが一部に遅れが認められた 

細胞内におけるシグナル伝達物質を捕捉するケミカルツールの開発が進められ，特に細胞内に

微量存在する一酸化炭素が関与するシグナル系の解析が進められた。また細胞内過酸化水素を

検出するプローブの開発が進められた。さらにコレステロール代謝物による生理作用の研究が

進められ，ヒドロキシコレステロールと細胞死の関連性の詳細が解明された。一方で研究計画
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書に記載したコレステロールおよび硫化水素を特異的に捕捉するケミカルツールの開発に関し

ては，研究が進められているものの未だ論文発表には至っていない。 

 

③ 細胞外マトリクスによる自在制御を目指したケミカルツール 

A+期待以上の成果があった 

細胞外マトリクス材料として，天然アミノ酸由来のビニルポリマーあるいはコポリマーを系統

的に合成し，それらの水中での感温特性をまず明らかにした。次いで，二次元固体基板上への

ATPR法によるブラシ化に成功し，これを用いた細胞シートの形成ならびに熱転移を利用した

生きたままの細胞シートの回収に成功した。さらにペプチド・ブロックポリマーによる細胞認

識能をもつ磁性・蛍光性ナノ微粒子の調製に成功し、細胞パターンのマグネット制御を可能に

した。このように高分子材料を基盤にしたユニークな細胞外マトリクス材料を創出しており，

当初計画以上の成果があったと考えられる。 

 

総評：A期待どおりの成果があった 

テーマ①から③において，本プロジェクトの当初目標である細胞を制御するための様々なオリ

ジナルのケミカルツールが数多く創発され，論文および特許等により公開された。これらは国

内外のシンポジウム等でさまざまな分野の研究者から注目されており，本プロジェクトの意義

を十分に果たしていると考えている。一方で本プロジェクトの完成形として思い描いた「複数

のケミカルツールのコンビネーションによる自在操作」については，本プロジェクトの研究期

間である5年では到達できておらず，今後の課題である。総評として，合成化学の分野から生

きた細胞へアプローチするという当初計画は十分に果たされた。 

 

テーマ２ 細胞モデルを用いた細胞機能の自在操作技術 

平成２７年度から２９年度では，細胞の①運動性，②集団形成，③膜が関わる輸送現象，④

内包物のクラウディング効果，⑤顕微レーザー分光系の構築にわけて研究計画が立てられてお

り，平成３０年度と令和元年度では，それらを総合した計画が立てられている，まず，平成２

７年度から２９年度の計画についての自己評価を記載する。 

①自己運動性を示すモデル系 

A 期待通りの成果があった 

研究計画では，pH勾配下で動く分子モーターなどの擬似的なモデルとして，pH勾配下や特定の

基盤を用いて自己運動性を制御すること，外部環境で示される運動の特徴を決める物理を理解

するための数理モデルの考案をあげている。研究成果で記載のように本研究において，イオン

感知性やpH感知性を備えた液滴，両親媒性分子集合体を作製し，その運動発生機構を検討し

た。また，酸素による酸化をエネルギー源として，生物と似た運動を示す粒子系を見出したさ

らに，複数の運動物体の引込み，同期現象を示すモデル系，単発の時計反応から連続運動を生

成するモデル系を作製している。これらのことから期待通りの成果が得られていると判断でき
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る。これらは，細胞が示す自己運動性の物理的機構について多くの知見を与えるものである。 

②集団形成を示すモデル系 

A 期待通りの成果があった 

研究計画では，高分子存在下でレーザにより細胞を非接触的に搬送し、細胞同士を任意の形態

に固定化する実験手法を確立すること，培養溶液中でその後の時間発展を調べること，中分化

状態の、上皮細胞、実質細胞そして間葉細胞などを多様な３次元形状に組み立て、その後の細

胞集団の時間発展を調べることをあげている。研究成果で記載のように本研究において，DNA

など生体高分子を取り込んだ細胞サイズの液滴の生成に成功し，高分子混雑環境下で、DNAや

Actinが自発的に細胞サイズ液滴に取り込まれ、細胞様の構造―例えば、細胞分裂期の構造―を

自発的に作り出すことを見出している。さらに，高分子混雑条件における３次元組織化の研究

として，レーザートラップの活用により，３次元の細胞集団を形成できることを明らかにして

いる。実際の細胞についての応用として，病理組織切片を機械的に伸展することにより生じた

ひび割れのパターンを解析することにより、癌の信頼性の高い診断が可能になることを、京大

医との共同研究により明らかにし臨床応用に向けて研究を更に進めている。これらのことから

期待通りの成果が得られていると判断できる。 

③膜が関わる輸送現象 

A 期待通りの成果があった 

研究計画では，イオン液体など新規な機能性分子の脂質２分子膜への取り込みや，分子の性質

と取り込み能，取り込み状態の検討を行い，新規物質群の影響を菌体毒性を通して検討し，両

親媒性分子集合体の２分子膜への物質の取り込み能と生理活性との関連性を研究するととも

に，膜輸送に関わる新規機能性物質がモデル細胞膜に及ぼす新規物質群の分配能，輸送性，毒

性を含む影響を検討することをあげている。研究成果で記載のように本研究において，イオン

液体系における物質の抽出分配に関する多くの成果を得ており，また，大腸菌と似た組成のリ

ン脂質からなるベシクルへのイオン液体の分配を明らかにし，分配とイオン液体の毒性との関

連を示した。さらに，イオン液体と類似の両親媒性の水溶性薬剤分子のリン脂質ベシクルへの

分配機構を明らかにし，分配と分子の疎水性，モル液体体積や極性表面積との関連を示してい

る。これらのことから期待通りの成果が得られていると判断できる。 

④内包物のクラウディング効果 

A 期待通りの成果があった 

研究計画では，水溶性高分子混合系の相分離の臨界条件近傍で安定な細胞サイズの小胞を生成

した上でDNAを共存させ，自発的にDNAを取り込んだ細胞様構造をもつモデル細胞系を作成す

ること，DNAを取り込んだ細胞サイズ水滴周辺が２分子膜で覆われた単純なモデル細胞系を作

成し，そこでのタンパク質発現量を測定すること，および，クラウディング状態にあるモデル

細胞膜系の力学的物性を評価し，それと生体分子とが及ぼす相互作用を明らかにすることをあ

げている。研究成果で記載のように本研究において，リポソームやミクロ液滴内部に，高分子

溶液や高分子ゲルからなる細胞質や細胞骨格のモデルを付与し，膜変形や構造形成を，その力
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学特性や分子拡散と相関付けて解明している。研究計画であげたほとんどの内容が成果として

達成されており，期待通りの成果が得られていると判断できる。 

⑤顕微レーザー分光系の構築 

A 期待通りの成果があった 

研究計画では，過渡回折格子分光法が適用可能なシステムの構築し，分子の並進ダイナミクス

の評価を進めるとともに，統合的モデル細胞in situ解析システム構築準備を行う。また分子の揺

らぎの計測をおこなうための蛍光寿命測定システムの導入をおこない，過渡回折格子分光法に

より分子ダイナミクスの観測をすすめることが挙げられている。研究成果で記載のように本研

究において，過渡回折格子レーザー分光法によりCO分子のダイナミクスを明らかにし，さまざ

まなイオン液体を合成し，それらの中でのCOやLi＋等の回転・並進ダイナミクスを明らかにし

た。また，たんぱく質の構造揺らぎと不均一環境の関連を明らかにした。さらに，細胞中の分

子ダイナミクスについて，蛍光寿命画像化顕微鏡、蛍光スペクトル画像化顕微鏡、吸収スペク

トル画像化顕微鏡を発展させ、シアノバクテリアへの応用方法を確立するなど，研究計画であ

げた内容が成果として達成されており，期待通りの成果が得られていると判断できる。 

平成３０年度，令和元年度における計画について 

A− 概ね期待どおりの成果があったが，一部に遅れが認められた 

当該年度では，①～⑤を総合し，モデル細胞系を用いた“胞操”操作や，蛍光相関などの実験手

法をもちいてモデル細胞，および細胞内での分子のダイミクスの測定を行うことをあげてい

る。さらに，細胞が示す物理的特徴が，細胞自在操作のための分子化学技術の開発において，

どのように考慮されるべきかについての総合的知見を得ること，自己駆動系についての成果を

ミクロ流路系の動力源に応用すること，新規物質群の細胞毒性への影響を検討し環境調和性の

評価につなげること，高密度の生体分子を細胞サイズの空間に安定に閉じ込めるための物理の

解明，モデル細胞内で得られた分子ダイナミクスの情報を用いた新たな反応系の設計へと研究

をまとめるなどの総合的研究をたてている。研究成果で記載のように本研究において，高分子

混雑条件において，レーザートラップにより３次元の細胞集団を形成できることを明らかにし

ており，また，光受容タンパク質について，モデル細胞系を考えた特異な環境に置かれた生体

分子のふるまいを明らかにしている。さらに，低分子のポリアミンの遺伝子発現を活性化し高

濃度では完璧な抑制効果を示すことを明らかにし，たんぱく質の構造揺らぎと不均一環境の関

連を明らかにした。さらに，不均一環境のモデル場としてイオン液体そのものの構造・ダイナ

ミクスを調べ成果を得ている。本研究で開発。改良した分光測定装置を用いてシアノバクテリ

ア単一細胞の分化診断に成功し、ライン状励起光による画像取得の高速化も達成するなど，計

画の多くが達成されている。一方，ミクロ流路系の動力源への応用，細胞毒性への影響の検

討，得られた分子ダイナミクスの情報を用いた新たな反応系の設計へと研究をまとめるなどの

より高度な段階の研究については，今後の発展に向けて重要な基礎が達成されているが今後に

期待する部分が残っている。 
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5.3. 費用対効果 

総額は220,640,000円支出した．それに対して研究成果は以下の通りであった． 

２００万円あたり原著論文１件という目標を設定した．論文数は合計２９５件となり，当初の

目標を大きく上回り，費用対効果は効率的であった．また論文以外の研究成果として国際会議

２６６件，国内の学会討論会５６１件の発表があった．国際会議の招待講演(keynote lectureおよ

びinvited lectureを含む)は８３件，国際会議の学生の受賞が１２件，国内の学会・討論会・講演

会などの依頼講演・招待講演は７９件，国内の学会・討論会での学生の受賞が３２件あった．

塩井教授が化学工学会研究賞を受賞した．さらに特許出願が７件あった．いずれも大きな成果

が得られた． 

共通の装置として平成２７年度に共焦点レーザ顕微鏡システム（3564万円），平成２８年度

にレーザーマニピュレーションシステム（1060万円）と蛍光寿命測定システム（2258.5万

円）をそれぞれ導入した．共焦点レーザ顕微鏡システムとレーザーマニピュレーションシ

ステムについては高い使用頻度で本プロジェクトの推進に大きく貢献した．また平成２９

年度には本学至心館4階に細胞培養施設（506万円）を設置した．細胞培養室施設は費用対

効果が非常に高く，多くの学生と教員が使用し，本プロジェクトの推進に貢献した．さら

に最終年度にフローサイトメトリーを購入した．フローサイトメトリーは最終年度での導

入であったが高い使用頻度で有効利用している． 

PD, RAは平成２７年度に４名，平成２８年度に６名，平成２９年度に４名，平成３０年度

に４名，最終年度は３名がこれを活用した．総勢延べ人数で１８名に対して総額は1840万

円を使用した．PD, RA制度は研究の活性化や若手研究者の育成などに大きく貢献した． 

上記以外では，本プロジェクトに関係する情報公開，学内外の研究者との交流，海外からの研

究者の国際シンポジウムや講演会への参加などを促進するために，同志社大学ナノバイオサイ

エンス研究センターを受け皿として２回の国際シンポジウム，年度ごとの成果報告会，数多く

の講演会を開催した．まず本プロジェクトが主催して２回の国際シンポジウムを開催した．第

１回は２０１６年１０月７，８日に本学京田辺キャンパスで開催された．第２回は２０１９年

６月７，８日に本学今出川キャンパスで開催された．これらの国際シンポジウムには，国内外

の著名な研究者の招待講演と学生による英語での講演が行われた．また年度ごとの成果報告会

を開催した．この成果報告会では，本プロジェクトのメンバーが１年間の成果を報告するだけ

でなく，国内の著名な研究者に招待講演をしていただき，情報交換や交流の場としても有意義

であった．さらに学内において国内外の関連する研究者による講演会を４２件開催した．これ

らの国際シンポジウム，成果報告会，講演会には本プロジェクトのメンバーや学生を含めて多

くの参加者が集まり，有意義な討論が行われた．これにより国内外の研究者との情報交換や相

互理解，共同研究の促進，学生の専門知識の学習などの教育効果と研究に対するモチベーショ

ンの向上，海外の研究者との交流などの広い視点から費用対効果の面では非常に効率的であり

充実した研究環境の形成に貢献した． 
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5.4 若手人材育成 

費用対効果に示したように、若手研究者として PD, RA を平成２７年度に４名，平成２８年

度に６名，平成２９年度に４名，平成３０年度に４名，最終年度は３名を活用した．総勢延

べ人数で１８名に対して総額は 1840 万円を使用し，その育成を行った．PD, RA 制度は研究

の活性化や若手研究者の育成などに大きく貢献した．2016 年には小寺教授の研究室の博士

前期課程学生(M1)３名，(M2)１名がブルターニュ・オキシダンタル-UBO 大学(フランス)の

Prof. Mest のもとに滞在し，多核金属錯体の電気化学測定を行った．2 回行われた国際シン

ポジウムでは，第 1 回は１０名の博士課程の学生が，また第 2 回は７名の学生および PD が

英語で講演を行い，招待講演者の外国人研究者から高い評価を受けた．本プロジェクトの経

常経費を使用して多くの学生が海外の国際会議に出席して発表を行った．このような英語

での発表機会を得て，英語の訓練になるだけでなく，海外からの研究者との交流ができた．

これを受けて 2017 年には北岸教授の研究室の博士後期課程(D2)学生（峯岸彩夏）がパリ・

エスト・クレテイユ大学(フランス)の Dr. Motterlinin のもとに２ヶ月間滞在し、細胞内ミト

コンドリアにおける電子伝達系に対して内在性及び外来生一酸化炭素(CO)がどのような影

響を及ぼすかを調べた． 
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Conference, October 15-18, 2019, in Malaysia. (Poster Award) 

5. “Synthesis, Structure, Oxidative DNA Cleavage, and Cytotoxicity of Dicopper(II) Complexes 

with Amide-Tether Ligands” 

Yuki Kadoya, Machi Hata, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 7th Asian Coordination Chemistry 

Conference, October 15-18, 2019, in Malaysia. 

6. “Synthesis, Characterization, and Reactivity of Peroxodiiron(III) Complexes with 6-hpaX ligands 

(X = H, 4-NO2, or 4-OMe-3,5-Me2): Dioxygen Activation via O-O Bond Scission” 

Yuki Tanaka, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 15th International Symposium on Applied 

Bioinorganic Chemistry, Nara, 2 June 2019. 

7. “Electronic Effect of Supporting Ligand: Reactivity Control of Dicopper Active Species in the 

Direct Oxidation of Benzene” 

Kazuhiko Wada, Tomokazu Tsuji, Hiroto Takahashi, Yutaka Hitomi, Hiroyasu Sato, Masahito 

Kodera, 15th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry, Nara, 2 June 2019. 

8. “Acceleration of Hydrolytic DNA Cleavage by Dicopper(II) Complexes at Slightly Acidic pH and 

the Mechanistic Insights” 

Yuki Kadoya, Katsuki Fukui, Kenta Aso, Akiko Nomura, Hiroaki Kitagishi, Yutaka Hitomi, 

Masahito Kodera, 15th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry, Nara, 2 

June 2019. 

9. “Significant Activity Enhancement by Amide-Tether in Oxidative DNA Cleavage of Dicopper 

Complexes with p-Cresol-Derived Ligands” 

Machi Hata, Yuki Kadoya, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 15th International Symposium on 

Applied Bioinorganic Chemistry, Nara, 2 June 2019. 

10. “BIOINSPIRED DICOPPER COMPLEXES: CATALYTIC HYDROXYLATIONS OF INERT 

HYDROCARBONS WITH HYDROGEN PEROXIDE” 

Masahito Kodera, 9th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, December 9-13, 2018, 

in Singapore. (Invited) 

11. “Bioinspired dicopper complexes: specific enhancement of catalytic activity in benzene oxidation 

with hydrogen peroxide, mechanism, role of H2O molecule, and ligand electronic effect” 

Masahito Kodera, International Symposium on Recent Advances in Bioinspired Molecular 

Catalysis, ICCC 2018 Post Conference, August 5-6, 2018, Tsukuba in Japan. (Invited) 

12. “Hydroxylation of inert hydrocarbons catalyzed by bioinspired dicopper complexes stabilized by 

dinucleating ligands” 
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Masahito Kodera, 43rd International Conference on Coordination Chemistry, July 29-August 4, 

2018, Sendai in Japan. (Invited)  

13. “Mechanism and High DNA Cleavage Activity of Dicopper Complexes toward Development of 

Anti-Cancer Drug” 

Yuki Kadoya, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 43rd International Conference on Coordination 

Chemistry, July 29-August 4, 2018, Sendai in Japan. 

14. “Synthesis of dicopper complex with cyclic amine modified amide type ligand: DNA cleavage 

and anticancer activity” 

Yuya Maekawa, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 43rd International Conference on Coordination 

Chemistry, July 29-August 4, 2018, Sendai in Japan. 

15. “Electronic Effect on Direct Oxidation of Benzene to Pheneol with H2O2 Catalyzed by Dicopper 

Complexes” 

Hiroto Takahashi, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 43rd International Conference on 

Coordination Chemistry, July 29-August 4, 2018, Sendai in Japan. 

16. “Development of Metal Complex Catalyst Supported on Porous Material toward Methane 

Oxidation” 

Daichi Kamimura, Tomokazu Tsuji, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 43rd International 

Conference on Coordination Chemistry, July 29-August 4, 2018, Sendai in Japan. 

17. “Strong Oxidation Ability of Dicopper Active Species Stabilized by Dinucleating Ligands toward 

Hydrocarbons” 

Masahito Kodera, Copper Bioinorganic Chemistry Symposium, May 21-24, 2018, Marceille in 

France. (Invited) 

18. “Direct and selective hydroxylation of benzene to phenol catalyzed by dicopper complexes: 

Development of highly efficient catalysts based on the water-effect” 

Masahito Kodera, Korea-Taiwan-Japan Bioinorganic Chemistry Symposium, May 30-Jun 1, 2018, 

KAIST in Korea. (Invited) 

19. “SPECIFIC ENANCEMENT OF CATALYTIC ACTIVITY BY A DICOPPER CORE: 

SELECTIVE OXIDATION OF BENZENE TO PHENOL WITH HYDROGEN PEROXIDE” 

Masahito Kodera, 11th Japan-China Joint Symposium, October 7-11, 2017, Nagoya (Japan). 

(Invited) 

20. “Bioinspired dimetal complexes: extremely high catalytic activity for the oxidation of benzene 

with hydrogen peroxide” 

Masahito Kodera, 8th Asian Biological Inorganic Chemistry, December 4-9, 2016, Auckland 

(New Zealand). (Invited) 

21. “Formation and high reactivity of anti-dioxo form of high-spin -oxodioxodi- iron(IV) that 

cleaves a strong C-H bond” 
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Masahito Kodera, 42st International Conference on Coordination Chemistry, July 2-8, 2016, Brest 

(France). (Invited) 

22. “Electronic effect of ligand on high-spin μ-oxodioxodiiron(IV)” 

K. Sakurai, M. Kodera, 42th International Conference on Coordination Chemistry, July 2-8, 2016, 

Brest (France). (Poster Award). 

23. “Cell Introduction of Dinuclear Metal Complexes that Efficiently Cleave DNA” 

Y. Kadoya, K. Fukui, K. Asou, Y. Hitomi, M. Kodera, 42th International Conference on 

Coordination Chemistry, July 2-8, 2016, Brest (France). 

24. “Direct Oxidation of Benzene to Phenol with H2O2 Catalyzed by Dinickel Complexes Stabilized 

by Dinucleating Ligands” 

A. A. Zaoputra, T. Tsuji, M. Kodera, 42th International Conference on Coordination Chemistry, 

July 2-8, 2016, Brest (France). 

25. “DNA cleavage activity and Cell Insertion of Dinuclear Metal Complexes as Anti-Cancer Drugs” 

Y. Kadoya, K. Asou, K. Fukui, Y. Hitomi, M. Kodera, 42th International Conference on 

Coordination Chemistry, July 2-8, 2016, Brest (France). 

26. “Development of Dicopper Complexes as a Cathode Catalyst for Polymer Electrolyte Fuel Cell: 

Control of the Redox Potential” 

S. Hachigata, K. Kitayama, T. Tsuji, Y. Hitomi, M. Kodera, 42th International Conference on 

Coordination Chemistry, July 2-8, 2016, Brest (France). 

27. “Electrochemical and spectroelectrochemical evaluation of copper-oxygen adducts relevant to 

energy conversion strategies” 

I. López, N. Le Poul, Y. Le Mest, M. Kodera, 42th International Conference on Coordination 

Chemistry, July 2-8, 2016, Brest (France). 

28. “Highly reactive anti-dioxo high-spin diiron(IV),19th International Conference of Cytochrome 

P450” 

Masahito Kodera, Jun 12-15, 2015, National Olympics Memorial Youth Center, Tokyo (Japan). 

(Invited) 

29. “Formation and High Reactivity of High-Spin Anti-Dioxo Diiron(IV) as the Real Active Species 

to Cleave a Strong C-H Bond” 

Masahito Kodera, 2nd Japan-Singapore-Taiwan Trilateral Symposium in Coordination Chemistry, 

Golden Jubilee Chemistry Conference on August 6-8 2015, NUSS Kent Ridge Guild House, 

Singapore. (Invited) 

30. “A new role of Zn(II) and other trasition metal ions in the reduction with monothiol compounds 

to oxidized zinc finger protein” 

Shigeru Negi, Rine Hashimoto, Itani Yuka, Kana Okita, Yukio Sugiura, Thr 6th Meeting of 

International Society for Zinc Biology, September 9-13, 2019, Kyoto (Japan).  
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31. “Reversible control of DNA binding of GAL4 transcription factor by a cyclodextrin-porphyrin 

supramolecular complex” 

S. Negi, T. Ogasawara, H. Iede, K. Kano, Y. Sugiura 18th International Cyclodextrin Symposium, 

Gainesville, 19 May 2016. 

32. ”Chemical labeling of endogenous proteins in live cells”  

Itaru Hamachi, Janelia workshop on Chemical Tools for Complex Biological Systems II, April 

28-May 1, 2019, Ashburn (U.S.A.), (Invited lecture)  

33. ”Selective protein modification by ligand-directed chemistry”  

Itaru Hamachi, June 16-19, 2019, 8th Chemical Protein Synthesis Meeting Berlin (Germany) 

(Invited lecture) 

34. ”Chemical protein labeling and beyond” 

Itaru Hamachi, Bayer Life Science Workshop on Chemical Biology – Jointly Exploring New 

Frontiers, September 23-24, 2019, Berlin (Germany) (Invited lecture)  

35. ”Chemical labeling of endogenous proteins in live cell conditions”  

Itaru Hamachi, 2019 Cold Spring Harbor Asia Conference on Chemical Biology and Drug 

Discovery, October 28-November 1, 2019, Suzhou (China) (Invited lecture) 

36. ”Chemical endogenous protein labeling and its application in live systems” 

Itaru Hamachi, 5th Asian Chemical Biology Conference, August 20-22, 2018, Xian (China). 

(Invited lecture) 

37. ”Chemical labeling of endogenous proteins for imaging and functional inhibition” 

Itaru Hamachi, EMBO Workshop on Chemical Biology, August 29-Spetember 1, 2018, 

Heidelberg (Germany). (Invited lecture) 

38. ”Chemical strategies for labeling and controlling neurotransmitter receptors” 

Itaru Hamachi, AIAS Symposium: Cutting Edge Technologies for Neurobiology, September 20-

21, 2018, Aarhus (Denmark). (Invited lecture) 

39. ”Ligand-directed chemistry for selective protein labeling in live cells” 

Itaru Hamachi, 10th International Peptide Symposium, December 3-7, 2018, Kyoto (JAPAN). 

(Invited lecture) 

40. “Chemcial Strategies for Endogenous Protein Labeling in Multimolecular Crowding Biosystems” 

Itaru Hamachi, CMCB2017, Japan, 12-13 Dec, 2017 (Invited). 

41. “Live cell chemistry for neurotransmitter receptors” 

Itaru Hamachi, 6th Gratama Workshop in Chemical Sciences and Innovations for a Sustainable 

Society, Netherlands, 29-31 Oct, 2017 (Invited). 

42. “Chemistry of proteins labeling for deciphering their functions in live systems” 

Itaru Hamachi, "Current Topics in Chemical Biology" at the KCS Spring Conference, Korea, 20 

Apr, 2017 (Invited). 
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43. “Ligand-directed Chemistry for Protein Labeling and Imaging in Live Cell Systems” 

Itaru Hamachi, International Conference on Single Cell Research 2016, Japan, 16-17 Nov, 2016 

(Invited). 

44. “Chemical method for labeling and imaging endogenous proteins in live cells” 

Itaru Hamachi, Janelia Conference on Fluorescent Proteins and Biological Sensors V, USA, 6-9 

Nov, 2016 (Invited). 

45. “Artificial Molecular Recognition Can Control the Function of Neurotransmitter Receptors in 

Live cells” 

Itaru Hamachi, 2016 IBS conference, Korea, 15-16 Jul, 2016 (Invited). 

46. “Ligand-directed chemistry for protein labeling under crude biological systems” 

Itaru Hamachi, EUCHEM Conference on Stereochemistry, Switzerland, 1-6 May, 2016 (Invited). 

47. “Ligand-directed chemistry for bioorthogonal protein labeling in living system” 

Itaru Hamachi, Pacifichem 2015, USA, 15-20 Dec, 2015 (Invited). 

48. “New chemical methods for labeling and imaging proteins in live cell” 

Itaru Hamachi, New Advances in Optical Imaging of Live Cells and Organisms, China, 7-11 Dec, 

2015 (Invited). 

49. “Energy and Electron Transfers in Molecular Engineered Materials” 

T. Hayashi, 1st Molecular Technology Workshop:Strasbourg, France, June 2017 [Invited Lecture] 

50. “Supramolecular Hemoprotein Assembly toward Photoinduced Catalysts” 

T. Hayashi, 6th Asian Conference of Coordination Chemistry (ACCC6), Melbourne, Australia, 

July 2017 [Invited Lecture] 

51. “A Biohybrid Catalyst Using a Heme-Pocket with an Artificial Metallocomplex” 

T. Hayashi, 18th International Conference on Biological Inorganic Chemistry (ICBIC18), 

Florianopolis, Brazil, August 2017 [Keynote Lecture] 

52. “Hemoproteins Reconstituted with Organometallic Complexes as an Artificial Cofactor” 

T. Hayashi, Aachen-Osaka Joint Symposium, Aachen, Germany, September 2017 [Invited 

Lecture] 

53. “Hydroxylation of Innert Alkane Species via C-H Bond Activation Catalyzed by Myoglobin 

Reconstituted with Manganese Porphycene as an Artificial Cofactor” 

T. Hayahsi, 2017 Bilateral Symposium, Genomics Research center, Academia Sinica & School of 

Science, Osaka University, Taipei, Taiwan, October, 2017 [Invited Lecture] 

54. “An Artificial Metalloenzyme Consisting of a Protein Matrix and Synthetic Metal Cofactor” 

T. Hayashi, 2nd International Symposium on Biofunctional Chemistry (ISBC2017), Uji, 

December 2017 [Invited Lecture] 

② 

55.  “Biological roles of endogenous carbon monoxide in blood” 
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H. Kitagishi, The 17th International Symposium on Blood Substitutes and Oxygen Therapeutics, 

Nov. 21–23, 2019 (Nara) [Invited]. 

56. “Supramolecular porphyrin–cyclodextrin complexes as the versatile biomimetic chemical 

compounds” 

H. Kitagishi, Supramolecular Chemistry of Nitrogen Ligands, June 29–30, 2018 (Strasbourg) 

[Invited]. 

57. “Porphyrins Complexed with Per-O-methylated -Cyclodextrin Derivatives” 

H. Kitagishi, The 19th International Cyclodextrin Symposium, April 25–27, 2018 (Tokyo) 

[Invited]. 

58. “Selective Detection of Cyclodextrin-Porphyrin Host-Guest Complexation System in the 

Biological Media (Serum, Urine, and Blood)” 

H. Kitagishi, M. Saito, 9th Asian Cyclodextrin Conference, Singapore, 16 Dec, 2017 (Invited). 

59. “Synthesis of Glycocluster Materials Started From a Selective Cleavage Reaction of Per-O-

methylated β-Cyclodextrin” 

K. Kimura, S. Hirata, M. Kawamura, H. Kitagishi, 9th Asian Cyclodextrin Conference, Singapore, 

16 Dec, 2017. 

60. “Intermolecular Interaction of Glycocluster Compounds with Carbon Nanomaterials In Water” 

S. Hirata, K. Kimura, H. Kitagishi, 9th Asian Cyclodextrin Conference, Singapore, 16 Dec, 2017. 

61. “Selective Removal of Endogenous Carbon Monoxide in vitro and in vivo by Aqueous 

Hemoprotein Model Complexes” 

H. Kitagishi, S. Minegishi, 14th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry, 

Toulouse, 8 June 2017. 

62. “Non-covalent Intracellular Delivery by an Oligoarginine-conjugated Cyclodextrin” 

H. Kitagishi, A. Nagkagami, K. Kano, 18th International Cyclodextrin Symposium, Gainesville, 

19 May 2016. 

63. “Induction of HO-1 Expression by Selective Removal of Endogenous CO” 

H. Kitagishi, K. Kano, 9th International Conference on Heme Oxygnenase, Prague, 17 Sep 2016. 

64. “Intracellular Delivery of Porphyrin-Cyclodextrin Supramolecular Complexes by an Octaarginine 

Carrier Peptide” 

H. Kitagishi, K. Kano, Pacifichem 2015, Honolulu, USA, 16 Dec, 2015. 

65. “The effect of polar functional group at the distal side of the myoglobin model complex on its 

ligand binding property (O2 and CO) in aqueous solution” 

H. Kitagishi, N. Kitamura, K. Kano, Pacifichem 2015, Honolulu, USA, 17 Dec, 2015. 

66. “Genetic response against removal of CO from the blood of mice by an iron(II)porphyrin-

cyclodextrin supramolecular complex” 

S. Minegishi, A. Yumura, H. Kitagishi, S. Negi, Y. Sugiura, K. Kano, Pacifichem 2015, Honolulu, 
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USA, 19 Dec, 2015. 

67. “Depletion of Endogenous CO in the Blood of Mice by a Supramolecular Heme Protein Model 

Complex, HemoCD” 

H. Kitagishi, S. Minegishi, K. Kano, The 17th International Conference on Biological Inorganic 

Chemistry, Beijing, China, July 20–24, 2015. 

68. “Selective Oxidation Catalyzed by Bioinspired Metal Complex” 

Y. Hitomi, 15th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry, Nara, 2 June 2019. 

(Invited lecture) 

69. “Development of Useful Functional Molecules Based on Bioinspired Complexes” 

Y. Hitomi, 9th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Singapore, 9 December 2018. 

(Invited lecture) 

70. “Selective Oxidation Catalysts Inspired by Iron-dependent Oxygenases” 

Y. Hitomi, 3rd International Symposium on Precisely Designed Catalysts with Customized 

Scaffolding, Osaka, 29 August 2018. (Invited lecture) 

71. “Selective Alkane Oxidation Catalyzed by Mononuclear Nonheme Iron Complexes”  

Y. Hitomi, 43rd International Conference on Coordination Chemistry, Sendai, 1 August, 2018. 

(Invited lecture) 

72. “Development of Useful Molecules Based on Bioinspired Metal Complexes” 

Y. Hitomi, International Congress on Pure & Applied Chemistry 2018, Siem Reap, 7 March, 2018 

(Invited lecture) 

73. “Selective Alkane Hydroxylation by Basic Oxoiron Species Supported by Carboxylamido 

Ligands” 

Y. Hitomi, International Union of Pure and Applied Chemistry 2015, Busan, Korea, 6-14 Aug, 

2015 (Invited). 

74. “Bioinspired Metal Complexes for the Detection of Hydrogen Peroxide inside Living Cells” 

Y. Hitomi, The 9th Joint Symposium between Doshisha University and Chonnam National 

University, Gwangju, Korea, 25 Nov, 2015 (Invited). 

75. “Development of Highly Selective Iron-based Catalysts for Alkane Hydroxylation with Hydrogen 

Peroxide”  

K. Kumazaki, M. Kodera, Y. Hitomi, The 9th Joint Symposium between Doshisha University and 

Chonnam National University, Gwangju, Korea, 25 Nov, 2015 (Student Poster Award). 

76. “Carboxylamido Ligand Effect on the Nature of Mononuclear Nonheme Oxoiron Species” 

Y. Hitomi, The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, Hawaii, USA, 

15-20 Dec, 2015 (Invited). 

77. “Iron Catalysts with Carboxylamido Ligands for Regio-selective Hydroxylation” 

Y. Hitomi, The 2015 International Chemical Congress of Pacific Basin Societies, Hawaii, USA, 
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15-20 Dec, 2015 (Invited). 

78. “Bioinspired Mononuclear Nonheme Iron Complexes for Detection of Hydrogen Peroxide inside 

Living Cells” 

Y. Hitomi, 42th International Conference on Coordination Chemistry, Brest, France, 3-8 July, 

2016 (Invited). 

79. “Generation of Reactive Oxygen Species by Iron- and Manganese-based SOD Mimics” 

Y. Iwamoto, M. Kodera, Y. Hitomi, 42th International Conference on Coordination Chemistry, 

Brest, France, 3-8 July, 2016. 

80. “Novel Iron-based Superoxide Dismutase Mimics” 

Y. Hitomi, Japan-Korea-Taiwan Bioinorganic Chemistry Symposium, Okazaki, Japan, 29-30 Sept, 

2016 (Invited). 

81. “Generation of Reactive Oxygen Species by Iron- and Manganese-based SOD Mimics” 

Y. Iwamoto, M. Kodera, Y. Hitomi, The 1st Japan-Australia Joint Symposium on Coordination 

Chemistry, Fukuoka, Japan, 8-10 Sept, 2016. 

82. “Synthetically and Biologically Useful Molecules Based on Bioinspired Complexes” 

Y. Hitomi, 1st Nano/Bioscience International Symposium, Kyoto, Japan, 12 Nov, 2016 (Invited). 

83. “Biologically Useful Functional Models of Metalloenzymes” 

Y. Hitomi, 8th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Auckland, New Zealand, 4-9 

Dec, 2016 (Invited). 

84. “Acid-Promoted Selective Alkane Oxidation with Hydrogen Peroxide Catalyzed by Manganese 

Complexes” 

E. Masuda, M. Kodera, Y. Hitomi, The 4th International Symposium for Young Chemists on 

Stimuli-Responsive Chemical Species for the Creation of Functional Molecules, Osaka, Japan, 12 

Dec, 2016. 

85. “Preparation and Reactivity of Nonheme Oxoiron(IV) Species in Aqueous Solution” 

M. Hiramatsu, M. Kodera, Y. Hitomi, The 4th International Symposium for Young Chemists on 

Stimuli-Responsive Chemical Species for the Creation of Functional Molecules, Osaka, Japan, 12 

Dec, 2016. 

86. “Cation Recognition of Schiff-base Complexes Having a Crown-ether-like Cavity” 

R. Yamamura, M. Kodera, Y. Hitomi, The 4th International Symposium for Young Chemists on 

Stimuli-Responsive Chemical Species for the Creation of Functional Molecules, Osaka, Japan, 12 

Dec, 2016. 

87. “Development of Selective Oxidation Catalyst Based on Stimuli-Responsive Mononuclear 

Nonheme Complex” 

K. Yamaoka, K. Kumazaki, S. Saito, M. Kodera, Y. Hitomi, The 2nd International Symposium on 

Stimuli-responsive Chemical Species for the Creation of Functional Molecules, Osaka, Japan, 12 
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Dec, 2016. 

88. “Photoluminescence Properties of Zinc Sulfide Nanoparticles Classified by Size Selective 

Precipitation” 

Y. Mori, K. Yamamoto, Y. Hitomi, D. Segests, W. Peukert, K. Tsuchiya, 10th World Congress of 

Chemical Engineering, Barcelona, Spain, 1-5 Oct, 2017. 

89. “Site-Selective C–H Bond Oxidation Catalyzed by Mononuclear Nonheme Iron Complexes: 

Additive Effects of Carboxylic Acids” 

Y. Hitomi, 2017 DGIST Global Innovation Festival, Daegu, Korea, 31 Nov – 1 Dec, 2017 

(Invited). 

90. “Generation of Hydrogen Peroxide by Functional Model Complexes for Superoxide Dismutase” 

Y. Hitomi, EWHA Bioinorganic Chemistry Symposium 2017, Seoul, Korea, 2 – 3 Dec, 2017 

(Invited). 

91. “Development of Selective Oxidation Catalyst Based on Stimuli-Responsive Mononuclear 

Nonheme Complex” 

Y. Hitomi, International Congress on Pure & Applied Chemistry 2018, Siem Reap, Cambodia, 7 

– 10 Mar, 2018 (Invited). 

92. “Induction of cell death by 25-hydroxycholesterol is dependent on activity of ACAT1.” 

T. Ishida, Y. Urano, N. Noguchi, 60th International Conference on the Bioscience of Lipids, Tokyo, 

Japan, 17-21 June, 2019. 

93. “25-hydroxycholesterol-induced cell death mechanism in HepG2 cells and HaCaT cells.” 

A. Suzuki, Y. Urano, N. Noguchi, 60th International Conference on the Bioscience of Lipids, 

Tokyo, Japan, 17-21 June, 2019. 

94. “Accumulation of 24(S)-hydroxycholesterol esters causes disruption of endoplasmic reticulum 

membrane integrity.” 

K. Yabuta, Y. Urano, N. Noguchi, 60th International Conference on the Bioscience of Lipids, 

Tokyo, Japan, 17-21 June, 2019. 

95. “Effects of 24(S)-hydroxycholesterol and 25-hydroxycholesterol in different cell types.” 

N. Noguchi, Y. Urano, T. Ishida, A. Suzuki, 9th The European Network for Oxysterol Research 

Symposium, Edinburgh, Scotland, 19-20 Sep, 2019. 

96. “A CNC family transcription factor NRF3 (NFE2L3) induces cholesterol metabolic genes through 

SREBP2 activation.” 

N. Tamura, T. Hagiwara, Y. Atsumi, Y. Urano, T. Waku, A. Kobayashi, The Environmental 

Response V, Sendai, Japan, 12-14 Sep, 2019. 

97. “24(S)-Hydroxycholesterol Induces RIPK1-Dependent But MLKL-Independent Cell Death in the 

Absence of Caspase-8” 

D. H. Vo, K., Y. Urano, W. Takabe, Y. Saito, N., The Society for Redox Biology and Medicine's 
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22nd Annual Meeting, Boston, USA, 11 Nov, 2015 (Young investigator award). 

98. “Regulation of protein function by oxygen binding to heme in the heme-based sensor domain” 

S. Aono, EMBO Workshop, Enzymes, biocatalysis and chemical biology: The new frontiers, 

Pavia, 9-12 September, 2018. 

99. “Structure and function of transcriptional regulator adopting heme as a signaling molecule” 

S. Aono, 9th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Singapore, 9-14 Decmber, 2018. 

100. “Structural Basis for CO Synthesis by HypX during NiFe-Hydrogenase Maturation” 

N. Murak, S. Aono, 12th International Conference on Hydrogenases, Lisbon, 31 March-4 April, 

2019. 

101. “Mechanism of CO biosynthesis for the maturation of [NiFe] hydrogenase revealed by 

crystal structure of HypX” 

N. Murak, S. Aono, 15th International Symposium on Applied Bioinorganic Chemistry, Nara, 2-5 

June, 2019. 

102. “Structural basis for the assembly of the NiFe-dinuclear active site in [NiFe]-hydrogenases” 

N. Murak, S. Aono, 7th International Symposium on Metallomics, Warsaw, 30 June-3 June, 2019. 

103. “Structural characterization of HypX responsible for CO biosynthesis in the maturation of 

[NiFe]-hydrogenases” 

S. Aono, Frontier Bioorganization Forum 2019, Seoul, 6-9 July, 2019. 

104. “Structural analysis of HypX responsible for CO production in the maturation of a [NiFe]-

hydrogenase” 

N. Murak, S. Aono, 19th International Conference on Biological Inorganic Chemistry, Interlaken, 

11-16 August, 2019. 

105. “Structural characterization of HypX responsible for CO biosynthesis to assemble the active 

site of [NiFe]-Hydrogenase” 

S. Aono, 2019 Korea-Taiwan-Japan Biological Inorganic Chemistry Symposium, Taichung, 12-

14 November, 2019. 

106. “Structure and Function of Heme Transport Proteins in Corynebacterium glutamicum” 

S. Aono, N. Muraki, 8th International Symposium on Metallomics, Vienna, Austria, 17 August, 

2017. 

107. “Structure and function of the heme uptake machinery in Corynebacterium glutamicum” 

S. Aono, N. Muraki, 7th Congress of European Microbiologist, Valencia, Spain, 10 July, 2017. 

108. “Structural characterization of heme uptake system in Corynebacteria” 

S. Aono, 231st ECS Meeting, New Orleans, USA, 28 May, 2017 (Invited). 

109. “Crystal structure of a photosensor CarH using adenosylcobalamin as a photosensing unit” 

N. Muraki, S. Aono, 8th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Auckland, New 

Zealand, 6 December, 2016 (Best poster award). 
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110. “Structural Basis for the Molecular Mechanism of Heme Acquisition in Corynebacterium 

glutamicum” 

S. Aono, N. Muraki, 8th Asian Biological Inorganic Chemistry Conference, Auckland, New 

Zealand, 5 December, 2016 (Invited). 

111. “New functions of heme: sensing and signaling in biological systems” 

S. Aono, 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and Simulations, 

Gyeongju, Korea, 14 November, 2016 (Invited). 

112. “Structural analysis of a novel heme acquisition protein, heme transport-associated (Hta) 

family” 

N. Muraki, S. Aono, 9th Korea-Japan Seminars on Biomolecular Sciences: Experiments and 

Simulations, Gyeongju, Korea, 15 November, 2016 (Invited).  

113. “Structural Basis for the Mechanism of Oxygen Sensing by a Chemotaxis Signal Transducer 

Protein Aer2” 

H. Sawai, S. Aono, 19th International Conference on Oxygen Binding and Sensing Proteins, 

Hamburg, Germany, 14 September, 2016. 

114. “Crystal structures of novel heme binding domains in Corynebacterium glutamicum HtaA 

and HmuT responsible for heme uptake” 

S. Aono, N. Muraki, 10th International Biometals Symposium 2016, Dresden, Germany, 13 July, 

2016. 

115. “Structural Basis for Heme Acquisition in Corynebacterium glutamicum” 

S. Aono, 9th International Conference on Porphyrins and Phthalocyanines, Nanjing, China, 4 July, 

2016 (Invited).  

116. “Structure and Function of Heme Acquisition System in Corynebacterium glutamicum” 

S. Aono, 229th ECS Meeting, San Diego, USA, 2 June, 2016 (Invited).  

117. “Spectroscopic Properties of Heme-binding protein HupD responsible for heme acquisition 

in Listeria monocytogenes” 

Y. Okamoto, C. Kitatsuji, N. Muraki, S. Aono, Pacifichem 2015, Honolulu, USA, 19 December, 

2015. 

118. “Structural basis for heme acquisition in Corynebacterium glutamicum” 

N. Muraki, S. Aono, Pacifichem 2015, Honolulu, USA, 19 December, 2015. 

119. “Molecular Mechanisms of Heme Homeostasis in Gram-positive Bacteria” 

S. Aono, Pacifichem 2015, (Honolulu, USA, 20 December, 2015 (Invited).  

120. “Regulation of heme homeostasis in Gram positive bacteria” 

S. Aono, 17th International Conference on Biological Inorganic Chemistry, Beijing, China, 22 

July, 2015 (Invited).  

121. “Structure and function of heme-responsive transcriptional regulator HrtR” 
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S. Aono, H. Sawai, M. Yamanaka, H. Sugimoto, Y. Shiro, FEBS Congress, Berlin, Germany, 5 

July, 2015. 

122. “Molecular Mechanism of Heme-responsive Transcriptional Regulation in Lactococcus 

lactis” 

S. Aono, 6th European Conference on Chemistry for Life Sciences, Lisbon, Portugal, 10 – 12 

June, 2015. 

123. “Structural basis for heme transport by HmuT in Corynebacterium glutamicum” 

S. Aono, 227th The Electrochemical Society Meeting, Chicago, USA, 28 May, 2015 (Invited). 

124. “Molecular Mechanisms of Heme Acquisition in Corynebacterium glutamicum revealed by 

X-ray crystallography”  

S. Aono, 5th Georgian Bay International Conference on Bioinorganic Chemistry, Parry Sound, 

Canada, 21 May, 2015 (Invited). 

125. “Elaborate control of zinc-responsive ZNT1 expression on the cell surface” 

T. Kambe, The 7th International Conference on Food Factors (ICoFF2019) and the 12th 

International Conference and Exhibition on Nutraceuticals and Functional Foods (ISNFF2019), 

Kobe, December 3, 2019. 

126. “How is cellular zinc homeostasis maintained? ~from the view of zinc-dependent expression 

regulation of ZNT1~” 

T. Kambe, The 6th Meeting of International Society for Zinc Biology, Kyoto, September. 9, 2019 

127. “Metallation of zinc-requiring ectoenzymes is sophisticatedly regulated by ZnT proteins” 

T. Kambe, ICCC 2018, Sendai, August 1, 2018 

128. “Physiology and biochemistry of zinc enzymes “ 

T. Kambe, The 9th Federation of the Asian and Oceanian Physiological Societies Congress 

(FAOPS 2019), Mar. 30, 2019 

129. “Zinc-requiring ectoenzyme activation by ZnT transporters“ 

International Society for the ISZB meeting, in collaboration with Zinc-Net (COST Action 

TD1304) 

T. Kambe, Cyprus, 20 June, 2017. 

130. “How are zinc-requiring enzymes activated by zinc transporters in the early secretory 

pathway? 

8th FAOPS Congress 

T. Kambe, 24, Bangkok, 24 Nov, 2015 (Invited). 

131. “Activation Mechanism of Zinc-Dependent Ectoenzymes by ZnT Zinc Transporters” 

Gordon Research Conference, Cell Biology of Metals 

T. Kambe, USA, 28 July, 2015 (Invited). 

“Zinc transporters and zinc deficiency of infants and children” 
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12th Asian Congress of Nutrition (12th ACN) 

T. Kambe, Yokohama, 17 May, 2015. 

132. “The roles of zinc transporters in zinc absorption and zinc physiology” 

12th Asian Congress of Nutrition (12th ACN) 

T. Kambe, Yokohama, 15 May, 2015. 

133. “Synthesis and Characterization of Amphiphilic Peptide-polymer Multiblock Hybrids” 

Y. Nakahashi, N. Higashi, T. Koga, 29thAnnual Meeting of MRS-J, Yokohama, 27-29 Dec, 2019. 

134. “Self-assembling Peptide-based Multiblock Polymer for Nanofiber Cell Scaffold” 

Y. Zhu, N. Higashi, T. Koga, 29thAnnual Meeting of MRS-J, Yokohama, 27-29 Dec, 2019. 

135. “Precise Synthesis and Thermo-responsiveness of Amino Acid-derived Block Sequence-

controlled Polymer” 

T. Yamano, N. Higashi, T. Koga, 29thAnnual Meeting of MRS-J, Yokohama, 27-29 Dec, 2019.  

(Young investigator award). 

136. “Controlled Synthesis of Multiblock Copolymers Composed of Sequential Peptides and 

Vinyl Polymers for Functional Biomaterials” 

T. Koga, S. Nishimura, N. Higashi, ACS Spring 2019 National Meeting, Orland, FL (USA), 3 

April, 2019. (Invited). 

137. “Precise Synthesis of Thermo-responsive Amino Acid-derived Block Sequence-controlled 

Polymer” 

T. Yamano, N. Higashi, T. Koga, 28thAnnual Meeting of MRS-J, Fukuoka, 18-20 Dec, 2018. 

138. “Controlled Synthesis of Peptide-Vinyl Polymer Multiblock Hybrids for Functional 

Biomaterials” 

S. Nishimura, N. Higashi, T. Koga, 28thAnnual Meeting of MRS-J, Fukuoka, 18-20 Dec, 2018. 

139. “Fast pH-Responsive Supramolecular Hydorogel from Peptide-Polymer Hybrid” 

T. Koga, Y. Oatari, H. Motoda, N. Higashi, 82nd Prague Meeting on Macromolecules, Prague, 17-

21, June, 2018. 

140. “Fast pH-Responsive Supramolecular Hydorogel from Peptide-Polymer Hybrid” 

T. Koga, Y. Oatari, H. Motoda, N. Higashi, 82nd Prague Meeting on Macromolecules, Prague, 17-

21, June, 2018. 

141. “Thermo-Responsive Hydrogel from Amino Acid-Derived Triblock Vinyl Polymers via 

Flower-like Micelle Formation” 

S. Nishimura, N. Higashi, T. Koga, 82nd Prague Meeting on Macromolecules, Prague, 17-21, June, 

2018. (Outstanding poster presentation award). 

142. “Photo-Controllable Cell Adhesion on Peptide-Polymer Hybrid Films”  

S. Nishimura, Y. Taki, Y. Morita, K. Yamamoto, N. Higashi, T. Koga, 10th International 

Symposium on Organic Molecular Electronics, Tosu, 1-2, June, 2018. (Best student presentation 



 565 

award). 

143. “Self-supporting Nanofilms from Peptide-based Multiblock Copolymers”  

T. Koga, Y. Harumoto, T. Morishita, S. Nishimura, N. Higashi, 27thAnnual Meeting of MRS-J, 

Yokohama, 7 Dec, 2017 (Invited). 

144. “GFP-inspired Peptide-polymer Conjugates: Synthesis and Fluorescence Property”  

S. Nishimura, N. Higashi, T. Koga, 15th IUMRS-ICAM, Kyoto, 31 Aug, 2017. 

145. “Controlled Preparation of Peptide-modified Polymer Nanoparticles”  

M. Okumura, N. Higashi, T. Koga, 26th Annual Meeting of MRS-J, Yokohama, 20 Dec, 2016. 

146. “2D-Patterning of RGDS Peptide on PHEMA Thin Films and Their Cell Adhesion 

Properties”  

S. Nishimura, A. Hirata, Y. Taki, Y. Morita, N. Higashi, T. Koga, 26th Annual Meeting of MRS-

J, Yokohama, 20 Dec, 2016.  

147. “Peptide-Polymer Hybrids for Functional Soft-Materials”  

T. Koga, 25thAnnual Meeting of MRS-J, Yokohama, 10 Dec, 2015 (Invited). 

148. “Self-Healable Polymer Films from Peptide-based Multi-Block Polymers”  

T. Koga, T. Morishita, N. Higashi, Pacifichem 2015, Honolulu, USA, 18 Dec, 2015. 

149. “Cork-screw Motion of Micro Helical Particle in an Oil Phase under a DC Voltage” 

Wenyu Zhang, Kento Kosugi, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, Kaori Kamata, Tomokazu Iyoda, 

Kenichi Yoshikawa, ISME-10, China (2019) 

150. “Design of moving chemical systems with semblance of life 

Akihisa Shioi, Materials Challenges in Alternative and Renewable Energy (MCARE) 2019, Jeju 

island, Aug. 19-23, 2019 

151. “Interfacial motor powered by spontaneous flow at oil/water interface”,  

Yuri Kishi, Erika Nawa, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, 18th Asian Pacific Confederation of 

Chemical Engineering Congress(APCChE 2019), Sapporo (2019) 

152. “Acid/soap vesicle working under a quasi-steady state pH gradient” 

Erika Nawa, Yuki Nakao, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, 18th Asian Pacific Confederation of 

Chemical Engineering Congress(APCChE 2019)，Sapporo (2019) 

153. “Driving force of vesicle with autonomous motion under a quasi-steady state pH gradient” 

Erika Nawa, Yuki Nakao, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, OKINAWA COLLOIDS 2019，

Okinawa 

154. “Quantitative evaluation of synchronization of oil droplet oscillation on water surfac” 

Tomoaki Nakano, Erika Nawa , Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, OKINAWA COLLOIDS 2019，

Okinawa (2019) 

155. “Synchronization and entrainment of oil/water/oil droplet's oscillators in glass tubes” 

Masahiro Kasai, Erika Nawa , Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, OKINAWA COLLOIDS 2019，
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Okinawa (2019) 

156. “Design of chemical systems with semblance of life” 

Akihisa Shioi, The Active Matter Workshop , Tokyo (2019) 

157. “Various Motions of Micro Particles Under a DC Electric Field: An Approach to Make 

Electric Micro-Motor in Millimeter Scale” 

Wenyu Zhang, Takahiro Kozaki, Ichiro Kakimoto, Kento Kosugi, Daigo Yamamoto, Akihisa 

Shioi, Shuji Fujii, Kaori Kamata, Tomokazu Iyoda, and Kenichi Yoshikawa 

The first international conference on 4D materials and system, Yonezawa (2018) 

158. “Collective self-propelled motion with fluorocarbon-oil droplets on water surface” 

Ryo Yamashita, Chika Nakajima, Takuji Yoshida, Erika Nawa, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, 

Kenichi Yoshikawa and Marie Pierre Krafft, 13th Korea-Japan Symposium on Materials and 

Interfaces, Busan (2018) 

159. “Synchronization of oil/water/oil droplets movements in glass tubes” 

Masahiro Kasai, Jumpei Maeno, Erika Nawa, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, 13th Korea-Japan 

Symposium on Materials and Interfaces, Busan (2018) 

160. “Quantification of mixing state in solutions with chemical waves induced by Belousov-

Zhabotinsky reaction” 

Yasunao Okamoto, Erika Nawa, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, 13th Korea-Japan Symposium 

on Materials and Interfaces, Busan (2018) 

161. “Periodic motions of micro particles in oil phase under a DC electric field” 

Wenyu Zhang, Takahiro Kozaki, Ichiro Kakimoto, Daigo Yamamoto, Akihisa Shioi, Kenichi 

Yoshikawa, 13th Korea-Japan Symposium on Materials and Interfaces, Busan (2018) 

162. “How does liquid-crystalline ordering create biological functions?” 

K.Yoshikawa, 27th International Liquid Crystal Conference (ILCC2018)，Kyoto，23, Jul. 2018 

163. “Colloid Dynamics with Semblance of Life under Nonequilibrium” 

A. Shioi, BIT’s 4th Annual World Congress of Smart materials 2018 -Weaving an Avatar Dream 

Together-, Osaka, 6-8 Mar., 2018. (invited) 

164. “A Vesicle with Biomimetic Transformation under a pH Gradient” 

E. Nawa-Okita, D. Yamamoto, A. Shioi, IUMRS-ICAM 2017, 28 Aug., Kyoto, 2017 

165. “Corkscrew Motion of Microhelixes Depending on Chirality under DC Electric Field” 

W. Zhang, K. Kosugi, D. Yamamoto, A. Shioi, S. Fujii, K. Kamata, T. Iyoda, K. Yoshikawa, 

Chirality 2017, Tokyo, 9-12 July. 

166. “ Micromotors Generating Self-Propelled Regular Motion by Organic Fuels”, D. 

Yamamoto, A. Shioi, 2016, AIChE Annual Meeting, 15 Nov., San Francisco, 2016 (invited) 

167. “Behavior of micro coil under a DC electric field” 

W. Zhang, K. Hiratatsu, K. Kosugi, D. Yamamoto, A. Shioi, K. Yoshikawa, 12th Japan-Korea 
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Symposium on Materials and Interfaces, 3 Nov., Gotemba, 2016 

168. “Effects of mixing in solutions on chemical waves formed by Belousov-Zhabotinsky 

reaction” 

Y. Okamoto, D. Yamamoto, A.Shioi, 12th Japan-Korea Symposium on Materials and Interfaces, 

3 Nov., Gotemba, 2016（Poster Award 2016） 

169. “Spiral pettern formation with oriented alignment of CNTs by droplet evaporation” 

K. Mae, H. Toyama, D. Yamamoto, A. Shioi, K. Yoshikawa, 12th Japan-Korea Symposium on 

Materials and Interfaces, 3 Nov., Gotemba, 2016 

170. “Observation of autonomic vesicle motion under a quasi-steady state pH gradient” 

E. Nawa, Y. Nakao, D. Yamamoto, A. Shioi, 12th Japan-Korea Symposium on Materials and 

Interfaces, 3 Nov., Gotemba, 2016 

171. “Cation dependent motion of an oil droplet on water surface” 

H. Yamashita, D. Yamamoto, A. Shioi, 12th Japan-Korea Symposium on Materials and Interfaces, 

3 Nov., Gotemba , 2016 

172. “Effects of the Heterogeneity in mixing of liquids by BZ reaction” 

Y. Okamoto, D. Yamamoto, A. Shioi, International Workshop: Symposium on Nonlinear Sciences 

~The History for 30 Years and Vision for The Future, Tokyo, 27 Sep., 2016. 

173. “Isothermal Micromotors Driven by Oxidation of Organic Fuels” 

D. Yamamoto, T. Takada, M. Tachibana, A. Shioi, K. Yoshikawa, 6th Asian Conference on 

Colloid and Interface Science (ACCIS 2015), Sasebo, 25 Nov., 2015. 

174. “Biomimetic Shape Change of a Vesicle under a pH Gradient” 

E. Nawa, D. Yamamoto, A. Shioi, 6th Asian Conference on Colloid and Interface Science (ACCIS 

2015), Sasebo, 25 Nov., 2015. 

175. “Constructing Stable 3D Cell-Assembly without any Artificial Scaffold” 

K. Yoshikawa，Kick-Off Symposium: Center for Integrative Medicine and Physics (iCeMS-

CiMPhy), Kyoto, 11, Apr. 2018 

176. “Stabilization of DNA by branched-chain polyamine at high temperatures” 

T. Nishio, Y. Yoshikawa, N. Umezawa, W. Fukuda, S. Fujiwara, T. Imanaka, K. Yoshikawa, 

Polyelectrolytes in Chemistry, Biology and Technology 2018, Singapore, 12-14, Mar. 2018 

177. “Playing with Crowding: Creation of Cell-Mimicking Structure & Function,” 

K. Yoshikawa, First International Symposium on Chemistry for Multimolecular Crowding 

Biosystems (CMCB2017), Kobe, Japan, 12-13, Dec. 2017 (Invited) 

178. “Self-propelled cm-sized droplet exhibiting specific regular motions under confinement, 

S. Sato, H. Sakuta, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out of 

Equilibrium 2017, Sendai, Japan, 20-23, Nov. 2017. 

179. “Reentrant Transition for Numerous Bolt-like Particles under External Vertical Vibration”, 
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S. Takatori, H. Baba, T. Ichino, C-Yang Shew, K. Yoshikawa, International Symposium on 

Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2017, Sendai, Japan, 20-23, Nov. 2017. 

180. “Phase transition on the higher-order structure in a single giant DNA molecule: Differences 

between 1-propanol and 2-propanol aqueous solutions” 

Y. Ma, Y. Yoshikawa, K. Sadakane, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation and 

Structure out of Equilibrium 2017, Sendai, Japan, 20-23, Nov. 2017. 

181. “Specific Localization of Actin and DNA in Cell-sized Aqueous/Aqueous Micro Droplet” 

H. Sakuta, N. Nakatani, K. Takiguchi, K. Tsumoto, K. Yoshikawa, International Symposium on 

Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2017, Sendai, Japan, 20-23, Nov. 2017 

182. “Time inversion asymmetry inherent in body fluctuation” 

H. Baba, S. Takatori, J. Yoshimoto, T. Kenmotsu, K. Yoshikawa, International Symposium on 

Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2017, Sendai, Japan, 20-23, Nov. 2017 

183. “How to Bridge the Gap between Life and Matter” 

K. Yoshikawa, Italy meets Asia: Scientific Venue in Kyoto 2017, Kyoto, Japan, 11, Nov. 2017 

(Invited)  

184. “Selective Localization of Actin in Micro-Domains under Molecular Crowding: Difference 

among Monomeric, Linear-Polymeric and Bundling State” 

M. Hayashi, N. Nakatani, K. Tsumoto, K. Takiguchi, S. Tanaka, C-Y. Shew, K.Y oshikawa, IGER 

International Symposium on “Now in actin study: Motor protein research reaching a new stage”, 

Aichi, Japan, 12-13, Dec., 2016  

185. “Transition of Higher-Order Structure of DNA with Polyamines Causes Marked Change on 

Gene-Expression”  

A. Kanemura, Y. Yoshikawa, W. Fukuda, K. Tsumoto, T. Kenmotsu, K. Yoshikawa, The American 

Society for Cell Biology 2016, Sanfrancisco, USA, 3-7, Dec.2016 

186. “Smart Response of a Liquid Droplet: Sensing and Moving Action” 

H.Sakuta, N.Magome, Y.Mori, K.Yoshikawa, APPC-AIP2016, Brisbane, Australia, 4-8, 

Dec.2016 

187. “Reentrance of bifurcation for multiple standing objects under vertical vibration”, 

S. Takatori, T. Ichino, C-Y. Shew, K. Yoshikawa, 13TH ASIA PACIFIC PHYSICS 

CONFERENCE, Brisbane, Australia, 4-8, Dec.2016 

188. “Significant effect of dinuclear Pt(II) complexes on the higher-order structure of genomic 

DNA, 

Y. Shimizu, Y. Yoshikawa, M. Uemura, T. Kenmotsu, S. Komeda, K. Yoshikawa, the 8th Asian 

Biological Inorganic Chemistry Conference, Auckland, New Zealand, 4-9, Dec.2016 

189. “Spontaneous Compartmentalization Selectively Entraps Intracellular Proteins under a 

Macromolecular Crowding Condition: Self‐Emergence of Cell‐Like Structure” 
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N. Nakatani, K. Tsumoto, K. Takiguchi, M. Hayashi, S. Tanaka, C-Y. Shew, K. Yoshikawa, 

ASCB2016, San Francisco, US, 3-7, Dec. 2016 

190. “Fluctuation of standing body: Large difference on the time-development between left/right 

and front/rear fluctuations” 

H. Baba, S. Takatori, K Sadakane, T. Kenmotsu, K. Yoshikawa, The 27th 2016 International 

Symposium on Micro-NanoMechatronics and Human Science, Aichi, Japan, 28-30, Nov. 2016 

191. “Chemo-sensitive liquid droplet: Attractive/Repulsive motion against gas stimuli, 

Hiroki Sakuta, 1st Nano/Bioscience International Symposium, Kyoto, Japan, 7-8, Oct. 2016 

192. “Phase transition in a single giant DNA molecule: Defferendes between 1-propanol and 

promanol aqeous solutions,  

M.Yue. 1st Nano/Bioscience International Symposium, Kyoto, Japan, 7-8, Oct. 2016 

193. “Segregation of granular particles under crowding condition caused by fluctuation, 

S. Oda, Y. Kubo, C.-Y. Shew, K. Yoshikawa, Physics of Living Matter, Cambridge, U.K., 22-23, 

Sep. 2016 

194. “Hyperthermophile-Derived Branched-Chain Polyamine Causes Specific Change on the 

Higher-order Structure of DNA, 

Y. Shimizu, A. Muramatsu, Y. Yoshikawa, W. Fukuda, N. Umezawa, Y. Horai, T. Higuchi, S. 

Fujiwara, T. Imanaka, K. Yoshikawa, the 11th International Congress on Extremophiles, Kyoto, 

Japan, 12-16, Sep.2016 

195. “Segregation of granular particles under crowding condition caused by fluctuation”, 

S. Oda, Y. Kubo, C-Y. Shew, K. Yoshikawa, Gordon Research Conference, Massachusetts, USA, 

23-29, Jul.  2016 

196. “Physics of Life” 

K. Yoshikawa, Kyoto Winter School “From Materials to Life: Multidisciplinary Challenges” 

Kyoto, Japan, 15-26, Feb. 2016 (Invited) 

197. “Extending Physics through the Exotic Event in Life: Simple Theory and Real-World 

Modeling” 

K. Yoshikawa, YITP International Workshop: Biological & Medical Science based on Physics: 

Radiation and phyiscs, Physics on medical science, Modeling for biological system, Kyoto, Japan. 

5-7, Nov.2015 (Invited) 

198. “Antagonistic Effect on DNA Condensation between 2+ and 3+ Cations” 

T. Kenmotsu, C. Tongu, Y. Yoshikawa, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation 

and Structure out of Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-23, Aug. 2015. 

199. “Protect Effects of Ascorbic Acid against Double-Strand Breaks in Giant DNA Molecules’ 

Double-strand Breaks: Comparison among the Damages Induced by Photo, Ultrasound and 

Gamma-Ray Irradiation” 
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Y. Ma, N. Ogawa, Y. Yoshikawa, T. Mori, T. Imanaka, Y. Watanabe K. Yoshikawa, International 

Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-

23, Aug. 2015 

200. “Self-Emergent Cell-sized Sphere Entrapping DNA through Micro Phase-Segregation in 

Binary Polymer Solution” 

N. Nakatani, K. Tsumoto, S. N. Watanabe, K. Yoshikawa, International Symposium on 

Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-23, Aug. 2015 

201. “Fluctuation Causes Specific Localization of a Large Object in a Crowding Confinement” 

S. Oda, Y. Kubo, C.-Y. Shew, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation and 

Structure out of Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-23, Aug. 2015 

202. “Time Emergence of Reentrant Bifurcation for the Ensemble of Standing Objects on an 

Experiment with Vibrating Plate” 

S. Takatori, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out of 

Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-23, Aug. 2015 

203. “Chemotactic Liquid-Droplet against Gas Stimulus: Self-Propelling Motion Driven by 

Interfacial Instability” 

H. Sakuta, N. Magome, Y. Mori, K. Yoshikawa, International Symposium on Fluctuation and 

Structure out of Equilibrium 2015 (SFS2015), Kyoto, Japan, 20-23, Aug. 2015 

204. “Constructing stable 3-D cellular assembly by laser with crowding polymer” 

T. Kenmotsu, S. Hashimoto, A. Yoshida, S. Tsuji, K. Sadakane, K. Yoshikawa, 13th Asia Pacific 

Physics Conference, Australia,  4 Dec, 2016. 

205. Surfactant Molecules Behaving as Surface-Inactive Agents” 

K. Sadakane, M. Hachiya, K. Fukao, H. Seto, The EMLG/JMLG (European/Japanese Molecular 

Liquids Group) annual meeting 2015, 9 September, 2015. 

206. “Gel-Like Behaviors in a Mixture of Water / Organic Solvent / Antagonistic Salt Induced 

by Flow” 

K. Sadakane, International Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2015, 22 

August, 2015. 

207. “Initial studies on extraction of PFAS from water by theoretically pre-selected ionic liquids” 

M. Grabda, M. Matsumoto, S. Oleszek, The 39th International Symposium on Halogenated 

Persistent Organic Pollutants, Kyoto, 27 Aug. 2019 

208. “Theoretical identification of ionic liquids for removal of per- and polyfluoroalkyl 

substances” 

M. Grabda, M. Matsumoto, S. Oleszek, 4th International Conference on Ionic Liquids in 

Separation and Purification Technology, Sitges, 10 Sep. 2019 

209. “Metal adsorption on chitosan/cellulose hydrogel beads regenerated from ionic liquid” 
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M. Matsumoto, S. Ishikawa, T. Kamigaki, The 18th Asia Pacific Confederation of Chemical 

Engineering Congress, Sapporo, 25 Sep. 2019 

210. “Use of Deep Eutectic Solvent as Extractant for Separation of Fe(III) and Mn(II) from 

Aqueous Solution” 

P. D. Ola, M. Matsumoto, The 24th Regional Symposium on Chemical Engineering 2017, 

Semarang, 15 Nov., 2017. 

211. “Separation of Amino Acids by Fractional Crystallization with Ionic Liquids” 

Y. Kihira, M. Matsumoto, The 11th International Conference on Separation Science and 

Technology, Busan, 11 Nov., 2017. 

212. “Selective Permeation of Alicyclic Compounds using Ionic Liquid Impregnated Bacterial 

Cellulose Membranes” 

A. Tsurumi, M. Matsumoto, The 11th International Conference on Separation Science and 

Technology, Busan, 10 Nov., 2017. 

213. “Extraction of Ferric and Manganese Ions with Aqueous Two-phase System Formed by 

Ionic Liquid and Polyethylene Glycol” 

P. D. Ola, N. Okabe, M. Matsumoto, The 21st International Solvent Extraction Conference, 

Miyazaki, 6 Nov., 2017. 

214. “Solvent Extraction and Stripping of Fe and Mn from Aqueous Solution Using Ionic Liquids 

as Extractants” 

P. D. Ola, Y. Kurobe, M. Matsumoto, 13th International Conference on Chemical and Process 

Engineering, Milano, 30 May, 2017. 

215. “Extraction of Protein with Aqueous Two-phase System Using Deep Eutectic Solvent Ionic 

Liquids Including Betaine” 

M. Matsumoto, M. Tashumi, K. Kondo, 3rd International Conference on Ionic Liquids in 

Separation and Purification Technology, Kuala Lumpur, 9 Jan., 2017. 

216. “Recovery of Fe and Mn from Aqueous Solution Using Solvent Extraction and Liquid 

Membrane Permeation Using Ionic Liquids” 

P. D. Ola, M. Matsumoto, K. Kondo, Membrane Science and Technology Conference of Visegrad 

Countries 2016, Prague, 12 May, 2016. 

217. “Adsorption of Ferrous Ion in Water on Filter Paper Including Cedar Bark” 

M. Matsumoto, A. Ikoma, K. Kondo, The 14th International Conference on Environmental 

Science and Technology, Rhodes, 3 Sep., 2015. 

218. “Micrometric Confinement Induces Anomalous Diffusion in Semi-dilute Polymer Solution”, 

C. Watanabe, M. Yanagisawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out of 

Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 17 Nov, 2017, (ポスター賞受賞). 

219. “Self-assembly and packing pattern of model cells”, 
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S. Fujiwara, A. Oda, M. Yanagisawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out 

of Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 20 Nov, 2017. 

220. “Unique mechanics of biopolymer microgels prepared inside artificial cells”, 

C. Kurokawa, A. Sakai, M. Yanagisawa, The 5th International Soft Matter Conference 

(ISMC2019), Edinburgh (England), 5 Jun 2019. 

221. “Membrane adhesion of liposomes increases membrane tension and regulates in-membrane 

molecular diffusion”, A. Oda, C. Watanabe, M. Yanagisawa, The 5th International Soft Matter 

Conference (ISMC2019), Edinburgh (England), 5 Jun 2019. 

222. “Molecular diffusion inside polymer microdroplets”, Y. Kobori, C. Watanabe, J. Yamamoto, 

M. Kinjo, M. Yanagisawa, Okinawa colloids 2019, Okinawa, 6 Nov. 2019. 

223. “Synergistic effect of molecular crowding and cell size confinement as a potential cause of 

unique phase behaviors”, C. Watanabe, M. Yanagisawa, Okinawa colloids 2019, Okinawa, 8 Nov. 

2019 

224. “Micrometric Confinement Induces Anomalous Diffusion in Semi-dilute Polymer Solution” 

C. Watanabe, M. Yanagisawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out of 

Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 17 Nov, 2017.（ポスター賞） 

225. “Self-assembly and packing pattern of model cells” 

S. Fujiwara, A. Oda, M. Yanagisawa, International Symposium on Fluctuation and Structure out 

of Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 20 Nov, 2017. 

226. “Liposome stabilized with cytoskeleton of DNA gel” 

C. Kurokawa, K. Fujiwara, M. Morita, I. Kawamata, Y. Kawagishi, A. Sakai, Y. Murayama, S. M. 

Nomura, S. Murata, M. Takinoue, M. Yanagisawa, International Symposium on Fluctuation and 

Structure out of Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 20 Nov, 2017. 

227. “Effect of lipid membrane on elasticity of microgel prepared inside the lipid droplet” 

A. Sakai, Y. Murayama, S. Sasaki, T. Fujisawa, S. Kidoaki, M. Yanagisawa, International 

Symposium on Fluctuation and Structure out of Equilibrium 2017 (SFS2017), Sendai, 20 Nov, 

2017. 

228. “Anomalous Diffusion in Crowding Biomimetic Confinements” 

C. Watanabe, M. Yanagisawa, Liquid 2017, 10TH LIQUID MATTER CONFERENCE, Ljubljana, 

Slovenia, 17 Jul, 2017. 

229. “Construction of self-assembled DNA microstructures for synthesis of molecular robots” 

M. Morita, S. M. Nomura, S. Murata, M. Yanagisawa, M. Takinoue, CBI 学会 2016 年大会, 

Tokyo, 25 Oct, 2016. 

230. “Self-assembled microcapsule of amphiphilic Janus DNA anoplates at the water–oil 

interface” 

D. Ishikawa, Y. Suzuki, C. Kurokawa, M. Morita, M. Yanagisawa, R. Kawano, M. Endo, M. 
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Takinoue, MicroTAS 2016 Conference, Ireland, 9 Oct, 2016. 

231. “Artificial biomembrane with skeleton network of designed DNA gel” 

C. Kurokawa, K. Fujiwara, M. Morita, I. Kawamata, S. Murata, M. Takinoue, M. Yanagisawa, 

4th International Soft Matter Conference, Grenoble, France, 13 Sep, 2016. 

232. “Elasticity of a microgel formed by emulsion polymerization” 

A. Sakai, Y. Murayama, M. Yanagisawa, 4th International Soft Matter Conference, Grenoble, 

France, 13 Sep, 2016. 

233. “Shape regulation of microparticles mimicking cells” 

M. Yanagisawa, IEEE-NEMS 2016, Sendai, 19 Apr 2016 (Invited). 

234. “Membrane deformation determined by intracellular viscosity” 

K. Fujiwara, M. Yanagisawa, Pacifichem 2015, Hawaii, USA, 18 Dec 2015. 

235. “Phase transitions of biopolymer blends in cell-sized emulsions coated with a lipid layer” 

M. Yanagisawa, Pacifichem 2015, Hawaii, USA, 18 Dec 2015. 

236. “Mechanical responses of various types of cells on special elastic micropost array” 

S. Hayasaki, M. Shimizu, E. Fujita, A. Sakai, M. Yanagisawa, Y. Katsurada, T. Watanabe, Y. 

Atomi, 2015 ASCB Annual Meeting, San Diego, USA, 14 Dec, 2015. 

237. “Pattern formation of binary polymer blends in microdroplets” 

M. Yanagisawa, Mini-Workshop on Structure and Dynamics of Biomembrane, Chiba, 5 Jun 2015 

(Invited). 

238. “Pattern formation of binary polymer droplets upon phase separation and gelation” 

M. Yanagisawa, EMN Meeting on Droplets 2015, Phuket, Thailand, 9 May 2015 (Invited). 

239. “Solvation dynamics in a heterogeneous environment of ionic liquids viewed from the 

photodissociation of aminodisulfide” 

K. Fujii, T. Fukui, S. Okazoe, T. Endo, Y. Kimura, 2nd Nano/Bioscience International Symposium, 

Kyoto, 2019.6 

240. “Effect of a hydrated ionic liquid on the photo-cycle and dynamics of photoactive yellow 

protein”,  

U. Umezaki1, K. Onodera, S. Kim, Y. Nakasone, M. Terazima, T. Endo, Y. Kimura, 2nd 

Nano/Bioscience International Symposium, Kyoto, 2019.6 

241. “Molecular Dynamics and Chemical Reactions in Ionic Liquids Reflecting the Heterogeneous 

Structure”  

Y. Kimura, The 36th International Conference on Solution Chemistry, Xinnig (China), 2019.8. 

242. “Excited state proton transfer of cyanonaphthol in high-temperature and high-pressure alcohol: 

Effect of solvent polarity and hydrogen bonding ability” 

K. Fujii, Y. Kimura, The 36th International Conference on Solution Chemistry, Xinnig (China), 

2019.8. 
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243. “Alkyl-chain length dependence of the excited state intramolecular proton transfer reaction in 

ionic liquids studied by the transient absorption spectroscopy” 

H. Miyabayashi, K. Fujii, 1Y. Matano, T. Endo, Y. Kimura, Joint EMLG/JMLG Annual Meeting 

2019, Kutná Hora (Czech Republic), 2019.9 

244. “Solvation Dynamics of Ionic liquids viewed from the photodissociation of bis(p-aminopheny) 

disulfide” 

K. Fujii, H. Nakano1, H. Sato1, T. Endo, Y. Kimura, Joint EMLG/JMLG Annual Meeting 2019, 

Kutná Hora (Czech Republic), 2019.9 

245. “On the excited state intramolecular proton transfer reaction in ionic liquids studied by the 

transient absorption” 

H. Miyabayashi, K. Fujii, T. Watanabe, Y. Matano, T. Endo, Y. Kimura, Student Conference on 

Light 2019, Osaka, 2019.11 

246. “Elucidation of the solvation dynamics in ionic liquids assessed by two-step photo-excitation” 

K. Fujii, H. Nakano, H. Sato, T. Endo, Y. Kimura, Student Conference on Light 2019, Osaka, 

2019.11 

247. “Photo-Luminescence Dynamics of Ionic Liquids Composed of the Dicyanoaurate (I) Anion” 

T. Narita, S. Tanaka, M. Taniguchi, K. Fujii, T. Endo, Y. Yasaka, M. Ueno, Y. Kimura, The 6th 

Asian-Pacific Conference on Ionic Liquids & Green Processes, Yonago, 2018.11 

248. “Excited state proton transfer of 5, 8-dicyano-2-naphthol in supercritical alcohol assessed by 

diffusion-controlled reaction model” 

K. Fujii, M. Aramaki, Y. Kimura, Joint Conference of EMLG/JMLG Annual Meeting 2018 and 

41st Symposium on Solution Chemistry of Japan, Nagoya, 2018.11. 

249. “Photo-excitation dynamics of p-nitroaniline compounds in ionic liquids: Effect of alkyl-chain 

length of cations” 

Y. Kimura, T. Fukui, S. Okazoe, H. Miyabayashi, T. Endo, Joint Conference of EMLG/JMLG 

Annual Meeting 2018 and 41st Symposium on Solution Chemistry of Japan, Nagoya, 2018.11. 

250. “Photocycle reaction of photoactive yellow protein in hydrate ionic liquids” 

U. Umezaki1, K. Onodera, S. Kim, Y. Nakasone, M. Terazima, T. Endo, Y. Kimura, Joint 

Conference of EMLG/JMLG Annual Meeting 2018 and 41st Symposium on Solution Chemistry 

of Japan, Nagoya, 2018.11. 

251. “Excited-state proton transfer of cyanonaphthols in protic ionic liquids” 

K. Fujii, Y. Yasaka, M. Ueno, Y. Koyanagi, S. Kasuga, Y. Matano, T. Endo, Y. Kimura, EMLG - 

JMLG annual meeting 2017, Vienna, 14 Sep. 2017. 

252. Excited State Proton Transfer of 5,8-dicyano-2-naphthol in supercritical alcohols” 

K. Fujii, M. Shibayama, Y. Yasaka, M. Ueno, Y. Kimura, EMLG - JMLG annual meeting 2017, 

Vienna, 11 Sep, 2017. (Poster Award) 
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253. “Solvation Heterogeneity of Ionic Liquids Viewed from Translational and Rotational Dynamics 

of Solutes” 

Y. Kimura, 8th International Discussion Meeting on Relaxations in Complex Systems, Wisla, 25 

Jul. 2017. (Invited) 

254. “Raman spectroscopic study on the hydrogen-bonding donating ability of supercritical alcohols 

and their mixtures with water” 

Y. Kimura, T. Fukura, M. Okada, Y. Asada, Y. Yasaka, M. Ueno, EMLG - JMLG annual meeting 

2016, Greece, 13 Sep. 2016. 

255. “Reductive Dechlorination of Organic Chlorides by Naked Formate Ions Prepared in Ionic 

Liquids” 

Y. Yasaka, H. Tanaka, Y. Kimura, Euchem 2016, Vienna, 4 Jul. 2016. 

256. “Preparation of Nanoparticles in Ionic Liquids by Laser Ablation” 

S. Okazoe, Y. Yasaka, M. Ueno, Y. Kimura, Euchem 2016, Vienna, 4 Jul. 2016. 

257. “Translational and rotational dynamics of carbon monoxide in ionic liquids” 

Y. Kimura, Y. Yasaka, Y. Kida, M. Ueno, EMLG - JMLG annual meeting 2015, Rostok, 8 Sep. 

2015. 

258. “CO2 Capture by Carboxylate-Functionalized Ionic Liquids” 

Y. Yasaka, R. Kawakami, Y. Saito, M. Ueno, Y. Kimura, International Congress on Ionic Liquid, 

Cheju, 18 Jun. 2015. 

259. “Multimodal spectroscopic imaging to quantify differentiation of thylakoid membranes 

between heterocyst and vegetative cells in filamentous cyanobacteria” (poster and short talk) 

S. Kumazaki, S. Nozue, M. Katayama, M. Terazima, and T. Shiina, in Japan-USA bilateral 

seminar on photosynthesis 2019, Kokoka Kyoto International Community House, Oct. 1-3, 2019, 

Kyoto, Japan 

260. “Qualitative differences in heterocyst between two filamentous cyanobacteria revealed by 

Raman spectromicroscopic imaging” (poster and short talk) 

K. Tamamaizu, S. Nozue, M. Katayama, M. Terazima, T. Shiina and S. Kumazaki，in Japan-USA 

bilateral seminar on photosynthesis 2019, Kokoka Kyoto International Community House, Oct. 

1-3, 2019, Kyoto, Japan 

261. " Spectro-microscopic imaging of photosynthetic membranes in plants and cyanobacteria in the 

time and frequency domains" 

S. Kumazaki, International symposium of the Annual meeting of the Spectroscopic Society of 

Japan, in Osaka University, 25 May 2016. (Invited oral presentation) 

262. "Ratio Mapping of Photosystems in Photosynthetic Membrane Achieved by Fluorescence 

Lifetime Imaging Microscopy with a Systematic Change in Excitation Laser Power" 

S. Kumazaki, Focus on Microscopy 2016, Taipei,Taiwan 22 March 2016. (Oral presentation) 
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263. "Spontaneous Raman Scattering Spectro-Microscopy Applied to Studies on Cellular 

Differentiation of Heterocystous Cyanobacterium Anabaena Variabilis" 

S. Kumazaki, The 17th International Congress on Photosynthesis Research, Maastricht, 

Netherlands, 7 - 12 August 2016. (Poster contribution) 

264. "Hyperspectral fluorescence imaging and fluorescence lifetime imaging of heterocystous 

cyanobacteria Anabaena variabilis and Rivularia M-261" 

S. Nozue, S. Fukuda, K. Tamamizu, A. Mukuno, Y. Tsuda, T. Shiina, M. Terazima, M. Katayama, 

S. Kumazaki, Light harvesting satellite meeting of the 17th International Congress on 

Photsynthesis Research, Egmond aan Zee, Netherlands, 5 August 2016. (Poster contribution) 

265. "Imaging of Photochemical Properties of Thylakoid" 

S. Kumazaki, Light harvesting satellite meeting of the 17th International Congress on 

Photsynthesis Research, Egmond aan Zee, Netherlands, 5 August 2016. (Requested oral 

presentation) 

266. "Multimodal spectromicroscopy applied to chloroplasts and cyanobacteria" 

S. Kumazaki, in the distinguished lecture series arranged by the Department of EnergyScience, 

Sungkyunkwan University, Suwon, Korea, 10 June 2015. (Invited oral presentation) 

 

国内学会 計561件 招待講演及び依頼講演79件、受賞32件 

1. ” 高い DNA 切断活性を示す金属錯体の開発と抗がん活性” 

小寺政人，2019 ハリス理化学研究発表会， 2019 年 11 月，同志社大学（京都市） 

2. “6-hpa 配位子の二核銅錯体が触媒する H2O2 によるアルカン酸化” 

高橋 宏仁，和田 一仁，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子大学，

2019 年 11 月（学生ポスター賞） 

3. “メタン酸化の最適化：疎水基を持つ 6-hpa 配位子の二核銅錯体が触媒するメタンやエ

タンなどのガス状アルカンの酸化反応”  

和田 一仁，高橋 宏仁，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子大学，

2019 年 11 月（学生ポスター賞） 

4. “高難度酸化基質の選択的酸化を目的とした六核銅錯体の開発”  

田中皐晴，高橋 宏仁，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子大学，2019

年 11 月 

5. “DNA 結合部位を持つ amide-tether 二核銅錯体の酸化的 DNA 切断と細胞毒性”  

畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子大学，2019

年 11 月 

6. “DNA 結合部位を持つ amide-tether 二核化配位子を用いた二核銅錯体の合成、DNA 酸化

的切断活性、細胞毒性評価”  

長尾美佳，角谷優樹，畑 真知，田中芳樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，
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奈良女子大学，2019 年 11 月 

7. “Bodipy 修飾による二核銅錯体の細胞内挙動解明”  

田中芳樹，畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子

大学，2019 年 11 月 

8. “G-quadruplex DNA 結合部位を持つ二核銅錯体の合成、DNA 切断活性、細胞毒性”  

前川雄哉，角谷優樹，畑 真知，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子

大学，2019 年 11 月 

9. “amide-tether 二核化配位子を用いた二核銅錯体の合成、構造、過酸化水素活性化、DNA

酸化的切断、細胞毒性評価”  

角谷優樹，畑 真知，田中芳樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子

大学，2019 年 11 月 

10. “p-クレゾールの 2,6 位に２つのイミダゾールアミドペンダント基を持つ二核化配位子

とその二核銅錯体の合成”  

高松泰司，田中芳樹，畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，

奈良女子大学，2019 年 11 月 

11. “1,2-dipyridylethane の両端に２つのパーメチルサイクレンペンダント基を導入した配位

子とその二核ニッケル(Ⅱ)錯体の合成”  

安川翔馬，和田 一仁，高橋 宏仁，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女

子大学，2019 年 11 月 

12. “p-クレゾールの 2,6 位に２つの dimethyltacn をアミド-tether ペンダント基で導入した新

規二核化配位子とその金属錯体の合成”  

上田峻作，田中芳樹，畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，

奈良女子大学，2019 年 11 月 

13. “Bis-tmpa 型二核化配位子が安定化する二核コバルト(III)錯体が触媒する水の酸化によ

る酸素発生”  

田中佑季，元村未瑠，北川竜也，人見穣，小寺政人，第 52 回酸化反応討論会，奈良女子

大学，2019 年 11 月 

14. ” 細胞内で機能する金属錯体の開発” 

小寺政人，九州錯体化学研究会 50 周年記念シンポジウム, 2019 年 11 月（福岡市）(Invited 

lecture) 

15. “Electronic Effect of Supporting Ligand: Reactivity Control of Dicopper Active Species in the 

Direct Oxidation of Benzene”  

Yuki Kadoya, Machi Hata, Yoshiki Tanaka, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera，錯体化学会 第

69 回討論会，名古屋大学，2019 年 9 月 

16. “6-hpa 配位子の二核銅錯体が触媒する H2O2 による選択的アルカン酸化” 

高橋 宏仁，和田 一仁，人見穣，小寺政人，錯体化学会 第 69 回討論会，名古屋大学，
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2019 年 9 月 

17. “疎水基を持つ 6-hpa 配位子誘導体の二核銅(II)錯体:合成、構造、及びこれらが触媒する

H2O2 によるメタン酸化に及ぼす疎水環境の効果”  

和田 一仁，高橋 宏仁，人見穣，小寺政人，錯体化学会 第 69 回討論会，名古屋大学，

2019 年 9 月 

18. “Bis-tmpa 型二核化配位子が安定化する二核コバルト(III)錯体が触媒する水の酸化によ

る酸素発生” 

田中佑季，元村未瑠，北川竜也，人見穣，小寺政人，錯体化学会 第 69 回討論会，名古

屋大学，2019 年 9 月 

19. “G4 quadruplex DNA 結合部位を持つ二核銅錯体の DNA 切断と細胞毒性” 

前川雄哉，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウム，東北

大学，2019 年 9 月 

20. “がん細胞の特異環境下で DNA を切断して細胞死を導く二核銅(II)錯体の開発” 

角谷優樹，畑 真知，田中芳樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウ

ム，東北大学，2019 年 9 月 

21. “二核銅錯体の細胞内挙動を解明するための Bodipy 修飾”  

田中芳樹，畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウ

ム，東北大学，2019 年 9 月 

22. “DNA 結合部位を持つ amide-tether 二核銅錯体の酸化的 DNA 切断と細胞毒性”  

畑 真知，角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウム，東北大

学，2019 年 9 月 

23. “DPA 誘導体アミド型配位子の二核銅錯体：合成、構造、酸化的 DNA 切断・細胞毒性”  

空田知樹，角谷優樹，人見 穣，小寺政人, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

24. “疎水的基質結合部位をもつ二核銅(II)錯体の合成、結晶構造、選択的アルカン酸化”  

和田 一仁，高橋 宏仁，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 日本化学会第 99 春季年会, 2019

年 3 月, 神戸 

25. “Development of Dicopper Complexes Accelerating Oxidative DNA Cleavage with Hydrogen 

Peroxide and their Cytotoxicity”  

Yuki Kadoya, Machi Hata, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 日本化学会第 99 春季年会, 2019

年 3 月, 神戸 

26. “細胞導入を目的とする二核銅錯体の化学修飾”  

畑 真知，角谷優樹，人見 穣，小寺政人, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

27. “細胞内可視化を目的とする BODIPY 修飾錯体の合成”  

田中芳樹，角谷優樹，人見 穣，小寺政人, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

28. “6-hpaR (R = 4-NO2, 4-OMe-3,5-Me2)配位子のペルオキソ二核鉄(III)錯体：O-O 結合開裂

による酸素活性化応” *1 
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田中佑季，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

29. ”二核銅錯体触媒を利用した芳香族化合物の高速高効率な製造方法” *1 

小寺政人，CREST 新技術説明会, 2019 年 3 月（東京）(Invited lecture) 

30. ”二核金属が促進する O-O 結合開裂による金属オキソ酸化活性種の生成” *1 

小寺政人，バイオ関連振動分光シンポジウム, 2018 年 9 月（兵庫県・姫路市）(Invited 

lecture) 

31. “二種の銅オキソ活性種によるメタン活性化過程の理論的研究”  

堀優太, 塩田淑仁, 小寺政人，吉澤一成，第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年 11 月 

32. “二核銅(II)錯体／ゼオライト触媒による選択的メタン酸化反応”  

辻朋和, 高橋宏仁, 八塚駿，人見 穣，小寺政人, 第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年

11 月 

33. “酸素活性化に及ぼす電子効果 6-hpaR (R = 4-OMe-3,5-Me2, 4-NO2)二核鉄錯体の合成、

結晶構造、酸素活性化”  

田中佑季, 辻朋和, 人見 穣，小寺政人, 第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年 11 月 

34. “メタン酸化を最適化する 6-hpa5-x 配位子とその二核銅(II)錯体の合成：メタン酸化に及

ぼす疎水基の効果”  

和田一仁, 辻朋和, 人見 穣，小寺政人, 第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年 11 月 

35. “二核銅錯体が触媒する過酸化水素によるベンゼン酸化反応のストップトフロー測定”  

八塚駿，辻朋和，人見 穣，小寺政人, 第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年 11 月 

36. “新規 N2S2型配位子を用いたヘテロニ核金属錯体の合成、構造、電気化学的 CO2還元”  

北川竜也，人見 穣，小寺政人, 第 51 回酸化反応討論会，福岡，2018 年 11 月 

37. “細胞内可視化を目的とする BODIPY 修飾錯体の合成” 

田中芳樹, 角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウム，大阪大

学，2018 年 9 月 

38. “DNA に特異的に結合する二核金属錯体の開発とこれを用いた細胞内蛍光ラベル” 

齋藤 樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウム，大阪大学，2018 年

9 月 

39. “二核銅錯体の細胞導入法の開発” 

畑 真知, 角谷優樹，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウム，大阪大

学，2018 年 9 月 

40. “がん細胞の特異環境で DNA を効率的に切断する二核銅錯体の開発およびその細胞毒

性の評価” 

角谷優樹, 宮野梨沙，廣畑敦洋，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウ

ム，大阪大学，2018 年 9 月 

41. “バイオインスパイアード二核銅錯体：酸化活性種の生成と高い酸化活性” 

小寺政人, 辻 朋和，高橋宏仁，人見穣，小寺政人，第 13 回バイオ関連化学シンポジウ
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ム，大阪大学，2018 年 9 月 

42. ”Development of Dicopper Complex that Effectively Cleaves DNA under Cancer Cell's Specific 

Environment” 

Yuki Kadoya, Risa Miyano, Atsuhiro Hirohata, Yutaka Hitomi, Kaoru Mieda, Takashi Ogura, 

Masahito Kodera，第 67 回錯体化学会討論会, 東北大学, 2018 年 7 月, （仙台市） 

43. ” 二核銅錯体が触媒する H2O2 を用いたベンゼンの直接酸化による選択的フェノール生

成:6-hpa 配位子の電子効果による酸化触媒活性制御” 

高橋 宏仁, 辻 朋和, 人見穣，小寺政人，第 67 回錯体化学会討論会, 東北大学, 2018 年

7 月, （仙台市） 

44. “Mechanism of High Activity in Hydrolytic DNA Cleavage by Dicopper Complex at low pH 

region” 

Yuki KADOYA, Yutaka Hitomi, Masahito Kodera, 日本化学会第 98 春季年会, 千葉, 2018 年

3 月 20-23 日 

45. “環状アミン修飾アミド型二核化配位子の合成とその二核銅錯体による DNA 切断と抗

がん活性” 

前川雄哉，角谷優樹，人見穣，小寺政人，日本化学会第 98 春季年会, 千葉, 2018 年 3 月

20-23 日 

46. “酸素発生触媒を目的とする二核コバルト錯体の開発” 

岩永 修，ザオプトラ アントニウス アンドレ，辻 朋和, 人見穣，小寺政人，日本化学

会第 98 春季年会, 千葉, 2018 年 3 月 20-23 日 

47. “二核銅錯体が触媒する H2O2 によるベンゼンの直接酸化に及ぼす配位子の電子効果：

活性制御と反応機構解明” *1 

高橋宏仁，辻 朋和, 人見穣，小寺政人，日本化学会第 98 春季年会, 千葉, 2018 年 3 月

20-23 日 

48. “二核銅錯体が触媒する H2O2 によるベンゼンの直接酸化による選択的フェノール生成：

6-hpa 配位子の電子効果による酸化触媒活性制御”  

髙橋 宏仁，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 第 50 回酸化反応討論会，神奈川大学，2017

年 11 月, 横浜 

49. “酸素発生触媒を目的とする二核コバルト錯体の開発”  

岩永 修，Antonius Andre ZAOPUTRA，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 第 50 回酸化反応

討論会，神奈川大学，2017 年 11 月, 横浜 

50. “二核銅(II)錯体が触媒するベンゼンの直接酸化による選択的フェノール生成：水分子の

効果に基づく高活性触媒の開発”  

辻 朋和，人見 穣，塩田 淑人，吉澤 一成, 小寺政人, 第 50 回酸化反応討論会，神奈川

大学，2017 年 11 月, 横浜 

51. “銅錯体が触媒する H2O2によるアルカン酸化：二核銅の効果”  
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岸本 竜弥，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 第 50 回酸化反応討論会，神奈川大学，2017

年 11 月, 横浜 

52. ”Mechanistic Studies for Selective Benzene Hydroxylation with Hydrogen Peroxide Catalyzed 

by Nickel Complexes”  

Antonius Andre ZAOPUTRA, Tomokazu Tsuji, Yutaka Hitomi, Kaoru Mieda, Takashi Ogura, 

Masahito Kodera，第 67 回錯体化学会討論会, 北海道大学, 2017 年 10 月, （札幌市）（学

生講演賞） 

53. ”H2O2/二核銅錯体によるベンゼンの選択的水酸化に及ぼすキノリン側鎖の効果”  

八塚 駿，辻 朋和，人見 穣，小寺政人, 第 67 回錯体化学会討論会, 北海道大学, 2017 年

10 月, （札幌市） 

54. ”N2S 型大環状配位子のヘテロ二核金属錯体が触媒する電気化学的 CO2還元”  

北川 竜也，吉田 剛，人見 穣，小寺政人，第 67 回錯体化学会討論会, 北海道大学, 2017

年 10 月, （札幌市） 

55. ”Electronic effect on rapid and efficient hydroxylation of benzenes and alkanes with H2O2 

catalyzed by dicopper complexes”  

Tomokazu Tsuji, Yutaka Hitomi, Kaoru Mieda, Takashi Ogura, Yoshihito SHIOTA, Kazunari 

YOSHIZAWA, Hiroyasu SATO, Masahito Kodera，第 67 回錯体化学会討論会, 北海道大学, 

2017 年 10 月, （札幌市） 

56. ”H2O2/二核銅錯体触媒によるベンゼンからフェノールへの高選択的直接酸化：二核銅錯

体の特異的に高い触媒活性(TOF, TON)”  

小寺政人，私立大学戦略的研究基盤形成事業「細胞自在操作のための分子化学技術の開

発拠点形成」2016 年度•研究成果報告会，2017 年 4 月，同志社大学京田辺キャンパス（京

都府・京田辺市）(Invited lecture) 

57. ” 二核金属酵素のバイオインスパイアード錯体でもここまでできる”  

小寺政人，筑波大学学祭物質科学研究センター講演会，2016 年 12 月，筑波大学（つく

ば市）(Invited lecture) 

58. ” 高酸化活性・高選択性を併せ持つ二核鉄錯体触媒の開発 

小寺政人，奈良女子大学講演会，2015 年 12 月，奈良女子大学（奈良市）(Invited lecture) 

59. ” 高酸化活性・高選択性を併せ持つ二核鉄錯体触媒の開発”  

小寺政人，熊本大学理学部講演会，2015 年 8 月，熊本大学（熊本市）(Invited lecture) 

60. ”sMMO の高い酸化力を再現する二核鉄錯体触媒の開発”  

小寺政人，分子研研究会，2015 年 1 月 6-7 日，自然科学研究機構岡崎コンファレンスセ

ンター（愛知県・岡崎市）(Invited lecture) 

61. “酸化型 GAGA 亜鉛フィンガータンパク質のグルタチオン還元反応における金属コファ

クターの重要性” 

根木滋, 鎌手裕美香, 大北佳奈, 橋本梨奈, 第 44 回生体分子科学討論会、秋田、2017 年
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6 月 23 日 

62. “PARP-1 によるポリ ADP リボシル化反応における WGR ドメインの DNA 修復機構への

関与” 

根木滋, 太田志織, 竹川真央, 成松李恵, 間下雅人、杉浦幸雄、第 45 回生体分子科学討

論会、大阪、2018 年 6 月 22 日 

63. “細胞膜透過性における二次元カチオンクラスター構造の重要性” 

北田千江梨、根木滋, 杉浦幸雄、第 66 回日本生化学会近畿支部例会、京都、2019 年 5 月

25 日 （優秀発表賞（口頭発表）受賞） 

64. “酸化型 GAGA 亜鉛フィンガータンパク質のグルタチオン還元反応における金属コファ

クターの重要性” 

根木滋, 鎌手裕美香, 大北佳奈, 橋本梨奈, 第 44 回生体分子科学討論会、秋田、2017 年

6 月 23 日 

65. “ペプチド転移酵素 SortaseA を用いた機能性ハイブリッドタンパク質の創製およびその

機能評価” 

佐藤綾花、根木滋, 第 44 回生体分子科学討論会、秋田、2017 年 6 月 23 日 

66. “生体内レドックスセンサーとしての Sp1 亜鉛フィンガータンパク質の構造および機能

評価”  

北野莉加, 鳥見優, 根木滋, 第 44 回生体分子科学討論会、秋田、2017 年 6 月 23 日 

67. ”生細胞有機化学を基軸としたタンパク質その場解析のための分子技術”  

浜地 格「分子技術」シンポジウム〜未来に続く、極限のものづくり〜, 2019 年 11 月 15

日, JP タワーホール＆カンファレンスルーム, (東京都) (Invited lecture)   

68. “細胞夾雑系でのタンパク質有機化学に挑む”  

浜地 格, 第 9 回 CSJ 化学フェスタ, 2019 年 10 月 15-17 日, タワーホール船堀, (東京都) 

(Invited lecture)  

69. ”タンパク質群動態解析のためのケミカルプロテオミクス”  

浜地 格, 日本分析化学会第 68 年会, 2019 年 9 月 11 日, 千葉大学, (千葉市) (Invited 

lecture) 

70. ”細胞環境に依存した Proteome 解析の新手法”,  

浜地 格, 第 19 回日本蛋白質科学会年会/第 71 回日本細胞生物学会大会合同年次大会, 

2019 年 6 月 24-26 日, 神戸国際会議場, （神戸市）(Invited lecture) 

71. ”細胞機能をタンパク質分解能で解析・制御するための分子技術”,  

浜地 格, 第 70 回日本生物工学会大会, 2018 年 9 月 5-7 日, 関西大学（吹田市）(Invited 

lecture)  

72. ”分子夾雑系でのタンパク質有機化学” 

浜地 格, 有機合成夏期セミナー「明日の有機合成化学」2018 年 8 月 27-28 日, 大阪科

学技術センター,（大阪市）(Invited lecture)  
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73. “生細胞有機化学という Chemical biology”   

浜地 格, 第 34 回創薬セミナー, 2018 年 7 月 11-13 日, 八ヶ岳ロイヤルホテル, （北杜

市）(Invited lecture)  

74. “膜蛋白質解析のための新しい化学ラべル化法”  

浜地 格, 第 18 回日本蛋白質科学会年会, 2018 年 6 月 26-28 日, 新潟コンベンションセ

ンター,（新潟市）(Invited lecture) 

75. “分子夾雑系のタンパク質有機化学” 

浜地 格, 第 28 回万有福岡シンポジウム, 2018 年 5 月 12 日, 九州大学, （福岡市）(Invited 

lecture) 

76. “有機化学で細胞内のタンパク質の姿を見る” 

浜地 格, 第 21 回 VBL シンポジウム「見る、観る、診る技術の最先端 分子からヒト

まで」，名古屋，2017 年 11 月 21-22 日 (招待講演) 

77. “細胞表面で分子をつなぐ合成化学” 

浜地 格, 第 7 回 CSJ 化学フェスタ 2017, 千葉, 2017 年 10 月 17-19 日 (招待講演)  

78. “分子夾雑系の化学とイメージング” 

浜地 格, 第 38 回光化学若手の会, 福岡, 2017 年 6 月 16-18 日 (招待講演)  

79. “選択的タンパク質修飾を基軸としたケミカルプロテオミクスの新手法” 

浜地 格, 第 29 回バイオメディカル分析科学シンポジウム, 京都, 2016 年 9 月 2-3 日(招

待講演) 

80. “生細胞有機化学によるタンパク質その場解析の分子技術” 

浜地 格, 平成 28 年前期(春季)有機合成化学講習会, 東京, 2016 年 6 月 15-16 日 (招待

講演) 

81. “膜蛋白質イメージングと機能制御のための Chemical Biology” 

浜地 格, 酵素工学研究会第 75 回講演会, 京都, 2016 年 4 月 22 日 (招待講演) 

82. “生細胞でのタンパク質の直接化学修飾法の開発と機能解析への展開” 

浜地 格, 国際高等研究所プロジェクト「生命活動を生体高分子への修飾から俯瞰する」

平成 27 年度研究会, 京都, 2016 年 2 月 8-9 日 (招待講演) 

83. “生細胞でのタンパク質の構造・機能解析のための有機化学的アプローチ” 

浜地 格, 理研「分子システム研究」平成 27 年度成果報告シンポジウム, 埼玉, 2016 年

2 月 3-4 日 (招待講演) 

84. “錯体化学の力も借りた生細胞化学” 

浜地 格, 第 53 回錯体化学若手の会・近畿支部勉強会, 京都, 2015 年 12 月 12 日 (招待

講演) 

85. “リガンド指向性化学による生細胞での精密有機反応” 

浜地 格, 第 41 回反応と合成の進歩シンポジウム, 大阪, 2015 年 10 月 26-27 日 (招待講

演) 
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86. “膜蛋白質の生細胞有機化学と超分子化学” 

浜地 格, 15-1 バイオ・高分子研究会, 宮城, 2015 年 9 月 17-18 日 (招待講演) 

87. “生細胞有機化学を基軸としたタンパク質解析のための新しい分子技術” 

浜地 格, 新学術領域研究「天然物ケミカルバイオロジー～分子標的と活性制御～」第

8 回公開シンポジウム, 宮城, 2015 年 6 月 8-9 日 (招待講演) 

88. “生体夾雑系を指向した超分子化学の挑戦” 

浜地 格, 第 13 回 ホスト・ゲスト化学シンポジウム, 宮城, 2015 年 6 月 6-7 日 (招待講

演) 

89. “生細胞有機化学によるタンパク質ラベル化とイメージング” 

浜地 格, 第 64 回高分子学会年次大会, 北海道, 2015 年 5 月 27-29 日 (招待講演) 

90. “有毒ガスでありながら生体内シグナルガスとしても注目される一酸化炭素の生体内除

去およびデリバリーツール” 

北岸 宏亮, BioJapan2019, 横浜，2019 年 10 月 

91. “生体内一酸化炭素レセプターの開発と応用〜生命研究に役立つバイオミメティック化学

〜” 

北岸 宏亮, 第 36 回シクロデキストリンシンポジウム，神戸，2019 年 9 月(依頼講演) 

92. “細胞膜透過性をもつ一酸化炭素放出分子の開発と hemoCD を用いた機能評価” 

高山 実花子、北岸 宏亮, 第 36 回シクロデキストリンシンポジウム，神戸，2019 年

9 月 

93. “細胞内一酸化炭素量の変化が概日リズムに及ぼす影響の観測” 

馬場 由佳、北岸 宏亮, 第 36 回シクロデキストリンシンポジウム，神戸，2019 年 9

月 

94. “生体内における一酸化炭素定量法の開発” 

毛 斉悦、北岸 宏亮，第 36 回シクロデキストリンシンポジウム，神戸，2019 年 9 月 

95. “ケミカルツールによる生体内一酸化炭素の生理機能探索” 

北岸 宏亮, ハリス理化学研究所研究発表会，2019 年 11 月，京都 

96. “第 5 配位子を分子内に導入した水溶性鉄ポルフィリンの合成とそれを用いた３配位銅

ヘテロ２核錯体の構築” 

工藤 康紘，北岸 宏亮, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

97. “高親和性 CO レセプター分子を用いた動物体内における CO 局在分布の定量的解析” 

毛 斉悦，溝端 駿，北岸 宏亮, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

98. “アダマンタン/シクロデキストリン間の超分子相互作用を利用した生体高分子の細胞内

デリバリー” 

二郎丸 美沙，北岸 宏亮, 日本化学会第 99 春季年会, 2019 年 3 月, 神戸 

99. “化学合成により開発した CO 捕捉分子の医生命分野への応用” 

北岸 宏亮, 日本大学大学院医学研究科特別講義, 2019 年 7 月, 東京 (依頼講演) 
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100. “生体内一酸化炭素の除去がサーカディアンリズムに及ぼす影響”  

北岸 宏亮，峯岸 彩夏, 佐上 郁子，根木 滋，加納 航治, 第 35 回シクロデキストリン

シンポジウム, 甲府, 2018 年 9 月 

101. “微量 CO 捕捉能を有するシクロデキストリン超分子錯体を用いた生体内 CO 局在

分布の観測” 

溝端 駿, 北岸 宏亮, 第 35 回シクロデキストリンシンポジウム, 甲府, 2018 年 9 月 

102. “アルキルピリジニウム側鎖を有するポルフィリンに対するシクロデキストリンダ

イマーの包接挙動” 

毛 斉悦、北岸 宏亮, 第 35 回シクロデキストリンシンポジウム, 甲府, 2018 年 9 月 

103. “生体内一酸化炭素の擬ノックダウン法による機能解明” 

北岸 宏亮, 第 6 回バイオ関連シンポジウム若手フォーラム, 大阪，2018 年 9 月 (依頼

講演) 

104. 生命研究に役立つヘムタンパク質ミメティック錯体” 

北岸 宏亮, 第 31 回生物無機化学夏季セミナー, 蒲郡，2018 年 9 月 (依頼講演) 

105. “生体で機能するヘムタンパク質モデルとしてのメチル化シクロデキストリン/鉄

ポルフィリン包接錯体” 

北岸 宏亮，第 12 回多糖の未来フォーラム, 宇治，2018 年 11 月(依頼講演) 

106. “修飾シクロデキストリンを用いた機能性物質の創成” 

北岸宏亮, 第 66 回高分子討論会，松山，2017 年 9 月 20 日 (依頼講演) 

107. “膜透過型シクロデキストリンを用いた細胞内超分子ケミストリーの観測” 

中上敦貴, 長谷川尚美, 北岸宏亮, 第 34 回シクロデキストリンシンポジウム, 名古屋, 

2017 年 8 月 31 日 

108. “血清との反応を利用した長期血中滞留性人工酸素運搬体の開発” 

米澤一晃, 北岸宏亮, 第 34 回シクロデキストリンシンポジウム, 名古屋, 2017 年 8 月 31

日 

109. “膜透過型シクロデキストリンを用いた汎用性の高い細胞内デリバリーシステムの

開発” 

長谷川尚美, 北岸宏亮, 第 34 回シクロデキストリンシンポジウム, 名古屋, 2017 年 8 月

31 日 

110. “マイケル付加による膜透過性ペプチド修飾シクロデキストリンの合成およびポル

フィリン包接錯体の細胞内移行” 

熊谷佳祐, 北岸宏亮, 第 34 回シクロデキストリンシンポジウム, 名古屋, 2017 年 8 月 31

日 

111. “マウス体内 CO の選択的除去によって誘発される体内時計リズム変化” 

峯岸彩夏，北岸宏亮，根木滋，加納航治, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3

月 18 日 
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112. “膜透過型シクロデキストリンの合成およびポルフィリンとの包接錯体の細胞内に

おける包接挙動の観測” 

中上敦貴，北岸宏亮, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3 月 18 日 (優秀講演

賞) 

113. “O-メチル化オリゴ糖クラスターの新規合成とそれを用いた疎水性分子の水中に

おける分散作用” 平田征来，北岸宏亮, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3 月

19 日 

114. “メチル化シクロデキストリンから作製したグリコクラスター化合物による炭素材

料の水への分散化” 

木村滉太，平田征来，北岸宏亮, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3 月 18 日 

115. “膜透過型シクロデキストリンによる細胞内デリバリーシステムの構築” 

長谷川尚美，北岸宏亮, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3 月 19 日 

116. “水溶性のシトクロム c オキシダーゼ活性中心モデル錯体” 

下司大貴, 北岸宏亮, 日本化学会第 97 春季年会, 神奈川, 2017 年 3 月 17 日 

117. “血中に存在する内因性 CO の選択的除により引き起こされる生体内反応” 

峯岸彩夏, 北岸宏亮, 第 23 回日本血液代替物学会年次大会, 東京, 2016 年 11 月 24 日 

(優秀講演賞) 

118. “13C 標識メチル化シクロデキストリンによる生体内類似環境での包接現象の観測” 

北岸宏亮, 斎藤真依，根木滋，喜里山暁子，加納航治, 第 33 回シクロデキストリンシン

ポジウム, 高松, 2016 年 9 月 9 日 

119. “マウス血中 CO の選択的除去によって誘発される生体内リズム変化の観測” 

峯岸彩夏，北岸宏亮，根木滋，加納 航治, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高

松, 2016 年 9 月 9 日 

120.  “遠位側に機能性部位を導入した新規ヘムタンパク質モデルの構築” 

下司大貴, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016 年 9 月 9 日 

121. “メチル化 β-シクロデキストリンの開裂により得られるマルトヘプタオース誘導体を

用いた新規水溶性ホスト分子の開発” 

平田征来, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016 年 9 月 9 日 

（優秀ポスター賞） 

122. “膜透過型シクロデキストリンによるアダマンタンタグ導入化合物の細胞内送達” 

長谷川尚美, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016 年 9 月 9

日 

123. "膜透過型シクロデキストリンによるポルフィリン細胞内導入に関する検討” 

中上敦貴, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016 年 9 月 9 日 

124. “アミノ酸を連結部に有するメチル化シクロデキストリンダイマーを用いた超分子ヘ

ムタンパク質モデルの構築” 杉江祐太, 北岸宏亮, 第33回シクロデキストリンシンポジ
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ウム, 高松, 2016 年 9 月 10 日 

125. “細胞内 CO の選択的捕捉による生理機能探索へのアプローチ” 

三好一綱, 峯岸彩夏, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016

年 9 月 10 日 

126. “芳香族リンカーをシクロデキストリン骨格に挿入する方法の開発” 

河村麻央, 北岸宏亮, 第 33 回シクロデキストリンシンポジウム, 高松, 2016 年 9 月 10 日 

127. “水溶性フェナントロリンストラップポルフィリン及びその金属錯体の合成および物

性評価” 

下司大貴, 北岸宏亮, 小原一輝, 加納航治, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月

24 日 

128. “生体内 CO レセプターの in vivo 投与によって誘発される体内時計遺伝子群の発現量

変化” 

峯岸彩夏, 北岸宏亮, 根木滋, 加納航治, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月

24 日 

129.  “超分子 CO レセプター錯体の細胞内導入に関する検討” 

三好一綱, 北岸宏亮, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月 24 日 

130. “アミノ酸をリンカーに有する対面型シクロデキストリンダイマーの合成とその鉄ポ

ルフィリン包接錯体”  

杉江祐太, 北岸宏亮, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月 26 日 

131.  “13C 標識メチル化シクロデキストリンを用いた生体内類似環境における包接現象の

NMR 観測” 

齋藤真依, 北岸宏亮, 加納航治, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月 26 日 

132. “人工酸素運搬体 hemoCD の血清アルブミン表面への結合による血中滞留性の向上” 

北岸宏亮, 第 22 回日本血液代替物学会年次大会, 熊本, 2015 年 10 月 22 日 

133. “メチル化シクロデキストリンによって包接された鉄(III)ポルフィリンの過酸化水素

による分解反応挙動解析” 

菅谷陽輔, 北岸宏亮, 加納航治, 第 48 回酸化反応討論会, 京都, 2015 年 10 月 24 日 

134. “金属オキソ種を活性種とする選択酸化触媒の作り方” 

人見穣, 触媒学会 第 47 回オルガノメタリックセミナー，名古屋，2019 年 10 月 1 日 

(依頼講演) 

135. “C–H 酸化酵素の働きを理解した触媒設計”  

人見穣, けいはんな学研都市先端ｼｰｽﾞﾌｫｰﾗﾑ，大阪，2019 年 8 月 22 日 (依頼講演) 

136.  “カルボキサミド配位単核非ヘム鉄錯体を用いた選択酸化触媒の開発” 

人見穣，第 120 回触媒討論会，愛媛大学，2017 年 9 月 12 日 (依頼講演) 

137. カルボキサミド配位単核非ヘム鉄錯体を用いた選択酸化触媒の開発” 

野村章子，奥田夏未，岩本勇次，加藤俊介，小寺政人，小野田晃，林高史，人見穣，第



 588 

11 回バイオ関連化学シンポジウム，東京大学，2017 年 9 月 7 日 

138. “単核非ヘム鉄錯体の抗酸化活性とアルブミンの添加効果” 

岩本勇次，加藤俊介，小寺政人，小野田晃，林高史，人見穣，第 27 回金属の関与する生

体関連反応シンポジウム，東京理科大学，2017 年 6 月 16 日 

139. “PEG 化マンガンポルフィリンの抗酸化活性” 

奥田夏未，小池巧真，小寺政人，人見穣，第 27 回金属の関与する生体関連反応シンポ

ジウム，東京理科大学，2017 年 6 月 16 日 

140. “環状オリゴオキシエチレン基を有するシッフ塩基金属錯体によるカチオン認識” 

*6 

吉澤直志，山村諒，小寺政人，人見穣，第 15 回ホスト–ゲスト・超分子化学シンポジウ

ム，立命館大学，2017 年 6 月 3 日 

141. “Density Functional Theory calculations of alkane C-H bond activation by iron-oxo 

complexes bound by nitrogen-containing ligands” 

松井美咲，湯村尚史，若杉隆，人見穣，塩田淑仁，吉澤一成，日本化学会 第 97 春季年

会 (2017)，慶應義塾大学理工学部，2017 年 3 月 16 日 

142. “高い細胞内集積効果を示すポルフィリンの開発―細胞内移行および光毒性と構造

との相関研究” 

大橋なつみ，小寺政人，人見穣，第 6 回 CSJ 化学フェスタ 2016，タワーホール船堀，

2016 年 11 月 14 日 

143. “Cellular applications of cell-membrane permeable fluorescent zinc ion probes having a 

cationic peptide tail” 

野村章子，樫田暁洋，小寺政人，人見穣，第 53 回ペプチド討論会，京都テルサ，2016

年 10 月 26 日 

144. “Density Functional Theory calculations of alkane C-H bond activation by iron-oxo 

complexes bound by nitrogen-containing ligands” 

松井美咲，湯村尚史，若杉隆，人見穣，塩田淑仁，吉澤一成，第 10 回分子科学討論会，

神戸ファッションマート，2016 年 9 月 13 日 

145. “水溶性コバルトポルフィリンを触媒とする光水素発生” 

岩本勇次，小寺政人，人見穣，第 118 回触媒討論会，岩手大学，2016 年 9 月 21 日 

146. “自己酸化を利用する活性酸素種蛍光プローブの開発” 

森本竜生，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016 年 3 月 24

日 

147. “スーパーオキシドディスムターゼ活性を有する単核錯体の開発” 

坂井僚介，岩本勇次，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016

年 3 月 24 日 

148. “鉄錯体による活性酸素種の生成と消去活性に関する置換基効果” 
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岩本勇次，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016 年 3 月 24

日 

149. “嵩高い置換基を有する単核非ヘム鉄錯体の合成” 

黒木康平，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016 年 3 月 24

日 

150. “単核錯体を用いた C-H ハロゲン化反応” 

南出実穂，山村諒，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016

年 3 月 24 日 

151. “環状オリゴオキシエチレンを有するサレン錯体によるカチオン認識” 

山村諒，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016 年 3 月 24 日 

152. “細胞膜透過性を有する新規カチオン性ポルフィリンの開発” 

佐野綾菜，大橋なつみ，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，

2016 年 3 月 24 日 

153. “オリゴオキシエチレン鎖を有するマンガンポルフィリンの T1 緩和能” 

小池巧真，小寺政人，人見穣，日本化学会第 96 春季年会，同志社大学，2016 年 3 月 24

日 

154. “Effect of central metal ions of cellular uptake and cytotoxicity of a series of 

metalloporphyrins having a cationic peptide tail” 

大橋なつみ，野村章子，宮地亮昌，小寺政人，人見穣，第 52 回ペプチド討論会，平塚中

央公民館（神奈川県平塚市），2015 年 11 月 16 日 

155. “選択酸化触媒となる単核鉄錯体の開発” 

熊崎航介，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015 年 10 月 23

日 

156. “環状オリゴエチレングリコール鎖を有するマンガンサレン錯体の抗酸化活性” 

山村諒，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015 年 10 月 23 日 

157. “マンガン錯体を用いる C-H フッ素化反応” 

南出実穂，山村諒，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015 年

10 月 23 日 

158. “自己酸化を利用する活性酸素種蛍光プローブの開発” 

森本竜生，武安俊幸，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015

年 10 月 23 日 

159. “マンガンおよび鉄錯体による活性酸素種の生成と消去”  

岩本勇次，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015 年 10 月 23

日 

160. “カルボキシルアミド配位を有する単核鉄(IV)オキソ錯体の反応性” 

平松南実，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015 年 10 月 23
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日（学生ポスター賞） 

161. “水溶性ポルフィリンによる一重項酸素発生と会合状態との相関” 

大橋なつみ，宮地亮昌，小寺政人，人見穣，第 48 回酸化反応討論会，同志社大学，2015

年 10 月 23 日 

162. “柔軟なリンカーを有するカチオン性ポルフィリンの細胞内取込と光毒性の評価” 

大橋なつみ，宮地亮昌，小寺政人，人見穣，第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015，タワーホー

ル船堀，2015 年 10 月 13 日 

163. “光照射に応答し触媒的に過酸化水素を発生させるマンガンニトロシル錯体による

細胞死誘起” 

岩本勇次，小寺政人，人見穣，第 5 回 CSJ 化学フェスタ 2015，タワーホール船堀，2015

年 10 月 13 日 

164. “24S-ヒドロキシコレステロールが誘導する神経細胞死に対するビタミン E の抑制

機構の解析” 

木村勇輝，浦野泰臣，野口範子, 第 29 回ビタミンＥ研究会, 京都, 2018 年 1 月 27 日 

165. “脳特異的オキシステロール 24S-hydroxycholesterol による神経細胞死誘導における

小胞体の関与” 

浦野泰臣，野口範子, 第 27 回日本 Cell death 学会学術集会, 京都, 2018 年 7 月 27 日 

166. “24S-Hydroxycholesterol 誘導性細胞死に対するビタミン E の効果” 

木村勇輝，浦野泰臣，西川喜代孝，野口範子, 第 41 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2018

年 11 月 28 日 

167. “Curcumin 誘導体 GT863 の Aβ 産生抑制機構の解明” 

高八美菜，浦野泰臣，杉本八郎，野口範子, 第 41 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2018

年 11 月 28 日 

168. “脂質が誘導する小胞体ストレスとビタミン E” 

木村勇輝，浦野泰臣，斎藤芳郎，野口範子, 第 30 回ビタミンＥ研究会, 仙台, 2019 年 1

月 12 日 

169. “パーキンソン病関連分子 DJ-1 のオートファジーを介した非典型的分泌機構の解

析” 

浦野泰臣，野口範子，第 72 回日本酸化ストレス学会学術集会, 札幌, 2019 年 6 月 28 日 

170. “Oxysterol-induced unconventional cell death mechanism” 

浦野泰臣，第 92 回日本生化学会大会, 横浜, 2019 年 9 月 18 日(依頼講演) 

171. “ビタミンＥ疎水部構造の違いと膜相分離” 

中谷祐将，下川直史，浦野泰臣，野口範子, 高木昌宏，第 71 回日本生物工学会大会, 岡

山, 2019 年 9 月 16 日 

172. “NRF3 による SREBP2 発現を介したコレステロール代謝リプログラミングの可能

性” 
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萩原透，田村奈都子，渥美友里，和久剛，浦野泰臣，小林聡，第 14 回日本臨床ストレス

応答学会大会, 大阪, 2019 年 11 月 2 日 

173. “Curcumin 誘導体 GT863 の基質選択的な Aβ 産生抑制機構の解明” 

高八美菜, 浦野泰臣, 奥田充顕, 杉本八郎, 野口範子，第 42 回日本分子生物学会年会, 福

岡, 2019 年 12 月 3 日 

174. “転写因子 NRF3 による SREBP2 発現を介したコレステロール代謝リプログラミン

グの可能性” 

萩原透，田村奈都子，渥美友里，和久剛，浦野泰臣，小林聡，第 42 回日本分子生物学会

年会, 福岡, 2019 年 12 月 5 日 

175. “ビタミンＥによる 24S-OHC 誘導性細胞死抑制機構の解析” 

鈴木淳生，木村勇輝，浦野泰臣，野口範子，第 31 回ビタミン E 研究会, 松山, 2020 年 1

月 10 日 

176.  “24S-Hydroxycholesterol 誘導性神経細胞死への小胞体ストレスの関与” 

荒木宏文，浦野泰臣，Diep Khanh H Vo，野口範子，ConBio2017，神戸，2017 年 12 月 6

日 

177. “一酸化炭素放出分子を用いた一酸化炭素による Aβ 産生への影響の解析” 

棒谷夏希，浦野泰臣，野口範子，ConBio2017，神戸，2017 年 12 月 6 日 

178. “24S-Hydroxycholesterol 誘導性神経細胞死に対するビタミン E の効果” 

木村勇輝，浦野泰臣，野口範子，ConBio2017，神戸，2017 年 12 月 6 日 

179. “脳特異的オキシステロール 24S-hydroxycholesterol による神経細胞死誘導機構の解

析” 

浦野泰臣，野口範子，第 59 回日本脂質生化学会，京都，2017 年 6 月 16 日 

180. “24S-ヒドロキシコレステロールが誘導する神経細胞死に対するビタミン E 同族体

の抑制作用のちがい” 

木村勇輝，宮軒勇太，浦野泰臣，野口範子，第 28 回ビタミンＥ研究会，東京，2017 年

1 月 27 日 

181. “24S-Hydroxycholesterol 誘導性神経細胞死への IRE1 の関与” 

荒木宏文，浦野泰臣，Diep Khanh H Vo，野口範子，第 39 回日本分子生物学会年会，横

浜，2016 年 12 月 1 日 

182. “24S-Hydroxycholesterol 誘導性神経細胞死に対するビタミン E の抑制効果” 

宮軒勇太，中澤孝哉，上原まどか，浦野泰臣，斎藤芳郎，野口範子，第 27 回ビタミンＥ

研究会，高松，2016 年 1 月 8 日 

183. “Amyloid β 産生抑制効果を有するクルクミン誘導体の作用機序の解明” 

東浦涼，浦野泰臣，野口範子，杉本八郎，BMB2015，神戸，2015 年 12 月 2 日 

184. “24S-hydroxycholesterol 誘導性神経細胞死への CaMKII の関与” 

中澤孝哉，浦野泰臣，西川喜代孝，野口範子，BMB2015，神戸，2015 年 12 月 2 日 
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185. “パーキンソン病関連タンパク質 DJ-1 の細胞外分泌メカニズムの解析” 

今野敬斗，浦野泰臣，藤綾乃，斎藤芳郎，野口範子，BMB2015，神戸，2015 年 12 月 2

日 

186. “24S-Hydroxycholesterol により誘導される necroptosis 様細胞死機構の解析” 

宮軒勇太，浦野泰臣，野口範子，BMB2015，神戸，2015 年 12 月 2 日 

187. “ヘムセンサータンパク質 HrtR による細胞内ヘム濃度制御の分子機構”  

村木則文, 青野重利, 日本農芸化学会 2018 年度大会, 名古屋, 2018 年 3 月 16 日 

188. “光受容体型転写因子 CarH の構造と機能の解明”  

村木則文, 青野重利, 第４５回生体分子科学討論会, 大阪, 2018 年 6 月 22 日 

189. “Hta-Hmu システムによるヘム鉄輸送機構の構造基盤”  

村木則文, 青野重利, 第１８回日本蛋白質科学会年会, 新潟, 2018 年 6 月 27 日 

190. “NiFe ヒドロゲナーゼの活性中心に必須な CO の生合成を担う HypX の構造基盤” 

村木則文, 青野重利, 第 19 回日本蛋白質科学会年会／第 71 回日本細胞生物学会大会合

同年次大会, 神戸, 2019 年 6 月 25 日 

191. “ヒドロゲナーゼ成熟化において一酸化炭素生合成を担う HypX の結晶構造解析” 

村木則文, 青野重利, 日本結晶学会年会, 金沢, 2019 年 11 月 19 日 

192. “コリネバクテリアによるヘムの獲得に関わる Hta タンパク質の結晶構造” 

村木則文, 青野重利, 日本結晶学会年会, 広島, 2017 年 11 月 24 日 

193. “Structural basis for the heme-dependent transcriptional regulation” 

青野重利, 第５５回日本生物物理学会年会, 熊本, 2017 年 9 月 19 日（依頼講演） 

194. “コリネバクテリア由来 HtaA/HtaB によるヘム認識と輸送の分子基盤” 

村木則文, 青野重利, 第１１回バイオ関連化学シンポジウム, 東京, 2017 年 9 月 7 日 

195. “遷移金属が関与するシグナルセンシングとシグナル伝達” 

青野重利, 第４４回生体分子科学討論会, 秋田, 2017 年 6 月 23 日（招待講演） 

196. “ヘム取り込み系を担う新規ヘム結合タンパク質 HtaA/HtaB の構造と機能” 

村木則文, 青野重利, 第４４回生体分子科学討論会, 秋田, 2017 年 6 月 23 日 

197.  “コリネバクテリアのヘム取込み反応の構造基盤” 

青野重利, 第１７回日本蛋白質科学会年会, 仙台, 2017 年 6 月 22 日（招待講演） 

198. “コリネバクテリアのヘム取り込み系の構造と機能” 

村木則文, 青野重利, 第１７回日本蛋白質科学会年会, 仙台, 2017 年 6 月 20 日 

199. “新規な光受容体型転写調節因子 CarH の結晶構造解析” 

村木則文, 青野重利, 日本結晶学会年会, 東京, 2016 年 11 月 18 日 

200. “ビタミン B12 を光センサーとして用いる転写調節因子の構造基盤” 

村木則文, 青野重利, 第１０回バイオ関連化学シンポジウム, 金沢, 2016 年 9 月 7 日 

201. “コリネバクテリアのヘム取込み系の構造と機構” 

村木則文, 青野重利, 第４３回生体分子科学討論会, 名古屋, 2016 年 6 月 24 日 
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202. “Structure-function relationships of cobalamin-dependent photosensing transcription 

regulator CarH” 

村木則文, 青野重利, 第２６回金属の関与する生体関連反応シンポジウム, 札幌, 2016

年 6 月 17 日（ポスター賞） 

203. “コバラミンを有する新規な光受容体 CarH の構造と機能” 

村木則文, 青野重利, 日本化学会第９６春季年会, 京田辺, 2016 年 3 月 26 日 

204. “Corynebacterium glutamicum のヘム取込みに関与するヘム輸送タンパク質の構造

と機構” *8 

青野重利, 岡本泰典, 北辻千展, 村木則文, 第１１６回触媒討論会, 三重, 2015年 9月 16

日 

205. “コリネバクテリアのヘム取り込みに関わるタンパク質の構造機能相関” 

村木則文, 岡本泰典, 北辻千展, 青野重利, 第９回バイオ関連化学シンポジウム, 熊本, 

2015 年 9 月 10 日 

206. “Corynebacterium glutamicum のヘム取り込み系におけるヘム認識の構造基盤” 

村木則文,北辻千展,青野重利, 第１５回日本蛋白質科学会年会, 徳島, 2015 年 6 月 25 日 

207. “メラニン生合成の分子機序 ~生命金属からの考察~” 

神戸大朋, 日本農芸化学会 2020 年度大会，博多，2020 年 3 月 26 日 

208. “食品を利用して亜鉛欠乏症を予防する” 

神戸大朋, 「食」と「健康」ラボ研究会 第 4 回シンポジウム』兼『からだに優しい食

品づくり研究会 第 41 回定例会, 長野, 2020 年 2 月 20 日 

209. “なぜ亜鉛欠乏は多様な症状を引き起こすのか? -血清亜鉛酵素からの考察-” 

神戸大朋, 第７回日本臨床外科学会宮城県支部総会，仙台，2020 年 1 月 18 日 

210. “亜鉛の健康機能とその欠乏予防戦略 〜亜鉛トランスポーターからの考察〜” 

神戸大朋, 第 10 回岐阜薬科大学機能性健康食品研究講演会, 岐阜, 2019 年 12 月 7 日 

211. “Elaborate control of zinc-responsive ZNT1 expression on the cell surface” 

神戸大朋, The 42nd Annual Meeting of the Molecular Biology Society of Japan, 博多, 2019 年

12 月 4 日 

212. “メラ二ン生合成における金属イオンの役割” 

神戸大朋, 第 29 回 日本色素細胞学会 シンポジウム，岡山，2020 年 11 月 23 日 

213. “超高齢社会における必須栄養素“亜鉛” 〜その欠乏予防戦略〜” 

神戸大朋, みそサイエンス研究会シンポジウム：みその機能性探索と微量成分のふしぎ, 

京都, 2019 年 9 月 25 日 

214. “超高齢社会における必須栄養素“亜鉛” 〜その欠乏予防戦略〜” 

神戸大朋, 日本食品・機会研究会 2019 年度 （第 39 回）年次大会, 大阪, 2019 年 6 月 26

日 

215. 大豆食品を活用した亜鉛欠乏予防 ～亜鉛栄養と免疫の観点を交えて～ 
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神戸大朋, 日本食品免疫学会第 14 回学術大会, 東京, 2018 年 11 月 15 日 

216. 消化管における亜鉛吸収調節機構 

神戸大朋, 2018 年度生理研研究会, 岡崎, 2018 年 9 月 6 日 

217. 亜鉛トランスポーターとがん 

神戸大朋, メタロ・バランス臨床研究会, 神奈川, 2018 年 8 月 25 日  

218. 母乳中亜鉛の重要性を考える：亜鉛トランスポーターの変異と母乳中亜鉛量の調

査報告 

神戸大朋, 第 17 回日本亜鉛栄養治療研究会, 大阪, 2018 年 8 月 4 日  

219. 亜鉛要求性酵素の活性制御機構 

神戸大朋, 第 29 回日本微量元素学会学術集会, 名古屋, 2018 年 7 月 8 日 

220. 亜鉛欠乏症の発症に関わる亜鉛トランスポーター 

神戸大朋, 第 18 回日本蛋白質科学会年会, 新潟, 2018 年 6 月 28 日 

221. 亜鉛の吸収を調節するメカニズム： 亜鉛輸送体の巧妙な発現制御 

神戸大朋, 第 72 回日本栄養・食糧学会大会 岡山, 2018 年 5 月 13 日 

222. “The Physiological, Biochemical, and Molecular Roles of Zinc Transporters in Zinc 

Homeostasis and Metabolism” 

神戸大朋, 2017 年度生命科学系学会合同年次大会 ConBio2017 ワークショップ, 神戸, 

2017 年 12 月 6 日 

223. “亜鉛レベルに応じた亜鉛トランスポーターの発現制御” 

日本毒性学会生体金属部会主催「メタルバイオサイエンス研究会 2017」 

神戸大朋, 岡山, 2017 年 10 月 13 日 

224. “知って得する！微量ミネラルの世界” 

神戸大朋, 日本農芸化学会 関西支部講演会 第 500 回記念市民フォーラム「身近なバイ

オ・農芸化学のおいしい話」, 大阪, 2017 年 9 月 23 日  (依頼講演) 

225. “早期分泌経路に発現する亜鉛トランスポーターを介した分泌型亜鉛要求性酵素の

活性化” 

神戸大朋, 食品酵素化学研究会 第 17 回学術講演会, 大阪, 2017 年 9 月 2 日 

226. “分泌型亜鉛要求性酵素のメタレーションに関わる亜鉛トランスポーター” 

神戸大朋, 分子研研究会「生体金属動態」, 岡崎, 2017 年 8 月 26 日 

227. “細胞内の亜鉛代謝と亜鉛要求性酵素の活性化” 

神戸大朋, 第 28 回日本微量元素学会学術集会「亜鉛の基礎と臨床」亜鉛栄養治療研究会

協賛シンポジウム, 仙台, 2017 年 7 月 30 日 

228. “一過性乳児亜鉛欠乏症の原因となる低亜鉛母乳を引き起す亜鉛輸送体 ZnT2 遺伝

子の変異” 

神戸大朋, 第 120 回日本小児科学会学術集会, 東京, 2017 年 4 月 15 日 

229. “Zinc-requiring ectoenzyme activation by ZnT transporters” 
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神戸大朋, 第 94 回日本生理学会大会, 浜松, 2017 年 3 月 28 日 

230. “伝統的発酵食品の亜鉛欠乏予防効果 -有用因子の探索と同定-” 

神戸大朋, 日本農芸化学会 2017 年度大会, 京都, 2017 年 3 月 19 日 (依頼講演) 

231. “Zinc-requiring ectoenzyme activation by ZnT transporters” 

神戸大朋, 第 39 回日本分子生物学会年会, 横浜, 2016 年 12 月 1 日 

232. “一過性乳児亜鉛欠乏症の原因となる低亜鉛母乳を引き起こす亜鉛トランスポータ

ーZnT2 遺伝子の変異” 

神戸大朋, 食品酵素化学研究会第 16 回学術講演会, 大阪, 2016 年 9 月 3 日 

233. “低亜鉛母乳による一過性乳児亜鉛欠乏症と亜鉛トランスポーターZnT2” 

神戸大朋, 第 27 回日本微量元素学会学術集会, 京都, 2016 年 7 月 31 日 

234. “Zinc transporter-targeting strategy for enhancing zinc absorption” 

橋本彩子, 神戸大朋, 第 93 回日本生理学会大会, 札幌, 2016 年 3 月 22 日 

235. “Zinc Signaling and Zinc Homeostasis: Conclusion” 

神戸大朋, 第 38 回日本分子生物学会年会 第 88 回日本生化学会大会 BMB2015, 神戸, 

2015 年 12 月 1 日 

236. “How are zinc-requiring ectoenzymes activated by zinc transporters in the secretory 

pathway?” 

神戸大朋, 錯体化学会第６５回討論会, 奈良, 2015 年 9 月 21 日 

237. “亜鉛動態におけるメタロチオネインの役割” 

神戸大朋, 第 42 回日本毒性学会学術年会, 金沢, 2015 年 6 月 30 日 (依頼講演) 

238. “亜鉛トランスポーター-亜鉛恒常性を制御するしくみ”  

神戸大朋, 近畿亜鉛栄養治療研究会 5 周年記念・公開講座, 京都, 2015 年 4 月 10 日(依頼

講演) 

239. “ブロック型アミノ酸由来ビニルポリマーを基盤とする温度応答性防曇材料の開発” 

間 賢也, 東 信行, 古賀 智之, 第 36 回関西地区ペプチドセミナー，神戸，2019 年 12 月

14 日 

240. “ペプチド－ポリマー・ハイブリッドからなるポリイオンコンプレックス架橋型ハ

イドロゲルの開発” 

大西 夏実, 元田 秀樹, 東 信行, 古賀 智之, 第36回関西地区ペプチドセミナー，神戸，

2019 年 12 月 14 日 (優秀ポスター賞) 

241. “ブロック配列制御型アミノ酸由来ビニルポリマーの精密合成と温度応答性” 

山野 宰, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子討論会，福井，2019 年 9 月 25-27 日 

242. “配列制御ペプチド－ビニルポリマー・マルチブロック型ハイブリッドの精密設計

とフォールディング特性” 

古賀 智之, 西村 慎之介, 東 信行, 第 68 回高分子討論会，福井，2019 年 9 月 25-27 日 

243. “自己組織性ペプチドをグラフト鎖に有するアミノ酸由来ビニルポリマーからなる
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形状記憶ハイドロゲル” 

元田 秀樹, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子討論会，福井，2019 年 9 月 25-27 日 

244. “アミノ酸由来ビニルポリマーを主骨格とする動的共有結合型ハイブリッドゲル” 

山口 裕太郎, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-

31 日 

245. “多重応答型ペプチド－ボロン酸含有ビニルポリマー・ハイブリッドの合成とその

特性”  

岡本 壮志, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-31

日 

246. “アミノ酸由来ブロック配列制御型ビニルポリマーの精密合成” 

山野 宰, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-31 日 

247. “両親媒性マルチブロック型ペプチド－ポリマー・ハイブリッドの合成とフィルム

特性”  

松木 叶夢, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-31

日 

248. “自己組織化ペプチドマルチブロックポリマーのナノファイバー化と細胞足場材料

への応用”  

朱 宇滔, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-31 日 

249. “マルチブロック型ペプチド－アミノ酸由来ビニルポリマーの単鎖フォールディン

グ”  

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-

31 日 

250. “グラフト鎖に自己組織性ペプチドをもつ UCST 型アミノ酸由来ビニルポリマーの

設計とゲル特性”  

元田 秀樹, 東 信行, 古賀 智之, 第 68 回高分子学会年次大会，大阪，2019 年 5 月 29-31

日 

251. “光切断性 RGDS ペプチドを有するポリマーフィルムによる細胞制御” 

百井 菜々, 西村 慎之介, 森田 有亮, 東 信行, 古賀 智之, 第 35 回関西地区ペプチドセ

ミナー，滋賀，2018 年 12 月 22 日  

252. “GFP を構造モデルとする四分岐型ペプチド-ポリマー・コンジュゲートの合成とそ

の特性” 

太田 奈恵, 東 信行, 古賀 智之, 第 35 回関西地区ペプチドセミナー，滋賀，2018 年 12

月 22 日  

253. “タンパク質様の単鎖フォールディングを目指したマルチブロック型ペプチド-ポ

リマー・ハイブリッドの設計” 

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 35 回関西地区ペプチドセミナー, 滋賀，2018 年
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12 月 22 日 (優秀ポスター賞) 

254. “緑色蛍光タンパク質を模倣したペプチド-ビニルポリマー・コンジュゲートの合成

とその特性” 

太田 奈恵, 西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子討論会，北海道，2018 年

9 月 12-14 日 

255. “ペプチド/ビニルポリマー・マルチブロック型ハイブリッドの精密合成” 

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子討論会，北海道，2018 年 9 月 12-14 日 

256. “温度応答性アミノ酸由来ビニルポリマーで表面機能化された高分子微粒子” 

猿田 孟徳, 東 信行, 古賀 智之, 第 64 回高分子研究発表会(神戸)，神戸, 2018 年 7 月 10

日  

257. “四分岐 PEG-ペプチド・ハイブリッドからなる pH 高速応答型ハイドロゲル” 

元田 秀樹, 大當 悠太, 東 信行, 古賀 智之, 第 64 回高分子研究発表会(神戸)，神戸, 

2018 年 7 月 10 日  

258. “RAFT 重合法を利用した配列制御型アミノ酸由来ビニルポリマーのワンポット合

成” 

山野 宰, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子学会年次大会, 名古屋, 2018 年 5 月 23-25

日 

259. “ニトロキシド介在重合を用いたペプチド-ビニルポリマー交互ブロック共重合体

のワンステップ合成”  

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子学会年次大会, 名古屋, 2018 年 5 月

23-25 日 

260. “環境応答性蛍光部位を有するアミノ酸由来ビニルポリマーの新規合成と感温素子

への応用”  

高岡 恵理奈, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子学会年次大会, 名古屋, 2018 年 5 月

23-25 日 

261. “アミノ酸由来ビニルポリマーと PEG からなる新規ブロックポリマーの合成とゲ

ル特性”  

橋本 佑起, 東 信行, 古賀 智之, 第 67 回高分子学会年次大会, 名古屋, 2018 年 5 月 23-

25 日 

262. “自己組織性ペプチド・マルチブロックポリマーの細胞足場材料への応用” 

岩本 剛幸, 東 信行, 古賀 智之, 第 34 回関西地区ペプチドセミナー，神戸，2017 年 12

月 16 日 

263. “三分岐型コラーゲン様ペプチドの精密設計に基づく自己組織化制御” 

三品 直也, 東 信行, 古賀 智之, 第 34 回関西地区ペプチドセミナー，神戸，2017 年 12

月 16 日 (優秀ポスター賞) 

264. “自己組織性ペプチドマルチブロックポリマーからなるナノフィルムの調製とその
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特性” 

古賀 智之, 春本 雄志, 森下 友尭, 東 信行, 第 66 回高分子討論会，松山，2017 年 9 月

22 日 (依頼講演) 

265. “ニトロキシド介在重合を用いたマルチブロック型ペプチド/ビニルポリマー・ハイ

ブリッドの新規合成” *10,11 

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 66 回高分子討論会，松山，2017 年 9 月 21 日 

266. “アミノ酸由来ビニルポリマーからなる pH/温度二重応答性ジブロックポリマー” 

平住 智佳子, 東 信行, 古賀 智之, 第 66 回高分子討論会，松山，2017 年 9 月 21 日 (優

秀ポスター賞) 

267. “UCST 型アミノ酸由来ビニルポリマーからなる形状記憶ハイドロゲル” 

富森 琴葉, 東 信行, 古賀 智之, 第 66 回高分子討論会，松山，2017 年 9 月 21 日 (優秀

ポスター賞) 

268. “三分岐型コラーゲンペプチドからなる時限性ハイドロゲルの精密設計”  

宮本 理沙, 東 信行, 古賀 智之, 第 63 回高分子研究発表会(神戸)，神戸，2017 年 7 月

14 日 

269. “緑色蛍光タンパク質をモデルとする四分岐型ペプチド-ポリマー・ハイブリッドの

合成” 

太田 奈恵, 東 信行, 古賀 智之, 第 63 回高分子研究発表会(神戸)，神戸，2017 年 7 月

14 日 

270. “光切断可能な細胞接着性ペプチドをグラフト鎖に有するビニルポリマーの合成と

その応用” 

百井 菜々, 西村 慎之介, 森田 有亮, 東 信行, 古賀 智之, 第 63 回高分子研究発表会

(神戸)，神戸，2017 年 7 月 14 日 

271. “ペプチドとビニルポリマーを構成要素とするマルチブロック型高分子の One-Pot

合成” 

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 66 回高分子学会年次大会，千葉，2017 年 5 月 30

日 

272. “細胞接着ドメインを導入した自己組織性ペプチド-マルチブロックポリマーの合

成とその特性” 

岩本 剛幸, 東 信行, 古賀 智之, 第 66 回高分子学会年次大会，千葉，2017 年 5 月 30 日 

273. “植物由来の超撥水性表面における交互積層膜の調製とその表面特性” 

島中 晶子, 東 信行, 古賀 智之, 日本化学会第 97 春季年会, 横浜, 2017 年 3 月 18 日 

274. “RAFT 重合法を利用したアミノ酸由来ビニルポリマーの精密合成と温度応答性” 

佐々木 景亮, 東 信行, 古賀 智之, 日本化学会第 97 春季年会, 横浜, 2017 年 3 月 18 日 

275. “三分岐型コラーゲンからなる時限性ハイドロゲル：分岐点構造の影響”  

三品 直也, 東 信行, 古賀 智之, 日本化学会第 97 春季年会, 横浜, 2017 年 3 月 16 日 
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276. “自己組織性ペプチドを利用したスマート高分子材料の開発”  

古賀 智之, 第 25 回ポリマー材料フォーラム, 名古屋, 2016 年 11 月 11 日 (招待講演) 

277. “光切断可能な RGDS ペプチドグラフト鎖を有する PHEMA の合成とその細胞接着

特性”  

西村 慎之介, 瀧 由貴子, 森田 有亮, 平田 絢葉, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子

討論会, 横浜, 2016 年 9 月 16 日 

278. “アミノ酸由来ビニルポリマー : LCST の自在制御と機能性表面の調製”  

平田 絢葉, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子討論会, 横浜, 2016 年 9 月 15 日 

279. “自己集合性ネットワークフレームからなる pH 高速応答型ペプチドゲル”  

大當 悠太, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子討論会, 横浜, 2016 年 9 月 15 日 

280. “ペプチド表面修飾高分子ナノ粒子の精密合成とその特性”  

成松 清士郎, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子討論会, 横浜, 2016 年 9 月 14 日 

281. “ペプチド-ポリマー-ハイブリッドを基盤とする緑色蛍光タンパク質モデルの設計” 

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 62 回高分子研究発表会(神戸)，神戸，2016 年 7 月

15 日 (エクセレントポスター賞) 

282. “温度応答性ハイドロゲルからなる高分子アクチュエータ”  

水野 和哉, 東 信行, 古賀 智之, 第 62 回高分子研究発表会(神戸)，神戸，2016 年 7 月

15 日 

283. “アミノ酸由来ビニルモノマーを用いた形状特異ポリマーの合成”  

松原 翔, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子学会年次大会, 神戸, 2016 年 5 月 25 日 

284. “アミノ酸由来ビニルポリマーを用いた温度応答性表面の設計”  

平田 絢葉, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子学会年次大会, 神戸, 2016 年 5 月 25 日 

285. “ペプチド-ポリマーハイブリッドによる緑色蛍光タンパク質モデルの創成”  

西村 慎之介, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子学会年次大会, 神戸, 2016 年 5 月 25

日 

286. “ペプチドで表面修飾した高分子ナノ粒子の調製とその機能” 

成松 清士郎, 東 信行, 古賀 智之, 第 65 回高分子学会年次大会, 神戸, 2016 年 5 月 25

日 

287. “スパイダーシルク様ペプチド・マルチブロックポリマーからなる自己支持性ナノ

フィルム” 

春本 雄志, 東 信行, 古賀 智之, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月 24 日 

288. “グラフト型アミノ酸由来ビニルポリマーの合成と温度応答性表面の設計” 

平田 絢葉, 東 信行, 古賀 智之, 日本化学会第 96 春季年会, 京都, 2016 年 3 月 27 日 

289. “RAFT 重合法を用いたペプチドブロックポリマーの合成とそのナノ粒子化” 

成松 清士郎, 古賀 智之, 東 信行, 第 64 回高分子討論会, 仙台, 2015 年 9 月 17 日 

290. “自己組織性ペプチド-ポリマーハイブリッドからなるインジェクタブルゲルの設
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計とその応用” 

古賀 智之, 松岡 智雄, 東 信行, 第 64 回高分子討論会, 仙台, 2015 年 9 月 16 日 

291. “GFP の高次構造を模倣したペプチド-ポリマーハイブリッドの設計とその蛍光特

性” 

西村 慎之介, 古賀 智之, 東 信行, 第 64 回高分子討論会, 仙台, 2015 年 9 月 15 日 

292. “末端に芳香族環を有するコラーゲンペプチドの階層的自己組織化とその制御” 

池尻 愛佳, 金月 慎也, 吉川 諒, 古賀 智之, 東 信行, 第 61 回高分子研究発表会(神戸), 

神戸, 2015 年 7 月 17 日 

293. “様々なイオン性ポリマーの交互積層法を利用した自己支持性ナノフィルムの創製” 

大野 雅未, 古賀 智之, 東 信行, 第 64 回高分子学会年次大会, 札幌, 2015 年 5 月 28 日 

294. “ペプチド・マルチブロックポリマーからなる自己修復性フイルム” 

古賀 智之, 森下 友尭, 東 信行, 第 64 回高分子学会年次大会, 札幌, 2015 年 5 月 28 日 

295. “有機燃料で駆動する触媒粒子マイクロモーターの研究” 

山本大吾,  化学工学会 第 84 年会，東京 (2019) 

296. “自己組織化した分子集合体の指向的運動によるエネルギー変換” 

名和愛利香，中尾友紀，山本大吾，塩井章久 

粉体工学会 2019 年度 春期研究発表会，東京，2019 年 5 月 

297. “油相中直流電場下での微粒子の周期的運動” 

柿本一朗，神崎敬浩，小杉健斗，張文煜，名和愛利香，山本大吾，彌田智一，吉川研一，

塩井章久, 第 65 回高分子研究発表会（神戸）65 周年記念講演会，神戸 (2019) 

298.  “直流電場における油中粒子の周期的運動” 

山本大吾, APPIE 第 69 回若手のつどい，京田辺 (2019) 

299.  “水面上におけるフッ素油滴の動的自己組織化の創出” 

宮地一輝，山下亮，名和愛利香，山本大吾，塩井章久，Marie Pierre Krafft, 日本油化学会

第 58 回年会，東京 (2019) 

300. “非平衡下で様々な自己組織化・自発運動を行うマイクロシステムに関する研究” 

山本大吾, 粉体工学会 2019 年度秋期研究発表会，大阪 (2019) 

301. “白金触媒粒子の自発的運動系における粒子形状の影響” 

寺田 遼翔，名和愛利香，山本大吾，塩井章久, 第 29 回 非線形反応と協同現象研究会，

静岡 (2019) 

302.  “フッ化炭素を利用した Pt 触媒粒子の自発運動”,  

上野優里香，名和 愛利香，山本 大吾，塩井 章久, 第 29 回 非線形反応と協同現象研

究会，静岡 (2019) 

303. “反応拡散系での時間及び空間の離散効果” 

吉川研一，非線形ソフトマター研究会, 横浜市, 11 月 30-31 日(2019) 

304. “水面上におけるフッ素油滴群の集団運動系の創出” 
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山下亮，中嶋千雅，吉田拓司，名和愛利香，山本大吾，塩井章久，吉川研一，Marie Pierre 

Krafft 日本油化学会第 57 回年会，神戸 (2018) 

305.  “ガラス管内壁面で生じる油水界面接触線運動のモード分岐” 

前野純平，真鍋勇樹，名和愛利香，山本大吾，塩井章久, 日本油化学会第 57 回年会，神

戸 (2018) 

306. “油中直流電場下における微粒子の周期運動” 

柿本一朗，神崎敬浩，小杉健斗，張文煜，名和愛利香，山本大吾，吉川研一，塩井章久, 

2018 年度 粉体工学会秋期研究発表会，東京 (2018) 

307. “水面上におけるフッ素油滴群の動的自己組織化” 

山下亮，中嶋千雅，吉田拓司，名和愛利香，山本大吾，塩井章久，吉川研一，Marie Pierre 

Krafft, 化学工学会中国四国支部・関西支部合同徳島大会，徳島 (2018) 

308.  “ガラス管内で油水液滴が示す運動の同期現象” 

笠井柾宏，名和愛利香，山本大吾，塩井章久, 第 28 回 非線形反応と共同現象研究会，

東京 (2018) 

309. “pH 振動反応を利用する油滴種に依存した自律運動” 

船元亮，名和愛利香，山本大吾，塩井章久, 第 28 回 非線形反応と共同現象研究会，東

京 (2018) 

310. “生物ができるのにヒトにはできないこと：生命に学ぶ未踏技術” 

吉川研一，2018 年度 第 2 回 The Cutting Edge!「生命現象への新たな技術アプローチ，

京都府木津川市，9 月 2０日 (2018) 

311. “混合状態の推定‐化学振動反応からのアプローチ-“ 

岡本泰直，名和愛利香，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 83 年会，吹田，2018 年 3

月 13 日 

312. “直流電場下における油中微小水滴の振動運動メカニズムの解明” 

神崎敬浩，岡田和也，名和愛利香，山本大吾，吉川研一，塩井章久，化学工学会第 83 年

会，吹田，2018 年 3 月 14 日（最優秀学生賞） 

313. “非線形現象と化学工学” 

名和愛利香，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 83 年会，吹田，2018 年 3 月 15 日（依

頼講演） 

314. “水面上における油滴の振動運動のイオン依存性” 

三口優大，山下弘史，山本大吾，塩井章久，第 27 回非線形反応と協同現象研究会，福

岡，2017 年 12 月 9 日 

315. “オレイン酸系ベシクルの自励振動と pH 勾配の関係” 

中尾友紀，濱口琴美，塩井章久，沖田（名和）愛利香，第 27 回非線形反応と協同現象研

究会，福岡，2017 年 12 月 9 日 

316. “溶液混合状態が BZ 反応によって発生する化学波に及ぼす影響” 
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岡本泰直，名和愛利香，山本大吾，塩井章久，第 27 回非線形反応と協同現象研究会，

福岡，2017 年 12 月 9 日 

317. “pH 勾配を仕事に変換して自励振動をおこなうオレイン酸系ベシクル” 

中尾友紀，濱口琴美，塩井章久，沖田（名和）愛利香，粉体工学会 2017 年度秋季研究発

表会，大阪，2017 年 10 月 10 日 

318. “擬定常 pH 勾配から得た駆動力で周期運動するベシクル” 

沖田（名和）愛利香，中尾友紀，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 49 回秋季大会，名

古屋，2017 年 9 月 21 日 

319. “pH 振動反応溶液上におけるオレイン酸油滴の自律運動” 

佐々木陽子，岡本泰直，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 49 回秋季大会，名古屋，

2017 年 9 月 21 日 

320. “有機燃料を含む水溶液中における Pt 触媒粒子の集団運動” 

久保内雅生，井尾祐斗，山本大吾，塩井章久，吉川研一，化学工学会第 49 回秋季大会，

名古屋，2017 年 9 月 21 日 

321. “非線形性を活かした生命のような化学システムの可能性”  

塩井章久，化学工学会第 49 回秋季大会，名古屋，2017 年 9 月 20 日（招待講演） 

322. “界面活性剤の吸脱着に誘発される油水界面接触線の周期的運動モードの分岐” 

前野純平，真鍋勇樹，山本大吾，塩井章久，第 68 回コロイドおよび界面化学討論会，

神戸，2017 年 9 月 8 日 

323. “自己組織化を用いた液滴蒸発における円形乾燥パターン形成” 

野中俊希，山本大吾，名和愛利香，塩井章久，第 68 回コロイドおよび界面化学討論会，

神戸，2017 年 9 月 8 日 

324. “擬定常 pH 勾配下におけるベシクル運動の駆動力” 

沖田（名和）愛利香，中尾友紀，山本大吾，塩井章久，第 68 回コロイドおよび界面化学

討論会，神戸，2017 年 9 月 6 日 

325. “pH 振動反応と走化性微小油滴による 自律運動システムの構築” 

岡本泰直，佐々木陽子，山本大吾，塩井章久，2017 年度 第 1 回・第 2 回粉体操作に伴

う諸現象に関する勉強会，奈良，2017 年 8 月 6 日 

326. “非平衡状態で自律運動する界面の科学” 

塩井章久，第 35 回関西界面科学セミナー，不思議な界面を創る・調べる・使う－メゾ

スコピック界面の設計とその挙動－，神戸，2017 年 7 月 1 日（依頼講演） 

327. “化学反応によって誘起される触媒粒子の集団運動” 

井尾祐斗，久保内雅生，山本大吾，塩井章久，吉川研一，粉体工学会 2017 年度春季研

究発表会，東京，2017 年 5 月 16 日（ベストプレゼンテーション賞） 

328. “非平衡での時空間構造形成を利用した化学システムの創出に関する研究”  

塩井章久，化学工学会第 82 年会，東京，2017 年 3 月 6 日（化学工学会研究賞受賞講演） 
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329. “マイクロ空間で駆動する直流型マイクロコイルの運動メカニズムの解明” 

小杉健斗，山本大吾，塩井章久，吉川研一，第 19 回化学工学会学生発表会 (豊中大会)，

豊中，2017 年 3 月 4 日 

330. “化学反応によって誘起される油水界面接触線の周期的運動モードのメカニズム解明” 

真鍋勇樹，山本大吾，塩井章久，化学工学会中国四国支部大会，宇部，2016 年 12 月 10

日（優秀発表賞） 

331. “移流集積法を用いた周期的円形パターン形成のメカニズム解明” 

浅田陽大、山本大吾、塩井章久，化学工学会中国四国支部大会，宇部，2016 年 12 月 10

日（優秀発表賞） 

332. “オレイン酸油滴の自発攪乱と pH 振動反応の協同による自律運動システム”*13 

佐々木陽子，岡本泰直，山本大吾，塩井章久，第 26 回非線形反応と協同現象研究会，

東京，2016 年 12 月 10 日（ポスター賞） 

333. “次世代型ナノデバイス創成の試み：直流型マイクロコイルの運動特性” 

小杉健斗，山本大吾，塩井章久，吉川研一，第 36 回エレクトロレオロジー研究会，京

都，2016 年 12 月 9 日 

334. “垂直振動する粉体層上で発生する水平方向の輸送現象” 

森優輝，竹内朋哉，若松梓，山本大吾，塩井章久，粉体工学会 2016 年度秋期研究発表

会，東京，2016 年 11 月 29 日 

335. “対向拡散によってゲル中に形成する構造性微粒子の形成機構の解明” 

平田知大、天野慎平、川村篤史、山本大吾、塩井章久，粉体工学会 2016 年度秋期研究

発表会，東京，2016 年 11 月 29 日（ベストプレゼンテーション賞） 

336. “化学反応を用いて水中で自発運動を行う白金触媒粒子”, 山本大吾，第 67 回コロイド

および界面化学討論会，旭川，2016 年 9 月 24 日（依頼講演） 

337. “BZ 反応を用いた不均一混合状態の検出” 

岡本泰直，山本大吾，塩井章久，第 4 回技術シーズフォーラム，京都，2016 年 10 月 7

日 

338. “水面上におけるフッ素油の自発運動パターン” 

吉田拓司，山本大吾，塩井章久，吉川研一，Marie Pierre Krafft，第 67 回コロイドおよび

界面化学討論会，旭川，2016 年 9 月 24 日 

339. “水面上における油滴のイオン選択的挙動” 

山下弘史，山本大吾，塩井章久，第 67 回コロイドおよび界面化学討論会，旭川，2016

年 9 月 24 日 

340. “新陳代謝をしながらガラス表面を自己運動する分子集合体” 

藤上幸大，中田真登，田中広夢，山本大吾，塩井章久，第 67 回コロイドおよび界面化

学討論会，旭川，2016 年 9 月 24 日 

341. “pH 勾配と pH の絶対値がベシクル運動に及ぼす影響” 
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名和愛利香，中尾友紀，山本大吾，塩井章久，第 67 回コロイドおよび界面化学討論会，

旭川，2016 年 9 月 24 日 

342. “直流電場下で駆動する微小コイル型モーター” 

小杉健斗，平松和也，山本大吾，塩井章久，鎌田香織，彌田智一，吉川研一，第 77 回応

用物理学会秋季学術講演会，新潟，2016 年 9 月 13 日 

343. “擬似定常 pH 勾配下におけるベシクル運動の定量的検討” 

名和愛利香，中尾友紀，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 48 回秋季大会，徳島，2016

年 9 月 7 日 

344. “初期混合状態の違いによる BZ 反応の chemical wave の安定性と乱れ” 

岡本泰直，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 48 回秋季大会，徳島，2016 年 9 月 7 日 

345. “直流電場下における油相中のマイクロコイルの周期運動” 

平松和也，小杉健斗，山本大吾，塩井章久，吉川研一，化学工学会第 48 回秋季大会，徳

島，2016 年 9 月 7 日（優秀ポスター賞） 

346. “自己組織化による螺旋構造形成を用いた CNT の配向制御” 

前慶祐，外山英寿，山本大吾，塩井章久，吉川研一，化学工学会第 48 回秋季大会，徳

島，2016 年 9 月 7 日（優秀ポスター賞） 

347. “新規微小モーター創成：反応や電気を使い規則運動発現”, 山本大吾，イノベーショ

ン・ジャパン 2016，東京，2016 年 8 月 25 日 

348. “ミクロな化学環境を利用した自己運動性のモデル細胞への付与” 

名和愛利香，山本大吾，塩井章久，粉体工学会第 52 回夏期シンポジウム，神戸, 2016 年

8 月 9 日 

349. “初期混合状態の違いによる BZ 反応の chemical wave の安定性と乱れ” 

岡本泰直，山本大吾，塩井章久，西日本非線形研究会，福岡，2016 年 6 月 25 日 

350. “非平衡化学システムの可能性”  

塩井章久，第 32 回徳島化学工学懇話会，徳島，2016 年 6 月 17 日（依頼講演） 

351. “pH 変化を生成・利用して運動するベシクル” 

名和愛利香，山本大吾，塩井章久， 日本化学会第 96 春季年会，京田辺，2016 年 3 月 24

日 

352. “非線形反応を用いた混合の時空間的変化の可視化” 

谷真由美，塩井章久，山本大吾，岡本泰直，化学工学会第 81 年会，吹田，2016 年 3 月.14

日 

353.  “グルコースの分解反応を利用したベシクルの自律運動” 

名和愛利香，山本大吾，塩井章久，化学工学会第 81 年会，吹田，2016 年 3 月 15 日 

354. “微小モータ：反応や電気で規則運動が創発！”, 山本大吾，APPIE 産学官連携フェア

2015，大阪，2015 年 10 月 15 日 

355. “pH 勾配下におけるベシクルの移動運動および破裂現象”  
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関 麻里，山本大吾，塩井章久，第 25 回非線形反応と協同現象研究会，旭川，2015 年

10 月 3 日（藤枝賞） 

356. “微小空間で起きる化学の力を利用した“様々な動き”, 山本大吾，第 1 回「新ビジネス」

フォーラム，大阪，2015 年 9 月 29 日 

357. “有機物を燃料とする白金触媒化学モーターの自発運動とその運動制御” 

立花優志，高田 剛，山本大吾，塩井章久，吉川研一，化学工学会第 47 回秋季大会，札

幌，2015 年 9 月 10 日 

358. “水中油滴を用いたガラスビーズの能動輸送” 

山本大吾，後藤洋平，塩井章久，化学工学会第 47 回秋季大会，札幌，2015 年 9 月 9 日 

359. “マランゴニ不安定性によるイオン種依存的な浮体の秩序運動” 

安井大祐, 山下弘史, 山本大吾, 塩井章久，第 66 回コロイドおよび界面化学討論会，鹿

児島，2015 年 9 月 10 日 

360. “有機燃料によって駆動する等温化学マイクロモーター：規則的運動の創発” 

高田 剛, 立花優志, 山本大吾, 塩井章久, 吉川研一，第 66 回コロイドおよび界面化学討

論会，鹿児島，2015 年 9 月 10 日 

361. “直流電場下で駆動するマイクロモーターおよびポンプの開発”, 山本大吾，イノベー

ション・ジャパン 2015, 東京，2015 年 8 月 27 日 

362. “生命現象の未解明の謎：ナノのゆらぎからマクロの秩序へのカスケード” 

吉川研一，応用数理物理コロキュウム, 岐阜市, 12 月 6 日(2019) 

363. “非線形開放系としてのヒトと、医学物理学” 

吉川研一，京都大学大学院医学研究科創薬医学講座 公開セミナー, 京都市, 11 月 26 日、

12 月 3 日(2019) 

364. “数理物理が切り拓く医学の新展開：時空間秩序から臨床診断まで” 

K. Yoshikawa, KUIAS-Heidelberg-RIKEN iTHEMS joint WS, Kyoto, 10 Oct. 2019 

365.  “Self-emergence of primitive cell and cellular mini-organoids under crowding environment” 

K. Yoshikawa, The 57th Annual Meeting of the Biophysical Society of Japan, Miyazaki, 24-26, 

Sep. 2019 

366. “生命・医学と物理の架け橋：DNA から形態形成まで” 

吉川 研一, 京都府立医大特別講演，京都，2017 年 3 月 29 日（招待講演） 

367. “拮抗的な塩は水中でどれだけ界面活性剤に近い振舞いをするか” 

貞包浩一朗，土合恭平，山田悟史，日本中性子科学会第１７回年回，福岡大学，福岡，

2017 年 12 月 3 日 

368. “定常直流電場とレーザー誘電場を用いた細胞操作の新たな試み” 

剣持貴弘，岡田和也，辻翔都，吉川研一，静電気学会シンポジウム，東京，2017 年 11

月 20 日（招待講演） 

369. “水/有機溶媒/塩の混合溶液で形成される結晶構造” 
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貞包浩一朗，加藤僚，高椋利幸，第 40 回溶液化学研究会，イーグレひめじ，兵庫，2017

年 10 月 17 日 

370. “水/有機溶媒/塩の混合溶液で形成される結晶構造” 

貞包浩一朗，第 35 回関西界面科学セミナー，神戸大学，兵庫，2017 年 7 月 1 日 (依頼

講演) 

371. “中性子散乱と光ピンセットを用いたソフトマテリアルの秩序形成の研究” 

貞包浩一朗，第 35 回関西界面科学セミナー，神戸大学，兵庫，2017 年 7 月 1 日 (依頼

講演) 

372. “塩によって誘起される液体の階層的秩序” 

貞包浩一朗，電気化学会第 84 回大会，首都大学東京，東京，2017 年 3 月 25 日 (依頼講

演) 

373. “Selective Localization of Actin in Micro-Domains under Molecular Crowding: Difference 

among Monomeric, Linear-Polymeric and Bundling State”， 

中谷 真規，第 54 回日本生物物理学会年会，茨城県つくば市，2016 年 11 月 27 日 （学

生発表賞） 

374. “自然の中の美を探る  Exploring Beauty in Nature” 

吉川 研一,  非線形ソフトマター研究会 2016，千葉，2016 年 10 月 28 日、（招待講演） 

375. “生命現象の階層ダイナミクス” 

吉川 研一，同志社大学脳科学研究科リトリート，京都、2016 年 9 月 28 日、（招待講

演） 

376. “超音波によって引き起こされるゲノム DNA の二本鎖切断” 

吉川 研一，超音波医科学研究センター シンポジウム，同志社大，2016 年 8 月 28 日 

(依頼講演) 

377. “生物に学び生物を越える：新しいミクロ科学の開拓” 

吉川 研一， KICK (けいはんなオープンイノベーションセンター）交流会，京都府木

津町 KICK，2016 年 7 月 28 日、（招待講演） 

378. “拮抗的な塩や局所レーザー場によって誘起される溶液の新しい秩序構造に関する研

究 

貞包浩一朗，第 39 回溶液化学研究会，産業技術総合研究所，茨城，2016 年 11 月 9 日 

(依頼講演) 

379. “中性子散乱と光ピンセットを用いたソフトマテリアルの秩序形成の研究” 

貞包浩一朗， 分子を使った寄せ木細工～自己組織化したソフトマテリアルが織りなす

「かたち」と機能～，島根，2016 年 5 月 27 日 (依頼講演) 

380. “優しく細胞を制御する新技術：細胞を３次元的に積み上げる手法” 

吉川 研一，関西再生医療産業コンソーシアム，大阪市大阪合同庁舎，2016 年 3 月 28

日、（招待講演） 
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381. “混雑環境が作り出す高次機能：細胞の賢さを学ぶ” 

吉川 研一，日本化学会春季年次大会、同志社大学，2016 年 3 月 26 日、（招待講演） 

382. “界面活性剤が誘起する水/有機溶媒混合系の相分離” 

貞包浩一朗，蜂屋昌樹，深尾浩次，瀬戸秀紀, 日本物理学会 2016 年春季大会，宮城，

2016 年 3 月 20 日 

383. “優しく細胞を制御する新技術：細胞を３次元的に積み上げる手法”， 

吉川 研一，同志社大学リエゾンフェア，京都，2015 年 12 月 27 日、（招待講演） 

384. “塩の溶媒和効果により誘起される液体のナノ構造 

貞包浩一朗, 同志社大学ハリス理化学研究所研究発表会 2015 年度学内研究センター

合同シンポジウム，京都，2015 年 12 月 5 日 (依頼講演) 

385. “振動板上の時空間興奮パターン”， 

鷹取 慧，第 27 回非線形反応と協同現象研究会，北海道旭川市，2015 年 10 月３日（ポ

スター賞） 

386. ゲノム DNA の二本鎖切断－超音波・ガンマ線・光励起の比較－” 

吉川 研一，電子情報通信学会，超音波・応用音響研究会，京都市，2015 年 1 月 27 日、

（招待講演） 

387. “大腸菌組成をもつリン脂質ベシクルへのイオン液体の分配” 

鈴木ひかる，仁保早紀子，松本道明, 日本海水学会若手会第 9 回学生研究発表会，東京, 

2018 年 3 月 9 日 

388.  “リン脂質ベシクルへのアミノ酸およびペプチドの分配” 

仁保早紀子，松本道明, 化学工学会中国四国支部・関西支部合同徳島大会，徳島，2018

年 12 月 8 日 

389. “イオン液体含浸バクテリアセルロース膜を用いた脂環式化合物の選択的透過” 

鶴見章人，松本道明, 化学工学会第 49 回秋季大会，名古屋，2017 年 9 月 20 日  

390. “セルロース・キトサン複合ゲルによる金属イオンの吸着” 

石川沙友美，松本道明, 日本海水学会第 68 年会，京都，2017 年 6 月 2 日 

391. “イオン液体による鉄，マンガンの抽出および逆抽出” 

黒部勇介，松本道明, 日本海水学会第 68 年会，京都，2017 年 6 月 1 日 

392. “イオン液体系水性 2 相を用いた鉄・マンガンの抽出” 

岡邊伯恭，松本道明, 日本海水学会第 68 年会，京都，2017 年 6 月 1 日 

393. “プロトン性イオン液体を用いた 1,3-プロパンジオールの水性二相抽出” 

進士文也，松本道明, 分離技術会年会 2017，川崎，2017 年 5 月 26 日 

394. “糖析を用いた水性 2 相による有機酸の抽出” 

神垣達也，松本道明, 分離技術会年会 2017，川崎，2017 年 5 月 26 日 

395. “プロトン性イオン液体による木材からの多糖抽出” 

吉田圭吾，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 82 年会，東京，2017 年 3 月 8 日 
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396. “イオン液体法により調製したセルロース－キトサンハイドロゲルビーズによる金属

の吸着” 

石川沙友美，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 82 年会，東京，2017 年 3 月 8 日 

397. “イオン液体／塩および融点降下溶媒／塩の水性２相系を用いたアルブミンの抽出” 

辰巳正浩，松本道明，近藤和生, 日本海水学会若手会第 8 回学生研究発表会，下関，2017

年 3 月 2 日 

398. “ボロン酸イオン液体を用いた糖類の抽出” 

紀平裕哉，松本道明，近藤和生, 第 35 回溶媒抽出討論会，つくば，2016 年 11 月 28 日 

399. “イオン液体および融点降下溶媒を用いたアルブミンの水性 2 相抽出” 

辰巳正浩，松本道明，近藤和生, 化学工学会福島大会，福島，2016 年 11 月 26 日 

400. “エタノール－塩系水性 2 相によるコハク酸の抽出とエステル化” 

辰巳正浩，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 48 回秋季大会，徳島，2016 年 9 月 7 日 

401. “イオン液体含有高分子膜を用いたフェニルアラニンの透過” 

井上 慧，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 48 回秋季大会，徳島，2016 年 9 月 7 日 

402. “疎水性イオン液体による鉄，マンガンの溶媒抽出と液膜分離” 

松本道明，P. D. Ola, 近藤和生, 日本海水学会第 67 年会，登別，2016 年 6 月 9 日 

403. “イオン液体含有高分子膜を用いたトリプトファンの透過” 

喜多宣竹，松本道明，近藤和生, 分離技術会年会 2016，習志野，2016 年 5 月 28 日 

404. “塩析および糖析効果を利用した固定化リパーゼ膜の反応特性” 

市之瀬達哉，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 81 年会，吹田，2016 年 3 月 14 日 

405. “イオン液体含有 PVA ゼラチン膜によるエタノールの分離” 

喜多宏介，松本道明，近藤和生, 化学工学会第 81 年会，吹田，2016 年 3 月 13 日 

406. “イオン液体の DPPC ベシクルへの分配特性”  

伊藤可梨，松本道明，近藤和生, 第 18 回化学工学会学生発表会，福岡，2016 年 3 月 5

日 

407. “火落ち菌の有機溶媒耐性とその乳酸抽出発酵” 

松本道明，西村昌司，近藤和生, 第 34 回溶媒抽出討論会，野々市，2015 年 10 月 24 日 

408. “ボロン酸を用いた多価アルコールの抽出に及ぼす疎水性イオン液体の効果” 

松本道明，出島侑也，近藤和生, 化学工学会第 47 回秋季大会，札幌，2015 年 9 月 10 日 

409. “水溶性有機溶媒／塩系水性 2 相を用いたアミノ酸の抽出機構” 

松本道明，佐藤雄大，近藤和生, 日本海水学会第 66 年会，川崎，2015 年 6 月 4 日 

410. “水溶性有機化合物からなる水性 2 相法によるコハク酸の抽出” 

松本道明，A.I. Pratiwi，近藤和生, 分離技術会年会 2015，横浜，2015 年 5 月 30 日 

411. “粘性流体を内包したリポソームの脱水変形” 

柳澤実穂, 藤原慶, 日本物理学会第 73 回年次大会，東京，2018 年 3 月 25 日 

412. “DNA からなる骨格を備えた人工膜の力学的測定” 
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黒川知加子, 瀧ノ上正浩, 柳澤実穂, 日本物理学会第 73 回年次大会，千葉，2018 年 3 月

25 日 

413. “高分子混雑と細胞サイズ閉じ込めの協奏による特異な相挙動”,  

柳澤実穂, 第 57 回日本生物物理学会, 宮崎, 2019 年 9 月 25 日 

414. “細胞サイズ特異的な生体高分子溶液の相転移現象の解明から生命現象の物理的理解

へ”, 柳澤実穂, 札幌, 定量生物学会 北海道キャラバン, 2019 年 11 月 6 日 

415. “粘性流体を内包したリポソームの脱水変形” 

柳澤実穂, 藤原慶, 日本物理学会第 73 回年次大会，東京，2018 年 3 月 25 日 

416. “DNA からなる骨格を備えた人工膜の力学的測定” 

黒川知加子, 瀧ノ上正浩, 柳澤実穂, 日本物理学会第 73 回年次大会，千葉，2018 年 3 月

25 日 

417. “高分子混雑したミクロ液滴における分子拡散挙動の液滴サイズ依存性” 

渡邊千穂, 柳澤実穂, 日本物理学会第 73 回年次大会，千葉，2018 年 3 月 23 日 

418. “マイクロ流路を用いたミクロ液滴間の膜接着とパターン形成機構の解明” 

藤原祥吾, 庄司観, 川野竜司, 柳澤実穂, 日本物理学会第 73 回年次大会，千葉，2018 年

3 月 25 日 

419. “脂質膜ミクロ閉じ込めが誘起するゼラチンゲルの弾性及び構造変化” 

酒井淳, 村山能宏, 藤原慶, 木戸秋悟, 柳澤実穂, 日本物理学会第 73 回年次大会，千葉，

2018 年 3 月 23 日 

420. “相互接着リポソームにおける接着と膜張力との相関” 

小田敦士, 柳澤実穂, 第 4 回サイボウニクス研究会, 東京, 2018 年 1 月 17 日 

421. “高浸透圧下における相分離リポソームの膜変形” 

伊藤遥紀, 柳澤実穂, 第 4 回サイボウニクス研究会, 東京, 2018 年 1 月 17 日 

422. “タンパク質溶液中の分子拡散に対するミクロ空間閉じ込めの影響” 

小堀雄大, 渡邊千穂, 柳澤実穂, 第 4 回サイボウニクス研究会, 東京, 2018 年 1 月 17 日 

423. “相分離とゲル化による高分子液滴の歪み変形” 

小柳佳介, 柳澤実穂, 第 4 回サイボウニクス研究会, 東京, 2018 年 1 月 17 日 

424. “DNA 細胞骨格による人工細胞の強化” 

柳澤実穂, 第 7 回ソフトな物工の未来を考える会, 神奈川, 2017 年 11 月 11 日（招待講

演） 

425. “細胞模倣による新規ミクロ材料創成” 

柳澤実穂, ダイバーシティ・セミナー＆社会課題に応える女性研究者によるシーズ発表

会, 東京, 2017 年 10 月 6 日（招待講演） 

426. “粘弾性溶液を内包した細胞膜モデルの膜変形や拡散挙動” 

柳澤実穂, 日本物理学会 2017 年秋季大会, 岩手, 2017 年 9 月 23 日（招待講演） 

427. “マイクロ液滴界面を利用した RNA 転写可能な人工細胞核の構築” 
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渡邉理佐, 森田雅宗, 柳澤実穂, 瀧ノ上正浩, 日本生物物理学会第 55 回年会, 熊本, 2017

年 9 月 20 日 

428. “高分子混雑の世界”  

柳澤実穂, 日本生物物理学会第 55 回年会, 熊本, 2017 年 9 月 20 日 

429. “DNA 人工細胞骨格によるリポソームの力学的補強” 

黒川知加子, 藤原慶 , 森田雅宗, 川又生吹, 川岸由, 酒井淳, 村山能宏, 野村慎一郎, 村

田智, 瀧ノ上正浩, 柳澤実穂, 日本生物物理学会第 55 回年会, 熊本, 2017 年 9 月 19 日

（学生発表賞を受賞） 

430. “マイクロ流路デバイスを用いた細胞サイズ液滴の充填パターン” 

藤原 祥吾, 庄司 観, 川野 竜司, 柳澤実穂, 日本生物物理学会第 55 回年会, 熊本, 2017

年 9 月 19 日 

431. “分子拡散に対するミクロ空間に閉じ込めと高分子混雑の相乗効果” 

渡邊千穂, 柳澤実穂, 日本生物物理学会第 55 回年会, 熊本, 2017 年 9 月 19 日 

432. “受賞者へのエール－細胞に学ぶ物理学－”  

柳澤実穂, 資生堂女性研究者サイエンスグラント第 10 回授賞式, 東京, 2017 年 7 月 7 日

（招待講演） 

433. “細胞モデルを用いた細胞組織形態形成へのアプローチ”  

柳澤実穂, H29 年度新学術領域３Ｄ形態形成ロジック班会議, 札幌, 2017 年 6 月 27 日 

434. “液滴集合体を用いた細胞組織モデルの構築”  

藤原祥吾, 庄司観, 川野竜司, 柳澤実穂, H29 年度新学術領域３Ｄ形態形成ロジック班会

議, 札幌, 2017 年 6 月 26 日 

435. “Anomalous diffusion of polymers confined in microdroplets”  

柳澤実穂, H29 年度新学術領域ゆらぎと構造の協奏 班会議, 東京, 2017 年 6 月 24 日 

436. “細胞形状に学ぶミクロゲルの 自発的な構造形成機構の解明”  

柳澤実穂, 花王芸術化学財団 報告会, 東京, 2017 年 6 月 16 日 

437. “マイクロ流路デバイスを用いた液滴集合体の形成とパターン制御” 

藤原祥吾、庄司観、川野竜司、柳澤実穂, 化学とマイクロ・ナノシステム学会第 35 回研

究会（CHEMINAS 35）, 東京, 2017 年 5 月 23 日 

438. “細胞模倣によるミクロ材料創成” 

柳澤実穂, 2016 年度•私大戦略研究・研究成果報告会, 京都, 2017 年 4 月 22 日 

439. “細胞モデルを用いた細胞組織形態形成へのアプローチ” 

柳澤実穂, H28 年度新学術領域３Ｄ形態形成ロジック春合宿, 滋賀県, 2017 年 3 月 28 日 

440. “脂質膜で覆われたミクロ高分子液滴における高分子混雑と異常拡散” 

渡辺千穂，柳澤実穂, 第 72 回日本物理学会年会, 茨城県, 2017 年 3 月 20 日 

441. “ミクロ高分子液滴のゲル化に対する膜表面の影響” 

酒井淳, 村山能宏，柳澤実穂, 第 72 回日本物理学会年会, 茨城県, 2017 年 3 月 18 日 
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442. “非対称ミクロゲルの硬さ－ゲル化過程の表面と曲率の影響－”  

酒井淳, 村山能宏，柳澤実穂, 第 3 回サイボウニクス研究会, 東京, 2016 年 12 月 20 日

（優秀研究発表賞） 

443. “細胞組織モデルとしての液滴集合体形成”  

藤原祥吾, 川野竜司，柳澤実穂, 第 3 回サイボウニクス研究会, 東京, 2016 年 12 月 20 日 

444. “リポソーム平衡形状における外力の影響” 

青木菜摘，柳澤実穂, 第 3 回サイボウニクス研究会, 東京, 2016 年 12 月 20 日 

445. “細胞骨格様の DNA ゲルに支持されたカプセルの作成とその応用” 

黒川知加子, 藤原慶, 森田雅宗, 川又生吹, 村田智, 瀧ノ上正浩, 柳澤実穂, 第 3 回サイ

ボウニクス研究会, 東京, 2016 年 12 月 20 日（優秀研究発表賞） 

446. “細胞サイズ液滴内における高分子溶液の拡散とその空間閉じ込めの影響” 

渡辺千穂, 柳澤実穂, 第 54 回日本生物物理学会年会, 茨城県, 2016 年 11 月 26 日 

447. “プログラマブルな性質を有する DNA ナノプレートからなるマイクロカプセルの形

成” 

石川 大輔, 鈴木 勇輝, 黒川 知加子, 大原 正行, 森田 雅宗, 柳澤 実穂, 川野 竜司, 遠

藤 政幸, 瀧ノ上 正浩, 第 54 回日本生物物理学会年会, 茨城県, 2016 年 11 月 25 日 

448. “脂質膜に覆われた細胞サイズ生体高分子ゲルの弾性率” 

酒井淳, 村山能宏, 柳澤実穂, 第 54 回日本生物物理学会年会, 茨城県, 2016 年 11 月 25

日 

449. “マイクロ液滴界面を利用した RNA 転写配列を有する DNA マイクロ構造体の構築” 

渡辺理沙，森田雅宗，柳澤実穂，瀧ノ上正浩, 第 54 回日本生物物理学会年会, 茨城県, 

2016 年 11 月 25 日 

450. “荷電脂質膜表面上での自己組織化 DNA マイクロ構造の形成” 

森田雅宗，野村Ｍ慎一郎，村田智，柳澤実穂，瀧ノ上正浩, 第 54 回日本生物物理学会年

会, 茨城県, 2016 年 11 月 25 日 

451. “DNA ナノ構造体の油水界面集積によるマイクロカプセル形成” 

石川大輔，鈴木勇輝，黒川知加子，大原正行，土屋美恵，森田雅宗，柳澤実穂，川野竜

司，遠藤政幸，瀧ノ上正浩, 「細胞を創る」研究会 9.0, 東京, 2016 年 11 月 21 日 

452. “ゲルの作製過程における脂質膜の影響” 

酒井淳, 村山能宏, 柳澤実穂, 東京農工大学工学学部・工学府学生による研究発表会, 東

京, 2016 年 11 月 12 日 

453. “荷電脂質膜面上で自己組織化された DNA マイクロ構造体の構築” 

森田雅宗，野村Ｍ慎一郎，村田智，柳澤実穂，瀧ノ上正浩, 第 10 回バイオ関連化学シン

ポジウム, 金沢, 2016 年 9 月 10 日 

454. “脂質膜への接着によるゼラチンゲルの弾性率上昇” 

酒井淳, 村山能宏, 柳澤実穂, 第 15 回関東ソフトマター研究会, 東京, 2016 年 8 月 15 日 
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455. “ミクロ液滴による高分子溶液閉じ込め効果：拡散係数と閉じ込めサイズの相関” 

渡辺千穂, 柳澤実穂, 第 15 回関東ソフトマター研究会, 東京, 2016 年 8 月 15 日 

456. “液滴系における高分子のパターン形成から細胞組織の形へのアプローチ” 

渡辺千穂, 柳澤実穂, 新学術 3D モルフォ班会議, 札幌, 2016 年 5 月 23 日 

457. “細胞を模倣した高分子ミクロゲルの弾性率測定” 

酒井淳, 柳澤実穂, 新学術 3D モルフォ班会議, 札幌, 2016 年 5 月 23 日 

458. “荷電脂質膜界面における DNA ミクロ構造の形成” 

森田雅宗，石川大輔，野村Ｍ慎一郎，村田智，柳澤実穂，瀧ノ上正浩, 化学とマイクロ・

ナノシステム学会第 33 回研究会(CHEMINAS 33), 東京, 2016 年 4 月 26 日 

459. “油水界面を集積場として利用した DNA ナノ構造体のマイクロカプセル化” 

石川大輔，鈴木勇輝，黒川知加子，森田雅宗，柳澤実穂，川野竜司，遠藤政幸，瀧ノ上

正浩, 化学とマイクロ・ナノシステム学会第 33 回研究会(CHEMINAS 33), 東京, 2016 年

4 月 26 日, （優秀研究賞 2016 受賞） 

460. “微小な 2D, 3D 液体やゲル” 

柳澤実穂, 平成 27 年度第 4 回インターディシプリナリー交流会, 東京, 2016 年 3 月 25

日 

461. “浸透流による球状ベシクルの形態変化” 

鴻巣正樹, 伊藤弘明, 柳澤実穂, 市川正敏, 第 71 回日本物理学会年会, 仙台, 2016 年 3 月

22 日 

462. “膜接着した２液滴系で見られる相分離パターンの相関配列” 

篠原英里子, 柳澤実穂, 第 71 回日本物理学会年会, 仙台, 2016 年 3 月 22 日 

463. “DNA ゲルの裏打ち構造を備えたエマルションの作製と表面張力測定” 

黒川知加子, 藤原慶, 森田雅宗, 川又生吹, 村田智, 瀧ノ上雅宗, 柳澤実穂, 第 71 回日本

物理学会年会, 仙台, 2016 年 3 月 22 日 

464. “ゼラチン・ミクロゲルの局所弾性率に対する脂質膜への濡れの影響” 

酒井淳, 柳澤実穂, 第 71 回日本物理学会年会, 仙台, 2016 年 3 月 19 日 

465. “両親媒性 DNA オリガミの自己会合によるマイクロカプセルの構築” 

石川大輔，鈴木勇輝，黒川知加子，森田雅宗，柳澤実穂，遠藤政幸，瀧ノ上正浩, 第 97

日本化学会春季年会, 神奈川, 2016 年 3 月 16 日 

466. “細胞模倣化が導くミクロな液体とゲルの相挙動” 

柳澤実穂, 日本学術会議・公開シンポジウム「物性物理学・一般物理学分野の展開と大

型研究計画」, 東京, 2016 年 3 月 1 日（招待講演） 

467. “細胞模倣ゲルの弾性率制御” 

酒井淳, 柳澤実穂, 第 2 回サイボウニクス研究会, 神奈川県, 2015 年 12 月 8 日 

468. “遠心力を用いた液滴集合体の形成” 

加藤輝之, 柳澤実穂, 第 2 回サイボウニクス研究会, 神奈川県, 2015 年 12 月 8 日 
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469. “相転移を利用したミクロゲルの形と物性の制御法：DDS や化粧品等への応用を目指し

て” 

柳澤実穂, 先端技術講座バイオ・アクティブ・ソフトマター, 東京, 2015 年 12 月 2 日（招

待講演） 

470. " Shape control of biopolymer microgels utilizing model cells” 

柳澤実穂, 第 53 回日本生物物理学会年会, 金沢, 2015 年 9 月 15 日（招待講演） 

471. "Liposomes with skeleton network of self-assembled DNA gel mimicking actin cortex” 

黒川知加子, 藤原慶, 森田雅宗, 川又生吹, 村田智, 瀧ノ上雅宗, 柳澤実穂, 第 53 回日本

生物物理学会年会, 金沢, 2015 年 9 月 14 日 

472. " How membrane wetting affects elasticity of biopolymer gels in model cells?” 

酒井淳, 柳澤実穂, 第 53 回日本生物物理学会年会, 金沢, 2015 年 9 月 14 日 

473. " Construction of self-assembled DNA nanostructures on lipid membrane surface” 

森田雅宗, 柳澤実穂 , 浜田省吾, 野村 慎一郎, 村田智, 瀧ノ上正浩, 第 53回日本生物物

理学会年会, 金沢, 2015 年 9 月 13 日 

474. "DNA カプセルで支持されたリポソームの作成と膜変形” 

黒川知加子, 藤原慶, 森田雅宗, 川又生吹, 村田智, 瀧ノ上雅宗, 柳澤実穂, 第 14 回関東

ソフトマター研究会, 神奈川県, 2015 年 8 月 8 日 

475. "ミクロ液滴中で相分離した高分子ゲルの局所弾性率” 

酒井淳, 柳澤実穂, 第 14 回関東ソフトマター研究会, 神奈川県, 2015 年 8 月 8 日 

476. “イオン性柔粘性結晶中にドープされた蛍光分子のスペクトル及び寿命分布の評価：

液相及び固相との比較” 

七原 悠夏，川口 匠悟，中谷 祐也，松村 千尋，遠藤 太佳嗣，木村 佳文, 日本化学会

第 99 春季年会, 兵庫, 2019 年 3 月 

477. “イオン液体中のフラボノール誘導体の励起状態分子内プロトン移動過程におけるア

ルキル鎖長効果” 

宮林花道，藤井香里，俣野善博，遠藤太佳嗣，木村佳文, 日本化学会第 99 春季年会, 兵

庫, 2019 年 3 月 

478. “二段階光励起によるイオン液体の溶媒和ダイナミクスの解明” 

藤井香里，中農浩史，佐藤啓文, 遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 13 回分子科学討論会，名古

屋、2019 年 9 月 

479. “イオン液体中のフラボノール誘導体に関する光反応ダイナミクスの系統的理解と反

応制御” 

宮林花道，藤井香里，俣野善博，遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 13 回分子科学討論会，名古

屋、2019 年 9 月 

480. “6-ヒドロキシキノリンのプロトン移動からみたプロトン性イオン液体のプロトン活

性” 
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松村千尋，藤井香里，七原悠夏，遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 13 回分子科学討論会，名古

屋、2019 年 9 月 

481. “光解離反応から見たイオン液体の溶媒和過程の解明” 

藤井香里，中農浩史，佐藤啓文, 遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 42 回溶液化学シンポジウム，

仙台，2019 年 10 月 

482. “イオン液体の特異な極性構造を用いた電子励起状態における反応制御” 

宮林花道，藤井香里，渡邊拓未, 俣野善博, 遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 42 回溶液化学シ

ンポジウム，仙台，2019 年 10 月 

483.  “水和イオン液体中でのタンパク質のダイナミクス” 

梅崎詩菜, 畠中美雨, 遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 10 回イオン液体討論会, 大阪，2019 年

11 月 

484.  “過渡回折格子分光法を用いたイオン液体中でのラジカル拡散の研究” 

中嶋聡, 山下剣史朗, 岩上尚平, 遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 10 回イオン液体討論会, 大

阪，2019 年 11 月 

485.  “イオン性柔粘性結晶中にドープされた蛍光分子のダイナミクスの評価” 

渡辺玲、七原悠夏、松村千尋、川口匠悟、中谷裕也、遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第 10 回イ

オン液体討論会, 大阪，2019 年 11 月 

486.  “一酸化炭素の回転から見るイオン液体の不均一構造” 

隅田大樹，八坂能郎，木村佳文，遠藤太佳嗣, 第 13 回分子科学討論会，名古屋，2019

年 9 月 18 日 

487. “不均一構造を有するイオン液体中での小さい溶質分子の拡散挙動” 

遠藤太佳嗣，山下祐樹，隅田大樹，八坂能郎，高橋憲司，木村佳文, 第 13 回分子科

学討論会，名古屋，2019 年 9 月 19 日 

488. “一酸化炭素の回転から見るイオン液体：アルキル鎖長依存性” 

隅田大樹, 木村 佳文、遠藤太佳嗣, 第 10 回イオン液体討論会, 大阪，2019 年 11 月

22 

489. “イオン液体中でのニトロアニリン類の励起状態緩和過程に対するアルキル鎖長効果” 

木村佳文，福井哲平，岡副眞也，遠藤太佳嗣，第 12 回分子科学討論会，福岡，2018 年

9 月 

490. “超臨界アルコール中での励起状態プロトン移動の測定と拡散反応モデルに基づく解

析” 

藤井 ⾹⾥，荒巻 愛，⽊村 佳⽂，第 12 回分子科学討論会，福岡，2018 年 9 月 

491. “イオン液体中における p-アミノフェニルチイルラジカルの発光過程のカチオン依

存性” 

藤井香里，岡副眞也，福井哲平，遠藤太佳嗣，木村 佳文, 第 9 回イオン液体討論会、鳥

取、2018 年 10 月 
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492. “1,n-Pyrrolidium dicyanoaurate(I)の発光ダイナミクスのアルキル鎖長依存性” 

成田貴光，藤井香里，遠藤太佳嗣，木村佳文, 第 9 回イオン液体討論会、鳥取、2018 年

10 

493. “蛍光異方性からみた水和イオン液体中でのたんぱく質のダイナミクス” 

川口匠悟，中谷裕也，遠藤太佳嗣，木村 佳文, 第 9 回イオン液体討論会、鳥取、2018 年

10 月 

494. “イオン液体の不均一構造が溶質拡散に与える影響” 

遠藤太佳嗣，山下祐樹，八坂能郎，木村佳文，高橋 憲司, 第 9 回イオン液体討論会、

鳥取、2018 年 10 月 29 日 

495. “水和イオン液体中での Photoactive Yellow Protein の光反応ダイナミクス” 

小野寺香菜, 水谷浩人, 遠藤太佳嗣, 金穂香, 中曽根祐介, 寺嶋正秀, 木村佳文, 第８回

イオン液体討論会，東京，2017 年 11 月 24 日. 

496. “還元性を有するギ酸イオン液体の特性評価” 

岡副眞也，八坂能郎，遠藤太佳嗣, 木村佳文, 第８回イオン液体討論会，東京，2017 年

11 月 24 日. 

497. “プロトイオン液体中におけるシアノナフトールのプロトン移動ダイナミクス” 

藤井香里，八坂能郎，上野正勝，小柳誉也，春日想楽，俣野善博，遠藤太佳嗣，木村佳

文，第８回イオン液体討論会，東京，2017 年 11 月 24 日. 

498. “[Cnmim][NTf2]中におけるニトロアニリン類の光励起ダイナミクス” 

木村佳文，茨木伸哉，平野隆成，杉田陽佑，八坂能朗，上野正勝，第８回イオン液体討

論会，東京，2017 年 11 月 24 日. 

499. “イオン液体による高濃度セルロース溶解前処理：結晶構造解析と前処理メカニズム” 

藤井俊輔, Ei Mon Aung, 細見昭太, 遠藤太佳嗣, 仁宮一章, 高橋憲司, 第８回イオン液体

討論会, 東京, 2017 年 11 月 23-24 日 

500. “Efficient Pretreatment of Cellulose in Ioinc Liquid at High Loading” 

Ei Mon Aung, 遠藤太佳嗣, 藤井俊輔, 木水貢, 仁宮一章, 高橋憲司, 第８回イオン液体

討論会, 東京, 2017 年 11 月 23-24 日 

501. “アルキル鎖長の異なるイミダゾリウムカチオン系のイオン液体中におけるニトロア

ニリン類の光励起ダイナミクス” 

木村佳文，茨木伸哉，平野隆成，杉田陽佑，八坂能朗，上野正勝, 第 40 回溶液化学シン

ポジウム，姫路，2017 年 10 月 18 日. 

502. “超臨界状態をふくむアルコール中での 5, 8-ジシアノ-2-ナフトールの励起状態プロ

ト ン移動反応” 

藤井香里, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 40 回溶液化学シンポジウム，姫路，2017

年 10 月 19 日. 

503. “2-フェニルベンゾ[b]ホスホニウム塩における消光反応のダイナミクス” 
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川口匠吾，藤井香里, 小柳誉也，俣野善博，木村佳文, 第 40 回溶液化学シンポジウム，

姫路，2017 年 10 月 18 日.（ポスター賞受賞） 

504. “還元性イオン液体のイオン液体を用いた金属ナノ粒子の合成” 

岡副眞也，八坂能郎，上野正勝, 木村佳文, 第 11 回分子科学会，仙台，2017 年 9 月 18

日. 

505. “プロトン性イオン液体中におけるプロトン移動反応:イオン液体に特有の反応中間体

の観測と同定” 

藤井香里，八坂能郎，上野正勝，小柳誉也，春日想楽，俣野善博，木村佳文, 第 11 回分

子科学会，仙台，2017 年 9 月 17 日. 

506. “超臨界アルコール中での 5,8-ジシアノ-2-ナフトールの励起状態プロトン移動反応” 

木村佳文, 藤井香里，柴山真沙希, 八坂能朗,上野正勝, 第 11 回分子科学会，仙台，2017

年 9 月 17 日. 

507. “NMR を用いた脂環式イオン液体の THF 溶媒中における回転ダイナミクスの研究” 

小口聡, 藤井幸造, 森田剛, 遠藤太佳嗣, 西川恵子, 第 11 回分子科学討論会, 仙台, 2017

年 9 月 15-18 日 

508. “TG 法でみたイオン液体中での光応答タンパク質のダイナミクス” 

小野寺香菜，八坂能郎，木村佳文 分子研研究会「不均⼀なゆらぎとその周辺の科学：

Nishikawa Line から第⼆臨界点まで」，2017 年 7 月 18 日. 

509. “プロトン性イオン液体中でのプロトン移動ダイナミクス” 

藤井香里，八坂能郎，木村佳文, 分子研研究会「不均⼀なゆらぎとその周辺の科学：

Nishikawa Line から第⼆臨界点まで」, 岡崎，2017 年 7 月 18 日. 

510. “還元性イオン液体中での金属ナノ粒子の生成” 

岡副眞也，八坂能郎，木村佳文, 分子研研究会「不均⼀なゆらぎとその周辺の科学：

Nishikawa Line から第⼆臨界点まで」，岡崎，2017 年 7 月 18 日. 

511. “水素結合性の超臨界流体の溶質・溶媒相互作用とプロトン移動反応” 

木村佳文, 分子研研究会「不均⼀なゆらぎとその周辺の科学：Nishikawa Line から第⼆

臨界点まで」，岡崎，2017 年 7 月 18 日. (招待講演) 

512. “イオン液体中におけるギ酸イオンの溶液化学的特性とその応用” 

八坂能郎, 電気化学会第 84 回大会，東京, 2017 年 3 月 25-27 日 

513. “固体触媒を用いたギ酸イオンによる脱塩素化反応” 

山田凌司, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 日本化学会第 97 春季年会，東京，2017 年 3

月 16 日. 

514. “ジシアノ金をアニオンとするイオン液体の発光ダイナミクスの励起波長依存性” 

木村佳文, 田中沙季, 藤井香里, 谷口充弘，八坂能郎, 上野正勝, 日本化学会第 97 春季

年会，東京，2017 年 3 月 16 日. 

515. “5-シアノ-2-ナフトールのイオン液体中でのプロトン移動ダイナミクス” 
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藤井香里, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 日本化学会第 97 春季年会，東京，2017 年 3

月 16 日. 

516. “ギ酸系イオン液体を用いた有機塩素化合物の脱塩素化” 

林高弘, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 日本化学会第 97 春季年会，東京，2017 年 3 月

16 日. 

517. “過渡回折格子法を用いたイオン液体中での中性分子の拡散係数の温度・圧力依存性

の検討” 

木村佳文，機田祐人，岩上尚平，水谷浩人，小野寺香菜，八坂能郎，上野正勝, 第 39 回

溶液化学シンポジウム，つくば，2016 年 11 月 9 日. 

518. “水-アルコール混合系の超臨界状態における水素結合の検討”  

福良隆志，八坂能郎，上野正勝，木村佳文, 第 39 回溶液化学シンポジウム，つくば，

2016 年 11 月 9 日. 

519. “流通式による発光カーボンナノドットの合成” 

平松純季，比江嶋裕介，八坂能郎，上野正勝，新田晃平，木村佳文, 第 39 回溶液化学シ

ンポジウム，つくば，2016 年 11 月 10 日. （ポスター賞受賞） 

520. “イオン液体中の分子ダイナミクスの解明と特異な反応場を利用した新規反応の開拓” 

八坂能郎, 第 39 回溶液化学シンポジウム，つくば, 2016 年 11 月 9-11 日 

521. “ジシアノ金をアニオンにもつイオン液体の発光ダイナミクス” 

木村佳文， 田中沙季， 谷口充弘， 藤井香里， 八坂能郎， 上野正勝, 第 7 イオン液体

討論会，金沢，2016 年 10 月 24 日 

522. “過渡回折格子法によるジカチオンのイオン液体中での分子拡散の測定” 

小野寺香菜, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016 年

10 月 24 日 

523. “イオン性柔粘性結晶中のピレンの発光ダイナミクス” 

木村佳文, 池田伸介, 栩谷采花, 八坂能郎, 上野正勝, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，

2016 年 10 月 24 日 

524. “イミダゾリウム系イオン液体中での溶質拡散のアルキル鎖長依存性” 

山下裕樹,  遠藤太佳嗣,  木村佳文,  高橋憲司, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016

年 10 月 25 日. 

525. “過渡回折格子法を用いたイオン液体中での反応熱力学の検討” 

水谷浩人, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016 年 10

月 25 日. 

526. “シアノナフトール類のイオン液体中でのプロトン移動ダイナミクス” 

藤井香里, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016 年 10

月 25 日. 

527. “還元性のアニオンから構成されるイオン液体中でのレーザーアブレーションによる
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金属ナノ粒子の合成” 

岡副眞也, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016 年 10

月 24 日. 

528. “塩基性アニオンをもつイオン液体による気体の化学吸収” 

八坂能郎, 木村佳文 第 7 回イオン液体討論会，金沢，2016 年 10 月 24 日. 

529. “イオン液体中のレーザーアブレーションによる金属ナノ粒子の合成－ホスホニウム

カチオンの側鎖の効果－” 

岡副眞也, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 10 回分子科学討論会，神戸，2016 年 9 月

14 日. 

530. “溶質分子の回転緩和時間からみたイオン液体の不均一構造“ 

藤井香里, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 10 回分子科学討論会，神戸，2016 年 9 月

14 日. 

531. “アントラセンの回転緩和時間からみたイオン液体の不均一構造” 

藤井 香里, 八坂 能郎,上野 正勝, 木村 佳文, 日本化学会第 96 春季年会, 2016 年 3 月 27

日. 

532. “ホスホニウム系イオン液体中でのレーザーアブレーションによるナノ粒子合成 ‐ア

ルキル鎖長の効果‐” 

岡副眞也, 八坂能郎,上野正勝, 木村佳文, 日本化学会第 96 春季年会, 2016 年 3 月 25 日. 

533. “水熱反応による発光カーボンナノドットの合成と蛍光ダイナミクスの測定” 

平松純季，比江嶋裕介, 八坂能郎，上野正勝，新田晃平，木村佳文，第 56 回高圧討論会，

2015 年 11 月 11 日. 

534. “過度回折格子法による反応中間体ラジカルの高圧下での拡散係数の測定” 

岩上尚平, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 56 回高圧討論会, 2015 年 11 月 12 日. 

535. “ラマン分光法による超臨界流体の水素結合性の評価”  

福良隆志, 麻田有里, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 56 回高圧討論会, 2015 年 11 月

12 日. 

536. “イオン液体中の一酸化炭素の回転ダイナミクス” 

八坂能郎, 木村佳文, 第 6 回イオン液体討論会, 2016 年 10 月 26 日 

537. “ギ酸系イオン液体の CO2 吸収に伴う会合体形成：ラマン分光法における解析” 

齋藤佑磨, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 6 回イオン液体討論会, 2015 年 10 月 26 日. 

538. “過渡回折格子法によるイオン液体中での光化学反応の熱力学” 

水谷浩人, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第 6 回イオン液体討論会, 2015 年 10 月 27 日. 

539. “レーザーアブレーションによるイオン液体中での貴金属ナノ粒子の生成：カチオン

のアルキル鎖が粒子に及ぼす効果” 岡副眞也, 八坂能郎, 上野正勝, 木村佳文, 第6回イ

オン液体討論会, 2015 年 10 月 26 日. 

540. “一酸化炭素の回転ダイナミクスに対する溶媒効果－イオン液体はどのくらいアルカ
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ン的か” 

八坂能郎，木村佳文, 第 38 回溶液化学シンポジウム, 2015 年 10 月 21 日. 

541. “ギ酸系イオン液体の CO2吸収に伴う会合体形成：ラマン分光法による解析” 

齋藤佑磨，八坂能郎，上野正勝，木村佳文, 第 38 回溶液化学シンポジウム, 2015 年 10

月 22 日. 

542. "糸状性シアノバクテリアの光合成膜機能分化を見る顕微分光イメージングの現在位

置" 

熊崎茂一, 野末秀穂, 玉水公人, 寺嶋正秀, 片山光徳（日大生産工）, 第２７回光合成セ

ミナー2019, 大阪大学, 2019 年 7 月 13-14 日(口頭発表) 

543. “二種のヘテロシスト形成型シアノバクテリアのラマン散乱イメージング”  

玉水公人, 野末秀穂, 片山光徳, 寺嶋正秀, 椎名隆, 熊崎茂一, 第１０回光合成学会年会, 

京都産業大学, 2019 年 5 月 25-26 日(ポスター発表) 

544. "遺伝学的および形態的に遠隔な二種のヘテロシスト形成型シアノバクテリアのラマ

ン散乱イメージング"玉水公人，熊崎茂一,第 60 回植物生理学会年会年会,名古屋大学, 

2019 年 3 月 13-15 日(口頭) 

545. “976nm 励起によるヘテロシスト形成シアノバクテリアのラマン散乱とフォトルミネ

ッサンスの顕微分光イメージング”, 熊崎茂一, 玉水公人, 第２６回光合成セミナー2018, 

神戸大学, 2018 年 7 月 21-22 日(口頭発表) 

546. “ヘテロシスト形成型糸状シアノバクテリアの一種であるリブラリアの生活史の顕微

分光イメージングによる追跡” 熊崎茂一，野末秀穂，福田真士，玉水公人，寺嶋正秀，

片山光徳, 第 59 回植物生理学会年会年会、札幌コンベンションセンター, 2018 年 3 月

28-30 日(ポスター) 

547. "窒素固定細胞と隣接栄養細胞の差異を⾊素タンパク質の濃度と量⼦収率で究明する

顕微分光イメージング" 

野末秀穂, 片山光徳, 寺嶋正秀, 熊崎茂一, 第 8 回日本光合成学会, 滋賀, 2017 年 5 月 27-

28 日(ポスター) 

548. "窒素固定細胞内アンテナ色素タンパク質複合体の相違を検知する蛍光スペクトル顕

微鏡と吸収スペクトル顕微鏡両立における光合成膜状態の多様性" 

野末秀穂, 片山光徳, 寺嶋正秀, 熊崎茂一, 第58回日本日本植物生理学会年会、鹿児島、

2017 年 3 月 16 日（口頭） 

549. "High light-induced abnormal chloroplasts are selectively eliminated via chlorophagy process" 

S. Nakamura, J. Hidema, S. Kumazaki, K. Kodama, H. Ishida, Masanori Izumi, 

第 58 回日本日本植物生理学会年会、鹿児島、2017 年 3 月 16 日（口頭） 

550. "Changes in PSI/PSII ratio of Arabidopsis thaliana induced by long term acclimation to red, 

green and blue LEDs" 

S. Tanimura, H. Nozue, K. Shirai, S. Kumazaki, M. Nozue, 第 58 回日本日本植物生理学会年
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会、鹿児島、2017 年 3 月 16-18 日（ポスター） 

551. "蛍光寿命画像顕微鏡によるシロイヌナズナの野生株とオートファジー欠損株の解析

" 

児玉和矢，泉正範，中村咲耶，寺嶋正秀，熊﨑茂一, 第 58 回日本日本植物生理学会年会、

鹿児島、2017 年 3 月 16-18 日（ポスター） 

552. "Non-photochemical quenching in the Arabidopsis psbo1 mutant with low quantum efficience 

of photosystem II" 

S. Yasuhara, S. Fukuda, S. Yamaguchi, F. Sato, S. Kumazaki, K. Ifuku, 第 58 回日本日本植物

生理学会年会、鹿児島、2017 年 3 月 16-18 日（ポスター） 

553. "蛍光寿命画像化顕微鏡を用いたシロイヌナズナ葉内光化学系 II の強光応答の解析" 

福田真士, 安原咲希, 伊福健太郎, 椎名隆, 山崎加奈子, 寺嶋正秀, 佐藤文彦, 熊崎茂一, 

第 24 回光合成セミナー2016, 京都 2016 年 7 月 10 日（口頭） 

554. "ラマン散乱分光イメージングによる糸状シアノバクテリアの細胞分化の解析" 

熊崎茂一, 玉水公人, 第 24 回光合成セミナー2016, 京都 2016 年 7 月 9-10 日（ポスター） 

555. "ラマン散乱スペクトル顕微鏡・蛍光寿命顕微鏡を用いた Anabaena variabilis の細胞

ごとの解析" 

玉水公人, 福田真士, 寺嶋正秀, 熊崎茂一, 第 57 回日本日本植物生理学会年会, 岩手、

2016 年 3 月 18-20 日（ポスター） 

556. "Chloroplast functions inside plant 3D space visualized by fluorescence lifetime imaging 

microscopy with systematically changed excitation laser power." 

S. Fukuda, S. Yasuhara, K. Ifuku, T. Shiina, K. Yamasaki, M. Terazima, F. Sato, S. Kumazaki 第

57 回日本日本植物生理学会年会, 岩手、2016 年 3 月 18-20 日（ポスター） 

557. "蛍光寿命顕微鏡と蛍光スペクトル顕微鏡による糸状シアノバクテリア Rivularia の個

別細胞解析" 

野末秀穂、片山光徳、玉水公人、福田真士、寺嶋正秀、熊崎茂一、第 57 回日本植物生理

学会年会, 岩手、2016 年 3 月 18-20 日（ポスター） 

558. "シロイヌナズナ個葉の寿命と成熟葉の延命を支える光化学系の特徴" 

猿田涼太, 福田真士, 野末はつみ, 熊崎茂一, 野末雅之, 第 57 回日本植物生理学会年会, 

岩手、2016 年 3 月 18-20 日（ポスター） 

559. "近赤外ラマン散乱スペクトル顕微鏡による糸状シアノバクテリアの細胞分化観察" 

玉水公人, 熊崎茂一、 第 23 回光合成セミナー2015, 京都 2015 年 7 月 12 日（口頭） 

560. "蛍光寿命顕微鏡による糸状シアノバクテリアと緑藻のチラコイド膜の評価" 

野末秀穂、椋野翠、椎名隆、寺嶋正秀、熊崎茂一, 第 23 回光合成セミナー2015, 京都 

2015 年 7 月 12 日（口頭） 

561. "蛍光寿命顕微鏡によるシロイヌナズナ葉緑体３次元イメージング解析" 

福田真士、山崎加奈子、椎名隆、伊福健太郎、寺嶋正秀、熊崎茂一 第 23 回光合成セミ
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ナー2015, 京都 2015 年 7 月 11-12 日（ポスター） 
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6. 外部評価 

6.1. 外部評価体制 

鍋島達弥教授（筑波大学）と秋吉一成教授（京都大学）の２名に外部評価を依頼した。関連

資料を事前送付し，２０１８年４月１４日に同志社大学京田辺キャンパスで開催した成果

報告会で，研究代表者の事業内容説明後，研究成果や研究進捗状況の質疑応答を行った。 

 

6.2. 外部評価結果 

両評価者からそれぞれ５段階評価中の最高評価（計画以上に順調に研究が進んでおり、特段

の研究成果が期待できる。）を得た。評価の概要を次に示す。 

鍋島教授：新しいケミカルツールを創製する第一グループと、細胞モデルの開発とその環境

下での分子ダイナミクスの解明を目的とする第二グループの融合研究が細胞自在操作に不

可欠であるが、通常これらは分野が大きく異なり交流が困難な場合が多いため、実質的な共

同研究を円滑に行うことが難しい。しかし本事業はこれを可能とする工夫された連携体制

と人材育成の仕組みを兼ね備えており、本事業の進捗に有効に働いている。 

秋吉教授：化学，物理，生物を専門とする研究者が細胞機能操作技術の開発を遂行するため

に，分野横断型の研究組織・体制がうまく構築されており，特にナノ・バイオサイエンス研

究センターの設置や他大学との共同研究の実施など有機的な連携，情報共有が行える体制

は高く評価しうる。また，学生の海外研究派遣や国際会議開催での学生講演賞の授与など人

材育成にも注力している。これらの評価を今後の研究遂行に反映させる。 

 

 

 

 

 

 

 

それぞれの外部評価委員から送られてきた外部評価書をここに添付する。（当該研究プロジェク

トの以下に示す各項目について，１（不可）〜５（良好）の５段階にて評価するとともに，特記

すべき事項については意見を添えています．） 
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評価者：鍋島達弥教授（筑波大学） 

１．研究プロジェクト実施組織・体制の形成状況 

当該プロジェクト研究のネットワークの形成状況、形成した組織・体制の特徴、有機

的連携、人材の育成についての評価 

 

 

研究プロジェクト実施組織・体制の形成状況に関連して、特記すべき事項 

新しいケミカルツールを創製する第一グループと、細胞モデルの開発とその環境下での

分子ダイナミクスの解明を目的とする第二グループの融合研究が細胞自在操作に不可

欠であるが、通常これらは分野が大きく異なり交流が困難な場合が多いため、実質的な

共同研究を円滑に行うことが難しい。しかし本事業はこれを可能とする工夫された連携

体制と人材育成の仕組みを兼ね備えており、本事業の進捗に有効に働いている。 

 

２．当初研究計画の実施状況 

当初の研究計画に対する進捗状況、研究成果の論文・著書、学会・会議での発表 

状況、研究会・講演会等の開催状況、研究費執行の妥当性についての評価 

 

 

当初研究計画の実施状況に関連して、特記すべき事項 

２年半の短期間であるにもかかわらず、数々の優れた成果が挙がっている。論文発表、

学会発表等の活動も非常に活発である。事業半ばであるが、特に基礎的な研究の進展は

卓越したものがあり、今後の各グループ間の融合研究、共同研究が著しく進展すると期

待される。研究費の執行も妥当である。 

 

３．専門的及び社会的な評価 

関連する学会等での当該研究プロジェクトに対する評価、学内外に与えたインパクト

並びに社会的な評価についての評価 

 

 

専門的及び社会的な評価に関連して、特記すべき事項 

両グループとも基礎研究において国際一流誌での論文発表が非常に多く、学問的なイン

パクトは極めて高いと言えよう。特に DNA を加水分解する錯体や細胞の３次元組織化

においては独創的な基礎研究が精力的に推進されている。この２年半、基礎研究が中心

ではあったが、いくつもの連携研究が開始できる段階に到達しており、事業終了時には

社会的インパクトの大きな成果も数多く得られるものと期待される。 

評 価 

5 

評 価 

５ 

評 価 

５ 
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４．新たな学問領域等の創出 

研究活動による新たな学術的知見の創出、研究成果の活用の見通し及び副次的な 

効果についての評価 

 

 

新たな学問領域等の創出に関連して、特記すべき事項 

上述したように基礎的研究において優れた成果がいくつも得られており、すでにいくつ

かの共同研究が進展中である。本事業の後半で、さらなる融合研究により、目的の細胞

自在制御のための分子化学技術が開発され、これにもとづく新しい学問領域が創出され

ると期待される。 

 

 

５．研究プロジェクトの全体評価 

当該研究プロジェクトの研究計画が目的の実現に向け着実に実施されており、当初目

的の達成が期待できるか、今後の展望について下記の評価基準に基づき５段階にて評価 

 

 

評価基準 

評

価 
基         準 

５ 計画以上に順調に研究が進んでおり、特段の研究成果が期待できる。 

４ 計画どおり順調に研究が進んでおり、より一層の発展が期待される。 

３ 概ね計画どおりに研究が進んでおり、当初の研究成果が期待される。 

２ 一部計画どおり研究が進んでおらず、より一層の努力が必要である。 

１ 現状において成果が期待できず、研究の中止又は縮小が適当である。 

 

 

 

評価委員 （所属）筑波大学数理物質系化学域（職名）教授鍋島達弥 

 

 

 

 

 

評 価 

4 

評 価 

５ 



 625 

 

評価者：秋吉一成教授（京都大学） 

１．研究プロジェクト実施組織・体制の形成状況 

当該プロジェクト研究のネットワークの形成状況、形成した組織・体制の特徴、有機

的連携、人材の育成についての評価 

 

 

研究プロジェクト実施組織・体制の形成状況に関連して、特記すべき事項 

化学、物理、生物を専門とする研究者が細胞機能操作技術の開発を遂行するために、分

野横断型の研究組織・体制がうまく構築されており、特にナノ・バイオサイエンス研究

センターの設置や他大学との共同研究の実施など有機的な連携、情報共有が行える体制

は高く評価し得る。また、学生の海外派遣や国際会議開催での学生講演賞の授与など人

材の育成にも注力されている。 

 

２．当初研究計画の実施状況 

当初の研究計画に対する進捗状況、研究成果の論文・著書、学会・会議での発表 

状況、研究会・講演会等の開催状況、研究費執行の妥当性についての評価 

 

 

当初研究計画の実施状況に関連して、特記すべき事項 

これまでに著名な欧文誌を含む１８０以上の投稿論文、招待講演、学会発表も極めて活

発に行われており、当初計画されていた研究が着実に進展、発展している。研究会と国

際会議の開催も定期的に行われている。研究経費の執行も妥当であると判断される。 

 

３．専門的及び社会的な評価 

関連する学会等での当該研究プロジェクトに対する評価、学内外に与えたインパクト

並びに社会的な評価についての評価 

 

 

専門的及び社会的な評価に関連して、特記すべき事項 

本分野と関連した新学術領域研究分子夾雑系の生命化学が、連携研究者らにより昨年度

対上がり、ジョン分野の注目度とその先見性と重要性が示されたと言える。また、研究

の成果として、タンパク質のラベル化剤が２つ市販され、また、薬学、医学分野へのイ

ンパクトを与える研究成果が得られていることは評価に値する。今後のさらなる発展を

期待したい。 

評 価 

5 

評 価 

５ 

評 価 

５ 
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４．新たな学問領域等の創出 

研究活動による新たな学術的知見の創出、研究成果の活用の見通し及び副次的な 

効果についての評価 

 

 

新たな学問領域等の創出に関連して、特記すべき事項 

夾雑系である細胞系や動物系で直接その機能評価を行えるケミカルツールの実現は、こ

れまで試験管で行われてきた生物機能評価に大きなインパクトを与え、また、細胞内夾

雑系を再現し得る人口細胞モデル研究ともあいまって、従来では得られなかった学術的

知見が得られる可能性を秘めている。さらに、これらの知見をもとに、新規創薬概念の

創出を期待したい。 

 

 

５．研究プロジェクトの全体評価 

当該研究プロジェクトの研究計画が目的の実現に向け着実に実施されており、当初目

的の達成が期待できるか、今後の展望について下記の評価基準に基づき５段階にて評価 

 

 

評価基準 

評

価 
基         準 

５ 計画以上に順調に研究が進んでおり、特段の研究成果が期待できる。 

４ 計画どおり順調に研究が進んでおり、より一層の発展が期待される。 

３ 概ね計画どおりに研究が進んでおり、当初の研究成果が期待される。 

２ 一部計画どおり研究が進んでおらず、より一層の努力が必要である。 

１ 現状において成果が期待できず、研究の中止又は縮小が適当である。 

 

 

 

評価委員 京都大学大学院工学研究科 教授 

秋吉 一成 

 

 

 

評 価 

4 

評 価 

５ 
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6.3. 評価結果への対応 

2019 年度 

良好な外部評価結果を受けて，本プロジェクトの研究をさらに推進した．その結果，最終的

に論文数が合計 295 件となり，当初の目標を大きく上回った．論文以外の研究成果として国際

会議 266 件，国内の学会討論会 561 件の発表があった．国際会議の招待講演(keynote lecture, invited 

lecture を含む)は 83 件，国内の学会・討論会・講演会などの依頼講演・招待講演は 79 件，国際

会議の学生の受賞が 12 件，国内の学会・討論会での学生の受賞が 32 件あった．さらに特許出願

が７件あった．いずれも大きな成果が得られた． 
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7. 研究成果の一般公開 

各年度毎に研究成果報告会を行った．開催期日は以下のとおりである． 

第１回 2015年11月14日同志社大学京田辺キャンパス恵道館KD203教室  

第２回 2016年3月12日同志社大学京田辺キャンパス夢告館MK102, 203 教室 

第３回 2017年4月22日同志社大学京田辺キャンパス恵道館KD203, 204教室 

第４回 2018年4月14日同志社大学京田辺キャンパス恵道館KD202, 204教室 

第５回 2019年4月20日同志社大学京田辺キャンパス恵道館KD202, 204教室 

最終成果報告：コロナのために現在開催できない状況にある 

 

2回の国際シンポジウムを行なった．開催期日は以下のとおりである． 

第１回 2016年10月7, 8日同志社大学京田辺キャンパス恵道館KD201教室  

第２回 2019年6月7, 8日同志社大学今出川キャンパス良心館RY305教室 

 

 

8. 結言 

本報告書は、文部科学省私立大学戦略的研究基盤形成支援事業「細胞自在操作のための分子

化学技術の開発拠点形成」（平成２７～令和元年度）の採択を受けて，同志社大学ナノ・バ

イオサイエンス研究センターで実施された以下の２つの研究テーマの研究成果をとりまとめた

ものである． 

テーマ1 細胞機能を人工的に制御するためのケミカルツールの創製 

テーマ２ 細胞モデルを用いた細胞機能の自在操作技術 

本研究プロジェクトは外部評価委員会をはじめ，同志社大学研究支援課，同研究企画課，リエ

ゾンオフィスの多大なサポートを受けました．関係各位に感謝の意を表します． 


